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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電源配線を機構などの物理的に変化または操作
することなしに電源配線に流れる電流を測定またはモニ
ターすることができるＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】電源回路１２の出力オープン機能を用いて
スイッチＳＷ１をオフにして、カソード電圧Ｖｓｓは出
力されず、出力端子はハイインピーダンス状態となるよ
うにし、カソード電圧Ｖｓｓの出力端子のパッドＰ１を
プローブ３０４でプロービィングし、プローブ３０４と
可変電圧装置４７１間には、電流を測定する電流計３０
３を配置し、調整時のカソード電圧Ｖｓｓｔ＝画像表示
時のカソード電圧Ｖｓｓに設定して、電流Ｉａを測定す
る。
【選択図】図４７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＥＬ素子がマトリックス状に配置された表示画面と、
　前記各ＥＬ素子に接続され、前記各ＥＬ素子へ映像信号を供給するソースドライバ回路
と、
　前記各ＥＬ素子に接続されたゲートドライバ回路と、
　前記各ＥＬ素子に駆動電圧を電圧出力端子を介して供給すると共に、前記各ＥＬ素子と
前記電圧出力端子の間を開放または短絡するスイッチを有し、かつ、前記各ＥＬ素子と前
記スイッチとの間に配され、前記各ＥＬ素子に流れる電流を取り出す取り出し端子と、
　を有するＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記各ＥＬ素子に前記ソースドライバ回路を用いて白映像信号、または、黒映像信号を
それぞれ供給する試験信号供給部と、
　前記各ＥＬ素子へ前記白映像信号、または、前記黒映像信号を供給したときに、前記ス
イッチにより前記電圧出力端子を開放して、前記取り出し端子に流れる電流を測定する電
流測定部と、
　を有する請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記スイッチにより前記電圧出力端子を開放して、前記取り出し端子にエージング電流
を供給するエージング電流供給部を有する、
　請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項４】
　ＥＬ素子がマトリックス状に配置された表示画面と、
　電圧出力端子をオープンにする機能を有する電源回路と、
　前記表示画面に流れる電流を取り出し端子と、
　を有するＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記取り出し端子に流れる電流を電流測定部で測定する、
　請求項４記載のＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記電源回路は、前記電圧出力端子をハイインピーダンス状態と電圧出力状態とに切り
替える、
　請求項４記載のＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記ＥＬ素子が形成された画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するＥＬ表
示装置において、
　前記画素を選択するゲートドライバ回路と、
　前記ゲートドライバ回路に印加する第１の電圧と、前記画素に印加する第２の電圧を発
生する電圧発生回路と、
　前記電圧発生回路が発生した前記第２の電圧を、表示画面の画素に伝達する電源配線と
、
　前記電圧発生回路の第２の電圧出力をオープン状態にする出力オープン回路とを具備し
、
　前記画素には、前記ＥＬ素子に電流を供給する駆動用トランジスタが形成され、
　前記電圧発生回路は、前記ゲートドライバ回路に前記第１の電圧を供給した後、前記出
力オープン回路はクローズ状態になり、前記電源配線に前記電圧発生回路が発生した第２
の電圧を印加する、
　ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記電源配線は、アノード配線またはカソード配線である、
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　請求項７記載のＥＬ表示装置。
【請求項９】
　前記電圧発生回路は、複数の電流リミット値を設定できる、
　請求項７記載のＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記第１の電圧と前記第２の電圧は可変である、
　請求項７記載のＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　クロック検出回路を更に有し、前記クロック検出回路が検出したクロック数により、前
記電圧圧制回路の出力を制御する、
　請求項７記載のＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機または無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子などを用いるＥＬ表
示パネル（表示装置）などの自発光表示装置を用いた、ＥＬ表示装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　電気光学変換物質として有機ＥＬ材料あるいは無機ＥＬ材料を用いたアクティブマトリ
クス型の画像表示装置は、画素に書き込まれる電流に応じて発光輝度が変化し、また、各
画素に発光素子を有する自発光型である。このＥＬ表示装置は、液晶表示パネルに比べて
画像の視認性が高い、発光効率が高い、バックライトが不要、応答速度が速い等の利点を
有する。
【０００３】
　従来より、有機ＥＬ（ＰＬＥＤ、ＯＬＥＤ、ＯＥＬ）パネルは、アクティブマトリクス
方式の開発が盛んに行なわれている。この方式は、各画素回路内部の発光素子に流れる電
流を、画素回路内部に設けた能動素子（一般には薄膜トランジスタ、ＴＦＴ）によって制
御するものであり、特許文献１，２に記載がある。
【特許文献１】特開２００３－２５５８５６公報
【特許文献２】特開２００３－２７１０９５公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＥＬ表示装置は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のＥＬ素子は、それぞれ構成材料など
が異なるため、発光効率、駆動電圧が異なる。また、ＥＬ表示パネルの製造条件によりＥ
Ｌ素子の発光効率、駆動電圧がばらつく。そのため、ＥＬ表示装置）は、輝度が異なり、
色度が異なるものが作製されるため、輝度及び色度の調整を行う必要があった。
【０００５】
　しかし、輝度の調整、色度の調整は、点灯領域のＥＬ素子に流れる電流量を調整して行
う。電流量の調整は、電流経路を遮断し、遮断した電流経路に電流計などの測定機器を挿
入して行う。
【０００６】
　電流計などの測定機器の挿入は、物理的に電流経路を遮断する機構が必要であり、電流
計に電流経路をつなぎかえるスイッチが必要であった。これらの機構の導入によりＥＬ表
示装置のコストが高くなり、また、多くの調整時間を必要とする問題点があった。
【０００７】
　また、ＥＬ表示装置は、表示画像に応じて表示画面に流れる電流の大きさが変化する。
そのため、高輝度の画像が表示すると電源回路から大きな電流が流れる。そのため、電源
回路は、使用する最大の電流を流すことができるように設計する必要があった。
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【０００８】
　しかし、使用する最大の電流が流すことができるように設計すると、電源ＩＣなどの電
源回路のサイズが非常に大きくなるという問題点があった。
【０００９】
　また、ＥＬ表示パネルの欠陥検査または特性評価に長時間を必要とするという問題点が
あった。
【００１０】
　そこで本発明は、電源配線を機構などの物理的に変化または操作することなしに電源配
線に流れる電流を測定またはモニターすることができるＥＬ表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、複数のＥＬ素子がマトリックス状に配置された表示画面と、前記各ＥＬ素子
に接続され、前記各ＥＬ素子へ映像信号を供給するソースドライバ回路と、前記各ＥＬ素
子に接続されたゲートドライバ回路と、前記各ＥＬ素子に駆動電圧を電圧出力端子を介し
て供給すると共に、前記各ＥＬ素子と前記電圧出力端子の間を開放または短絡するスイッ
チを有し、かつ、前記各ＥＬ素子と前記スイッチとの間に配され、前記各ＥＬ素子に流れ
る電流を取り出す取り出し端子と、を有するＥＬ表示装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明により、電源配線を機構などの物理的に変化または操作することなしに電源配線
に流れる電流を測定またはモニターすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態のＥＬ表示装置を図面に基づいて説明する。
【００１４】
　なお、本明細書において、各図面は理解を容易するために、省略及び拡大または縮小し
た箇所がある。
【００１５】
　また、同一番号、または、記号等を付した箇所は、同一または類似の形態、構成、材料
、機能、または、動作を有する。
【００１６】
（実施形態の概要）
　まず、本実施形態のＥＬ表示装置の概要について説明する。
【００１７】
　本実施形態は、ＥＬ表示装置に用いる電源発生回路１２などに、ＥＬ素子に電流を供給
する電源配線から電圧発生回路を切断する回路を具備させている。また、出力電圧を可変
する機能を具備している。
【００１８】
　ＥＬ表示装置を調整する際には、電圧発生回路を切断する回路を動作させ、電源回路の
電圧発生回路を電源配線から切り離した状態で、電源配線に外部電圧発生回路から電圧を
前記電源配線に印加する。また、電源配線と外部電圧発生回路間に電流計を配置する。
【００１９】
　外部電圧発生回路は、ＥＬ表示装置の定常動作時の電圧を出力し、前記電流計で電源配
線に流れる電流をモニターした状態で、ＥＬ表示装置を所定の輝度またはＥＬ表示装置に
所定の電流が流れるように調整する。
【００２０】
　以上により、電源配線を機構などの物理的に変化または操作することなしに電源配線に
流れる電流を測定できる。したがって、ＥＬ表示装置のコストが高くなることもなく、調
整時間も短時間で実施できる。
【００２１】
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　また、ＥＬ表示装置に入力される映像信号を加算あるいは重み付け処理を行うことによ
り、表示画面に流れる電流を求め、または予測し、前記求めた電流などにより画像画面に
黒帯状の非点灯領域を発生させ、この黒帯状の非点灯領域の大きさを変化させる。または
、黒帯状の非点灯領域の幅は一定にし、映像信号の振幅を変化させることにより、表示画
面に流れる電流の大きさが一定以上にならないように制御する。また、この制御により、
電源回路から表示画面に流れる電流を一定以下となるようにすることができ、ＥＬ表示装
置の発熱を抑制できる。また、電源回路（電源ＩＣ）１２が出力する電圧を可変すること
によりＥＬ表示装置の発熱を抑制できる。
【００２２】
　また、点灯領域に流れる電流をモニターしながら、ＥＬ表示装置に印加する電圧を可変
することにより、最適な黒レベルの調整、ホワイトバランスを実現できる。
【００２３】
　また、検査トランジスタを制御することなどにより、ＥＬ表示装置の検査を実現できる
。
【００２４】
　また、通常の表示状態で使用する電流よりも大きな電流をＥＬ表示装置の点灯領域に流
すことができるので、エージング工程を実現できる。
【００２５】
（実施形態の詳細）
　以下、本実施形態のＥＬ表示装置の詳細について説明する。
【００２６】
（１）ゲートドライバ回路の構成
　ＥＬ表示装置のゲートドライバ回路２２について説明する。
【００２７】
　図２に示すように、表示画面２１の左端にゲートドライバ回路２２ａを設け、右端にゲ
ートドライバ回路２２ｂを設けている。なお、ゲートドライバ回路１２は、表示パネルの
空き領域に形成すればよい。
【００２８】
（１－１）概要
　ゲートドライバ回路２２ａは、ゲート信号線２７ａを制御し、ゲートドライバ回路２２
ｂはゲート信号線２７ｂを制御する。ゲートドライバ回路２２ａ、２２ｂには、ゲート信
号線２７のオン電圧（ＶＧＬ）と、ゲート信号線２７のオフ電圧（ＶＧＨ）が供給されて
いる。オフ電圧（ＶＧＨ）は、アノード電圧Ｖｄｄ以上または近傍の電圧である。オン電
圧（ＶＧＬ）は、カソード電圧Ｖｓｓまたはグランド電圧（ＧＮＤ）近傍の電圧である。
なお、近傍の電圧とは、±３Ｖの範囲の電圧である。
【００２９】
　本実施形態では、トランジスタ３１のオフ電圧をＶＧＨとし、オン電圧をＶＧＬとして
説明するがこれに限定するものではない。オン電圧（ＶＧＬ）とオフ電圧（ＶＧＨ）の極
性は、駆動用トランジスタ３１ａのチャンネルの種類（ＰチャンネルまたはＮチャンネル
）に対応して設定する。また、図３１に示すように、ゲートドライバ回路２２の電圧の１
つまたは複数をＧＮＤ電圧としてもよい。図３１では、ゲートドライバ回路２２ｂは、Ｖ
ＧＨ電圧と、ＶＧＬ＝ＧＮＤ電圧で動作しており、ゲートドライバ回路２２ａは、ＶＧＨ
電圧とＶＧＬ１電圧で動作している。
【００３０】
　本実施形態では、駆動用トランジスタ３１ａはＰチャンネルトランジスタとしている。
この場合は、オン電圧をＶＧＬとし、オフ電圧をＶＧＨとする。駆動用トランジスタ３１
ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、オン電圧をＶＧＨとし、オフ電圧をＶＧＬとす
る。なお、図２に適合するように、ＶＧＨ１、ＶＧＨ２、ＶＧＬ１、ＶＧＬ２を内蔵させ
てもよい。その場合においても、ＯＮ１コマンドで、ＡＶｄｄとＶＧＨ１、ＶＧＨ２、Ｖ
ＧＬ１、ＶＧＬ２を同時に起動し、ＯＮ２でＶｄｄ、Ｖｓｓを起動させる。
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【００３１】
　ソースドライバ回路（ＩＣ）２４は、映像信号またはキャンセル電圧であるプログラム
電流Ｉｗまたはプログラムで電圧Ｖｗを発生する。発生した映像信号またはキャンセル電
圧は、ソース信号線２８に印加される。ソースドライバ回路（ＩＣ）２８とソース信号線
２８間に３選択回路４８１を形成してもよい。なお、選択回路４８１の選択数は３に限定
するものではなく、６選択などの他の選択数に構成してもよい。
【００３２】
　なお、本実施形態のＥＬ表示装置においては、ゲートドライバ回路２２ａは、オン電圧
ＶＧＨ１、オフ電圧ＶＧＬ１とし、ゲートドライバ回路２２ｂは、オン電圧ＶＧＨ２、オ
フ電圧ＶＧＬ２とする。また、ＶＧＨ１＝ＶＧＨ２、ＶＧＬ１＜ＶＧＬ２にしている。本
実施形態では、画素２６を選択し映像信号を書き込むゲート信号線１７の駆動電圧（ＶＧ
Ｈ２、ＶＧＬ１）と、ＥＬ素子３５に流す電流を制御するゲート信号線１７の駆動電圧（
ＶＧＨ２、ＶＧＬ２）とを異ならせている。
【００３３】
　ソースドライバ回路２４の電源電圧をＶｃｃ（Ｖ）とし、アノード電圧をＶｄｄ（Ｖ）
としたとき、Ｖｄｄ－１．５（Ｖ）≦Ｖｃｃ≦Ｖｄｄの関係を満足するように構成してい
る。
【００３４】
　また、ゲートドライバ回路のオン電圧またはオフ電圧をＶＧＨ（Ｖ）とし、アノード電
圧をＶｄｄ（Ｖ）としたとき、Ｖｄｄ＋０．２（Ｖ）≦ＶＧＨ≦Ｖｄｄ＋２．５（Ｖ）の
関係を満足するように構成している。
【００３５】
　図３に示す一例としてのＥＬ表示装置の画素構成では、スイッチ用トランジスタ３１ｂ
、３１ｃは、ソースドライバ回路２４が出力する映像信号を印加する画素（行）を選択す
るためのスイッチとして機能する。スイッチ用トランジスタ３１ｄは、ＥＬ素子１５に電
流を供給するためのスイッチとして機能する。すなわち、スイッチ用トランジスタ３１ｄ
は、発光させる画素（行）を選択するスイッチとして動作する。
【００３６】
　なお、図３は、電流プログラムの画素構成であるが（映像信号は電流信号のＩｗ）、映
像信号として、電圧信号を印加しても動作する。
【００３７】
（１－２）入力信号の印加
　ゲートドライバ回路２２には、クロック信号（ＣＬＫ）、スタート信号（ＳＴ１、ＳＴ
２）などは、アップダウン信号（ＵＰ）が印加される。クロック信号（ＣＬＫ）は、水平
同期信号（ＨＤ）に同期している。また、必要に応じて、ＥＬ表示装置内に内蔵する発振
モジュールでクロック信号（ＣＬＫ）を発生させる。スタート信号（ＳＴ２）を制御する
ことにより、図７、図５７のｄｕｔｙ駆動を実現でき、また、図６９の点灯率制御を実現
できる。クロック信号（ＣＬＫ）、スタート信号（ＳＴ１、ＳＴ２）、アップダウン信号
（ＵＰ）などゲートドライバ回路２２に印加する信号は、ソースドライバＩＣ２４で発生
し、アレイ基板に形成したレベルシフタ回路でレベルシフトしてゲートドライバ回路２２
に印加される。
【００３８】
　クロック信号（ＣＬＫ）は、選択する画素行を順次移動させるための信号である。スタ
ートパルス信号（ＳＴ）は、選択する画素行を指定するための信号である。スタートパル
ス信号（ＳＴ）はクロック信号（ＣＬＫ）により、ゲートドライバ回路２２のシフトレジ
スタ回路内を移動する。アップダウン信号は、画面の上下反転切換信号である。シフトレ
ジスタ回路内のスタートパルス位置にしたがって、ゲート信号線２７が選択される（ゲー
ト信号線２７にオン電圧（ＶＧＬ）が印加される。
【００３９】
（２）画素の構成
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　図３は、ＥＬ表示装置の画素２６の構成図例である。画素は、表示画面２１にマトリッ
クス状に形成されている。一例として画素内にＴＦＴよりなる４つのトランジスタ３１が
形成されている。
【００４０】
　なお、本実施形態のＥＬ表示装置における画素２６の構成は、図３の構成に限定される
ものではない。また、各画素２６内に形成されたトランジスタ３１の個数に限定されるも
のでもない。
【００４１】
（２－１）画素内の配線
　図３において、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子は、スイッチ用トランジスタ３
１ｂのソース端子と接続されている。スイッチ用トランジスタ３１ｂ及びスイッチ用トラ
ンジスタ３１ｃのゲート端子は、ゲート信号線２７ａと接続されている。
【００４２】
　トランジスタ３１ｂのドレイン端子は、スイッチ用トランジスタ３１ｃのドレイン端子
ならびにトランジスタ３１ｄのソース端子に接続されている。スイッチ用トランジスタ３
１ｃのソース端子は、ソース信号線２８に接続されている。
【００４３】
　トランジスタ３１ｄのゲート端子はゲート信号線２７ｂに接続されている。トランジス
タ３１ｄのドレイン端子はＥＬ素子３５のアノード端子に接続されている。ＥＬ素子３５
のカソード端子はカソード端子（Ｖｓｓ）に接続されている。駆動用トランジスタ３１ａ
のソース端子は、アノード電圧（Ｖｄｄ）に接続されている。
【００４４】
　一例としてカソード電圧Ｖｓｓは、－４．５Ｖ～－１．０Ｖであり、アノード電圧Ｖｄ
ｄは、３．５Ｖ～７．０Ｖである。Ｖｓｓ、Ｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬなどは本実施形態の
電源回路１２から供給され、必要に応じて各電圧の値は変更設定される。
【００４５】
　スイッチ用トランジスタ３１ｂ、３１ｃは、ゲート信号線２７ａに印加されたオン／オ
フ制御信号（ＶＧＨ１、ＶＧＬ１）によりオン（クローズ状態）／オフ（オープン状態）
制御される。トランジスタ３１ｄのゲート端子は、ゲート信号線２７ｂに接続されている
。トランジスタ３１ｄは、ゲート信号線２７ｂに印加されたオン／オフ制御信号（ＶＧＨ
２、ＶＧＬ２）によりオン／オフ制御される。
【００４６】
（２－２）点灯領域と非点灯領域
　映像信号を印加する画素を選択している状態は、図４（ａ）の状態である。スイッチ用
トランジスタ３１ｄはオフであり、スイッチ用トランジスタ３１ｂ、３１ｃはオンである
。
【００４７】
　ＥＬ素子３５を発光させている状態は、図４（ｂ）の状態である。スイッチ用トランジ
スタ３１ｄはクローズ状態であり、スイッチ用トランジスタ３１ｂ、３１ｃはオフである
。
【００４８】
　以上の動作を表示画面２１で示すと、図５に示すようになる。図５（ａ）の５１は、映
像信号または映像電圧を書き込むために選択されている画素行（書き込み画素行）を示し
ている。書き込み画素行５１は、非点灯（非表示画素行）とする。非点灯にするには、ゲ
ートドライバ回路２２ｂを制御し、画素２６のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオフにす
ればよい。
【００４９】
　スイッチ用トランジスタ３１ｄをオフにするためには、ゲート信号線２７ｂにオフ電圧
（ＶＧＨ１）を印加すればよい。ゲートドライバ回路２２がゲート信号線２７にオフ電圧
（ＶＧＨ）を印加する位置は、水平同期信号（ＨＤ）に同期してシフトさせる。



(8) JP 2009-193037 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

【００５０】
　なお、本実施形態のピーク電流抑制駆動（図６９）、ｄｕｔｙ駆動及び電圧可変駆動（
図５７）は画素構成が電流駆動方式（例えば、図３など）、電圧駆動方式（図６８、図７
４、図７５など）のいずれであっても適用できる。
【００５１】
　非点灯（非表示）状態とは、ＥＬ素子３５に電流が流れていない状態をいう。または、
一定以内の小さな電流が流れている状態をいう。すなわち、暗い表示状態である。表示画
面２１の非表示（非点灯）の範囲を非点灯領域５５と呼ぶ。表示画面２１の表示（点灯）
の範囲を表示（点灯）領域５６と呼ぶ。点灯領域５６の画素２６のスイッチ用トランジス
タ３１ｄはオンし、ＥＬ素子３５に電流が流れている。点灯領域５６または非点灯領域５
５は、画面２１の上下方向に移動し、画面２１に画像を表示する。
【００５２】
　但し、黒表示の画像表示ではＥＬ素子３５に電流が流れていない。スイッチ用トランジ
スタ３１ｄがオフの領域は、非点灯領域５５となる。
【００５３】
　なお、本実施形態のＥＬ表示装置において、点灯領域５６または非点灯領域５５を、画
面２１の上下方向に移動させて、画面２１に画像を表示するとしたが、これに限定するも
のではない。例えば、点灯領域５６または非点灯領域５５を、画面２１の左右方向に移動
させて、画面２１に画像を表示してもよい。また、フレーム毎に点灯領域５６または非点
灯領域５５の移動方向を変化させてもよい。また、表示領域５６または非表示領域５６を
複数に分割してもよい。
【００５４】
（３）タイミングチャート
　タイミングチャートを図６に示す。選択された画素行の画素２６では、ゲート信号線２
７ａにオン電圧（ＶＧＬ１）が印加されている時には、ゲート信号線２７ｂにはオフ電圧
（ＶＧＨ２）が印加されている（図４（ａ）を参照）。この期間は、選択された画素行の
ＥＬ素子３５には電流が流れていない（非点灯状態）。
【００５５】
　ゲート信号線２７ａにオン電圧が印加されていない（すなわち、選択されていない）画
素行で、かつ点灯状態の画素行では、ゲート信号線２７ｂにはオン電圧（ＶＧＬ２）が印
加されている。この画素行のＥＬ素子３５には電流が流れ、ＥＬ素子３５が発光している
。この発光輝度を図６（ｃ）では、輝度Ｂ（ｎｔ）としている。
【００５６】
　ゲート信号線２７ａにオン電圧が印加されていない画素行で、非点灯状態の画素行では
、ゲート信号線２７ｂにはオフ電圧（ＶＧＨ２）が印加されている。この画素行のＥＬ素
子３５には電流が流れず、ＥＬ素子３５は非発光状態である。
【００５７】
　図５及び図６では、Ｎ１（Ｎ１は１以上画素行数以下の整数）画素行の点灯領域５６を
発生させた状態である。点灯させたＮ１画素行の領域は、表示画面２１の上辺から下辺に
移動させる。移動させる周期は、ゲートドライバ回路２２ｂの動作フレームレート（フレ
ーム周期）に依存する。すなわち、垂直同期信号に同期して移動する。
【００５８】
　また、表示画面２１の書き換え周期はゲートドライバ回路２２ａの動作フレームレート
（フレーム周波数）に依存する。ＮＴＳＣの動作フレームレートは６０Ｈｚ（１秒間に６
０枚、１画面を書き換える時間は１／６０秒）、ＰＡＬは５０Ｈｚ（１秒間に５０枚）で
ある。ＭＰＥＧでは、３０フレーム（（１秒間に３０枚、１画面を書き換える時間は１／
３０秒）または、１５フレーム（（１秒間に１５枚、１画面を書き換える時間は１／１５
秒）である。
【００５９】
　フレーム周波数に同期して、スタートパルス（ＳＴ１）がゲートドライバ回路２２ａに
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印加される。スタートパルス（ＳＴ２）は、フレームレート周期の入力パターンが生成さ
れ、ゲートドライバ回路２２ｂに印加される。
【００６０】
　１秒間に画面２１を書き換える枚数は、７０枚以上にすることが好ましい。また、１３
０枚以下にすることが好ましい。すなわち、フレームレートは、７０Ｈｚ以上１３０Ｈｚ
以下にする。
【００６１】
　図５では、表示画面２１のうち、Ｎ１画素行分を連続して点灯させるとした。点灯させ
る領域（点灯領域５６）は、図７のように分割してもよい。表示画面２１の面積を１００
とし、図５における点灯領域５６の面積を２０、その表示輝度を１０とすれば、表示画面
２１の表示輝度比率は、２０ｘ１０／２００＝１となる。図７においても点灯領域５６を
４分割し、図５と同一の表示輝度比率とするには、各分割した点灯領域５６の表示輝度を
１０とし、各点灯領域５６の面積をＮ１／４とすればよい。
【００６２】
（４）ソースドライバ回路２４
　図８は、本実施形態のＥＬ表示装置のソースドライバ回路２４のプログラム電流（映像
信号）の発生回路の説明図である。ソースドライバ回路２４は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青
（Ｂ）に対応する基準電流回路（定電流回路）８３（８３Ｒ、８３Ｇ、８３Ｂ）を有して
いる。
【００６３】
　基準電流回路８３は、抵抗Ｒ１（Ｒ１ｒ、Ｒ１ｇ、Ｒ１ｂ）とオペアンプ８１ａ、トラ
ンジスタ８４ａから構成される。抵抗Ｒ１（Ｒ１ｒ、Ｒ１ｇ、Ｒ１ｂ）の値は、Ｒ、Ｇ、
Ｂの階調電流に対応して独立に調整できるように構成されている。抵抗Ｒ１は、ソースド
ライバ回路２４の外部に配置された外付け抵抗である。
【００６４】
　オペアンプの＋端子には、電子ボリウム８６により、電圧Ｖｉが印加されている。電圧
Ｖｉは、安定した基準電圧Ｖｂを抵抗Ｒで分圧することにより得られる。電子ボリウム８
６は、信号ＩＤＡＴＡにより出力電圧Ｖｉを変化させる。基準電流Ｉｃは（Ｖｓ－Ｖｉ）
／Ｒ１となる。ＲＧＢの基準電流Ｉｃ（Ｉｃｒ、Ｉｃｇ、Ｉｃｂ）は、それぞれ独立した
基準電流回路８３で可変される。可変は、ＲＧＢ毎に形成された電子ボリウムで実施され
る。したがって、電子ボリウム８６に印加される制御信号により、電子ボリウム８６から
出力される電圧Ｖｉの値が変化する。電圧ＶｉによりＲＧＢの基準電流の大きさが変化し
、端子８６から出力される階調電流（プログラム電流）Ｉｗの大きさが比例して変化する
。
【００６５】
　発生した基準電流Ｉｃ（Ｉｃｒ、Ｉｃｇ、Ｉｃｂ）は、トランジスタ８４ａから８４ｂ
に印加される。トランジスタ８４ｂとトランジスタ群８５とはカレントミラー回路を構成
している。図８において、トランジスタ８４ｂ１は、１つのトランジスタで構成している
ように図示しているが、実際には、トランジスタ群８５と同様に、単位トランジスタ９２
の集合（トランジスタ群）として形成している。
【００６６】
　トランジスタ群８５からのプログラム電流Ｉｗは出力端子８６より出力される。トラン
ジスタ群８５の各単位トランジスタ９２のゲート端子及びトランジスタ８４ｂのゲート端
子は、ゲート配線９４で接続されている。
【００６７】
　トランジスタ群８５は、図９に示すように、単位トランジスタ９２の集合として構成さ
れる。理解を容易にするため、映像データとプログラム電流は比例または相関の関係で変
換されるとして説明する。映像信号によりスイッチ９１が選択され、スイッチ９１の選択
により、単位トランジスタ９２の出力電流の集合（加算）としてのプログラム電流Ｉｗが
発生する。したがって、映像信号をプログラム電流Ｉｗに変換できる。本実施形態は単位



(10) JP 2009-193037 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

トランジスタ９２の単位電流が、映像データの１の大きさに該当するように構成されてい
る。
【００６８】
　単位電流とは、基準電流Ｉｃの大きさに対応して単位トランジスタ９２が出力する１単
位のプログラム電流の大きさである。基準電流Ｉｃが変化すると、単位トランジスタ９２
が出力する単位電流も比例して変化する。トランジスタ８４ｂと単位トランジスタ９２が
カレントミラー回路を構成しているからである。
【００６９】
　ＲＧＢの各トランジスタ群８５は単位トランジスタ９２の集合で構成されており、単位
トランジスタ９２の出力電流（単位プログラム電流）の大きさは、基準電流Ｉｃの大きさ
で調整できる。基準電流Ｉｃの大きさを調整すれば、ＲＧＢ毎に各階調のプログラム電流
（定電流）Ｉｗの大きさを可変することができる。したがって、ＲＧＢの単位トランジス
タ９２の特性が同一であるような理想的状態では、ＲＧＢの基準電流回路８３の基準電流
Ｉｃの大きさを変化させることにより、ＥＬ表示装置の表示画像のホワイトバランスをと
ることができる。
【００７０】
　以下、説明を容易にするため、ソースドライバ回路（ＩＣ）１４のトランジスタ群８５
は６ビットであるとして説明をする。図９において、各単位トランジスタ９２は、定電流
データ（Ｄ０～Ｄ５）毎に配置される。Ｄ０ビットには１個の単位トランジスタ９２が配
置される。Ｄ１ビットには２個の単位トランジスタ９２が配置される。Ｄ２ビットには４
個の単位トランジスタ９２が配置され、Ｄ３ビットには８個の単位トランジスタ９２が配
置され、Ｄ４ビットには１６個の単位トランジスタ９２が配置される。同様に、Ｄ５ビッ
トには３２個の単位トランジスタ９２が配置されている。
【００７１】
　各ビットの単位トランジスタ９２の出力電流が出力端子８６に出力されるか否かは、ア
ナログスイッチ９１（９１ａ～９１ｆ）によるオン／オフ制御で実現される。デコーダ回
路９５は、入力された映像データＫＤＡＴＡをデコードする。アナログスイッチは映像信
号データＫＤＡＴＡに対応してオン／オフ制御される。
【００７２】
　プログラム電流Ｉｗは内部配線９３を流れる。内部配線９３の電位は、ソース信号線２
８の電位となる。内部配線９３の電位はＡＶｄｄ以下ＧＮＤ電位以上である。ソース信号
線２８の電位は、定電流Ｉｗをソース信号線２８に印加し、定常状態した時は、画素２６
の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子の電圧（図３の画素構成の場合）である。
【００７３】
（５）階調電圧出力
　図１０は、電圧プログラム方式の階調電圧出力回路の説明図である。階調電圧出力回路
で発生する電位の最低は、０Ｖ（ＧＮＤ電位）であり、電位の最大は、ソースドライバ回
路２４の電源電圧ＡＶｄｄである。
【００７４】
　なお、ガンマカーブの低電位は、階調アンプ１０２Ｌで規定する。ガンマカーブの高電
位は、階調アンプ１０２Ｈで規定する。階調アンプ１０２Ｈが出力する電圧はＶＨとする
。階調アンプ１０２Ｌが出力する電圧はＶＬとする。したがって、振幅幅の最大値は、Ｖ
Ｈ－ＶＬである。
【００７５】
　階調アンプ１０２の出力電圧は、振幅調整レジスタ１０１で制御する。振幅調整レジス
タ１０１の出力ビットは８ビットである。したがって、階調アンプ１０２は、２５６段階
で出力変化が可能である。階調アンプ１０２Ｈの値を高く（高電位）にすることにより、
ガンマカーブの振幅値は大きくなる。階調アンプ１０２Ｈの値を低く（低電位）にするこ
とにより、ガンマカーブの振幅値は小さくなる。
【００７６】
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　また、階調アンプ１０２Ｌの値を高く（高電位）にすることにより、ガンマカーブの振
幅値は小さくなる。階調アンプ１０２Ｈの値を低く（低電位）にすることにより、ガンマ
カーブの振幅値は大きくなる。図１０の構成では、階調アンプ１０２Ｈと階調アンプ１０
２Ｌを独立で動作させることもできる。
【００７７】
　階調アンプ１０２Ｈと階調アンプ１０２Ｌ間には、抵抗がラダー状に接続されている。
それぞれの抵抗（ＶＲ１、ＶＲ２、ＶＲ３、ＶＲ４・・・・・、ＶＲＮ）間には、配線端
子１０３が引き出されている。配線端子１０３は、図１１の電圧ＤＡＣ回路の各セレクタ
回路と接続されている。なお、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａはＰチャンネルトラ
ンジスタとし、低階調側は、ＡＶｄｄに近く、高階調側は、ＧＮＤに近いとしている。
【００７８】
　抵抗ラダーの抵抗（ＶＲ１、ＶＲ２、ＶＲ３、ＶＲ４・・・・・、ＶＲＮ）の抵抗値は
、コマンド設定で可変できるように構成されている。コマンドにより、抵抗値が変化する
。
【００７９】
　なお、ＶＨ、ＶＬ電圧のうち、少なくとも一方は、図６９の点灯率、図５７のｄｕｔｙ
比に対応させて変化させてもよい。点灯率が低い時は、ＶＨ－ＶＬの絶対値を大きくし、
点灯率が小さい時は、ＶＨ－ＶＬの絶対値を相対的に小さくする。また、ｄｕｔｙ比が小
さい時は、ＶＨ－ＶＬの絶対値を大きくし、ｄｕｔｙ比が大きい時は、ＶＨ－ＶＬの絶対
値を相対的に小さくする。
【００８０】
　また、点灯率にあわせてＥＬ表示装置で表示する階調数を変化させることが好ましい。
たとえば、点灯率が５０％以上では、フル階調の１／２の範囲（１０２４階調の場合は、
５１２階調）で、画像を表示し、５０％以下では、フル階調の範囲で画像を表示する。
【００８１】
　なお、点灯率とは、ｄｕｔｙ駆動などピーク電流を抑制しないノーマルの駆動方式にお
いて、最大階調での白ラスター表示を１００％とした割合である。したがって、黒ラスタ
ー表示では点灯率は０％である。
【００８２】
　図１１に示すように、映像信号データＫＤＡＴＡは、電圧データラッチ回路２２１ａに
保持される。各データは、６ビットである。また、画素列は、２４０ドットで、各トッド
にＲＧＢの３データである。したがって、電圧データラッチＡ回路及び電圧データラッチ
Ｂ回路のラインメモリは、６ビット×２４０ＲＧＢである。電圧データラッチＡ回路２２
１ａのデータは、水平同期信号（ＨＤ）に同期して、電圧データラッチＢ回路２２１ｂに
コピーされる。
【００８３】
　電圧ＤＡＣ回路１１２は、スイッチ回路で構成されている。電圧データラッチＢ回路２
２１ｂのデジタルデータから、階調電圧出力回路１１２の端子１０３から１つを選択する
。選択した端子１０３の電圧をソース信号線２８に出力する。
【００８４】
　ゲートドライバ回路２２ａとゲートドライバ回路２２ｂとの動作フレームレートが異な
る場合に、同一の画素２６に接続されたゲート信号線２７ａ及びゲート信号線２７ｂにオ
ン電圧（ＶＧＬ）が印加される場合がある。
【００８５】
　ソースドライバ回路２４には、図８、図９のプログラム電流の出力回路と、図１０、図
１１のプログラム電圧の出力回路の双方を構成する。プログラム電流方式は、低階調領域
で映像信号の書き込み不足が発生するが、プログラム電圧方式は、低階調領域でも良好な
映像信号の書き込みを実現できる。しかし、プログラム電圧方式では、駆動用トランジス
タ３１ａのバラツキ特性の補償が完全でない。プログラム電流方式では、駆動用トランジ
スタ３１ａのバラツキ特性の補償が良好である。
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【００８６】
　ソースドライバ回路２４にプログラム電流の出力回路と、プログラム電圧の出力回路の
双方を構成し、動作させることにより、プログラム電流方式の欠点をプログラム電圧方式
の欠点を補うことができ、良好な画像表示を実現できる。
【００８７】
　本実施形態では、印加された映像信号に対して、１画素行を選択する期間の前半にプロ
グラム電圧を各画素に印加し、１画素行を選択する期間の後半にプログラム電流を印加し
た駆動方法を採用している。プログラム電圧を印加した後に、プログラム電流を印加する
。なお、プログラム電圧は、対応する映像信号が高階調の場合は印加しない。プログラム
電流で十分目標の階調信号が書き込めるからである。もちろん、画素２６に印加する映像
信号は、電圧信号のみで構成してもよい。また、画素２６に印加する映像信号は、電流信
号のみで構成してもよい。
【００８８】
（６）電源回路
　図１は、本実施形態の電源回路の説明図である。本実施形態の電源回路を用いることに
より、検査、エージング、輝度調整などが容易に実現できるようになる。
【００８９】
　電源回路１２のＶｉｎ端子には、バッテリーからＶｉｎ電圧（電圧２．３Ｖ以上４．６
Ｖ以下）が印加される。電源回路１２は、ＥＬ表示装置に必要な電圧を発生させる。ＥＬ
素子に供給する電圧（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ）及びその電流は、ＤＣ
ＤＣ回路により発生させる。
【００９０】
　ＤＣＤＣ回路において正極性の電圧Ｖｄｄは、コイルＬｐを用いる。負極性の電圧Ｖｓ
ｓは、コイルＬｎを用いる。すなわち、コイルを用いて共振させることにより必要な電圧
値を発生させる。
【００９１】
　Ｖｄｄは、ソースドライバ回路２４のアナログ電圧Ａｖｄｄと共通である（Ｖｄｄ＝Ａ
ｖｄｄ）。Ａｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路２４の電源電圧である。アナログ電圧Ａ
ｖｄｄは、映像信号の基準電圧としている。駆動用トランジスタ３１ａは、Ｐチャンネル
トランジスタであるため、アノード端子はアノード電極（電圧Ｖｄｄ）と接続されている
。すなわち、駆動用トランジスタ３１ａの基準電圧位置は、アノード電圧Ｖｄｄである。
ソースドライバ回路３９のアナログ電圧をＡｖｄｄとし、Ａｖｄｄを基準（映像信号電圧
がＡｖｄｄ電圧の時、映像信号の振幅電圧は、０Ｖである）とする。また、Ａｖｄｄ＝Ｖ
ｄｄすることにより、駆動用トランジスタ３１ａを映像信号でプログラム設定することが
容易になる。また、ＥＬ表示装置で使用する電源数も削減できる。
【００９２】
　画素２６の駆動用トランジスタ３１ａはＰチャンネルトランジスタである。Ｖｄｄ＝Ａ
ｖｄｄとすることにより、階調電圧の電位とアノード電位Ｖｄｄが連動して変化するので
、良好な階調表示を実現できる。電源回路（ＩＣ）１２で発生するアノード電圧Ｖｄｄが
バラツキにより変化しても、駆動用トランジスタ３１ａに印加する振幅電圧の基準位置は
連動して変化する。したがって、駆動用トランジスタ３１ａを映像信号でプログラム設定
する精度が良好になる。
【００９３】
　なお、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、映
像信号の基準電圧をグランド（ＧＮＤ）電圧にする。
【００９４】
　また、電源回路１２は、リニアレギュレータ回路により、ソースドライバ回路のロジッ
ク電圧Ｄｖｄｄを発生する。Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖである。また、チャージポンプ回路に
より、ゲートドライバ回路２２の電源（ＶＧＨ、ＶＧＬ）を発生する。チャージポンプ回
路は、正極性の電圧ＶＧＨには、コンデンサＣｐを使用する。チャージポンプ回路は、負
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極性の電圧ＶＧＬには、コンデンサＣｎを使用する。すなわち、コンデンサと発振回路で
、チャージポンプ回路を構成し、必要な電圧値を発生させる。なお、図１２に示すように
、Ａｖｄｄ電圧もレギュレータ回路１２１ｂで発生させてもよい。また、ＤｖｄｄとＡｖ
ｄｄを個別にオン／オフ制御できるように構成してもよい。
【００９５】
　なお、ＶＧＨ、ＶＧＬなど、ゲートドライバ回路２２で使用する電圧は、ソースドライ
バ回路２４に形成したチャージポンプ回路で発生させてもよい。この場合は、ソースドラ
イバ回路２４のＶＧＨ、ＶＧＬ出力回路に、オフスイッチを形成する（ソースドライバ回
路２４に出力オフ機能を持たせる）。
【００９６】
　以下の実施形態では、電源回路１２にＶＧＨ、ＶＧＬ電圧発生回路１１を具備するとし
て説明する。ＶＧＬ、ＶＧＨ電圧発生回路１１がソースドライバ回路２４に具備される場
合は、ソースドライバ回路２４と電源回路１２とを同期を取っても本実施形態を実施すれ
ばよい。
【００９７】
　Ａｖｄｄ、Ｄｖｄｄ電圧は、図１２に示すように、レギュレータ回路１２１で発生させ
てもよい。バッテリー電圧Ｖｉｎがレギュレータ回路１２１ａに入力され、Ｄｖｄｄ電圧
を発生させる。また、バッテリー電圧Ｖｉｎがレギュレータ回路１２１ｂに入力され、Ａ
ｖｄｄ電圧を発生させる。
【００９８】
（７）出力オープン機能
　本実施形態は、エージング工程、欠陥検査、輝度調整などの調整対応するため、出力オ
ープン機能を有する。
【００９９】
（７－１）出力オープン機能の内容
　出力オープン機能はスイッチから構成する。図１に示すように、各電圧発生回路１１の
出力段にスイッチ（ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ５、ＳＷ６）が形成されてい
る。
【０１００】
　出力オープン機能とは、スイッチＳＷをオフ（ハイインピーダンス）にすることにより
、電源回路１２の出力端子に、別電圧を印加できる。例えば、Ｖｄｄ＝５Ｖとし、Ｖｄｄ
出力端子のスイッチＳＷ２をオフにすることにより、Ｖｄｄ出力端子に７Ｖの電圧を印加
できるようになる。Ｖｓｓ＝－３Ｖとし、Ｖｓｓ出力端子のスイッチＳＷ１をオフにする
ことにより、Ｖｓｓ出力端子に－５Ｖの電圧を印加できるようになる。
【０１０１】
　各端子のスイッチＳＷをオフさせることにより、各端子に外部電圧を印加したとき、オ
フリーク電流は１０μＡ以下となるように構成されている。この構成は、各スイッチＳＷ
を構成するＦＥＴのゲート端子にバッファ回路を介して電圧を印加する回路構成を採用す
ることにより実現できる。
【０１０２】
　スイッチＳＷ１は、Ｖｓｓ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有する。ス
イッチＳＷ２は、Ｖｄｄ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有し、スイッチ
ＳＷ３は、Ａｖｄｄ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする機能を有する。スイッチは
、アナログスイッチ、ＭＯＳスイッチなどで構成される。
【０１０３】
　同様に、スイッチＳＷ４は、ソースドライバ回路２４で使用するロジック電圧Ｄｖｄｄ
をオフ（ハイインピーダンス）にし、スイッチＳＷ５は、ＶＧＨ電圧をオフ（ハイインピ
ーダンス）にする。スイッチＳＷ６は、ＶＧＬ電圧をオフ（ハイインピーダンス）にする
機能を有する。
【０１０４】
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　なお、スイッチ（ＳＷ１～ＳＷ６）は、明確にスイッチ回路を形成する必要はない。例
えば、Ｖｄｄ発生回路３１ｂに印加する発振電圧を停止することにより、等価的に、Ｖｄ
ｄ出力がオフとなる場合は、スイッチＳＷ２の物理的形成は不要である。つまり、スイッ
チＳＷとは、各電圧発生回路１１の動作を停止させる機能と考えても良い。
【０１０５】
　電源電圧の出力回路にはトランジスタ（ＦＥＴ）を具備しており、このＦＥＴからなる
スイッチ、ダイオードと外付けコイル（Ｌｎ、Ｌｐ）で共振させて所定の電圧を発生させ
る。この共振させるＦＥＴのゲート端子にオフ電圧を印加する、またはオフにすることに
よりＦＥＴから電圧は出力されないようになる。結果的に、該当電源回路１２の出力端子
はオフ（ハイインピーダンス）になる。また、電源回路１２に内蔵のダイオードに逆バイ
アスを印加して、ダイオードをオフさせてもよい。また、図１３に示すように、電源回路
１２の外部に、スイッチ回路１３１を外付け配置してもよい。スイッチＳＷはリレー回路
などで構成することもできる。
【０１０６】
　また、電源回路１２の出力段のトランジスタのゲート端子にオフ電圧を印加し、前記ト
ランジスタのチャンネル間をハイインピーダンスにする。なお、電源回路１２の出力段に
は保護ダイオードを形成し、保護ダイオードはリークが発生しないように十分に高い電圧
に接続してオフ状態を維持する。
【０１０７】
　なお、出力オープン機能は、電源回路１２に内蔵させることに限定されるものではない
。例えば、図１３に示すように、ＳＷの部分をスイッチ回路１３１として別途設けてもよ
い。スイッチ回路１３１は、シリコンチップで形成し、フレキシブル基板などに実装する
。スイッチ回路１３１はＭＯＳ－ＦＥＴなどで構成する。
【０１０８】
　すなわち、本実施形態のオフ（ハイインピーダンス）にする機能とは、等価的に、電源
回路１２の端子を外部から見たとき、ハイインピーダンス状態にする機能であれば足りる
。また、ハイインピーダンス状態にした時、またはハイインピーダンス状態になった時、
電源回路１２の端子を外部に別の電圧を印加できる構成であれば足りる。
【０１０９】
（７－２）電圧の設定
　本実施形態の電源回路は、負電源側のダイオード、ＦＥＴを内蔵している。また、ＳＭ
Ｂｕｓなどの標準データバスを具備し、標準データバスに伝送するコマンドにより、出力
電圧などを設定できる。
【０１１０】
　コマンドにより設定できる電圧は、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｓｓ電圧である。これ
らの電圧は、０．５Ｖキザミで設定できるように構成されている。なお、ＶＧＨはＶＧＨ
１、ＶＧＨ２と２種類の電圧を発生させ、ＶＧＬはＶＧＬ１、ＶＧＬ２と２種類の電圧を
発生させてもよい。
【０１１１】
　電圧の可変は、電源回路１２内部に、ＤＡ変換回路を設けることにより容易に実現でき
る。また、出力オープン機能もコマンドで制御することができる。例えば、標準データバ
ス（ＳＭＢｕｓ、Ｉ２Ｃバスなど）を介したコマンド制御により、Ｖｓｓ電圧端子をオフ
にできる。コマンドにより、どのスイッチをオンさせるかオフさせるかを指定する。
【０１１２】
　図１４は、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｄｄ電圧、Ｖｓｓ電圧、Ａｖｄｄ電圧の設定値
である。設定値は、コマンドの’値’により、０．５Ｖキザミで設定されている。ＶＧＨ
電圧の設定値は、Ａｖｄｄ電圧の設定値よりも１．０Ｖ以上（少なくとも０．５Ｖ以上）
高く設定できるように構成する。ＶＧＬ電圧の設定値は、Ｖｓｓ電圧と同一の値を設定で
きるように構成する。
【０１１３】
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　なお、図１４の各電圧の値は、ＥＥＰＲＯＭ２７２（図２７）に格納しておき、使用状
態に合わせて変更できるように構成しておくことが好ましい。例えば、図１４では、ＶＧ
Ｈの値０では、５．０Ｖであるが、この値をＥＥＰＲＯＭ２７２から読み出し、４．５Ｖ
に変更する。キザミ値もＥＥＰＲＯＭ２７２に格納されたデータにより変更できるように
構成しておくことが好ましい。
【０１１４】
　ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧、Ｖｄｄ電圧、Ｖｓｓ電圧、Ａｖｄｄ電圧は、本実施形態のパ
ネルの調整工程で、可変して用いる。また、ピーク電流抑制駆動で可変して用いる。
【０１１５】
　ＶＧＨ電圧は、５．０Ｖ以上９Ｖ以下であり、この範囲を０．５Ｖキザミで設定可能で
ある。また、必要に応じて１０ｍＶキザミで設定できるように構成することもできる。以
上の事項は他の電圧に対しても同様である。なお、本実施形態では、説明を容易にするた
め、基本的には電圧のキザミは０．５Ｖであるとする。しかし、これに限定するものでは
ない。
【０１１６】
　一例として、ＶＧＬ電圧は、－６．０Ｖ以上－０．５Ｖ以下であり、この範囲を０．５
Ｖキザミで設定可能である。Ｖｓｓ電圧は、－６．０Ｖ以上－０．５Ｖ以下であり、この
範囲を０．５Ｖキザミで設定可能である。
【０１１７】
（７－３）出力オープン機能の変更例
　出力オープン機能は、ハード端子による制御でオン／オフしてもよい。例えば、電源回
路１２の１番ピンはＴＥＳＴ１、２番ピンをＴＥＳＴ２とする。ＴＥＳＴ１を’Ｈ’とす
ることにより、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子が出力オフにする。また、’Ｌ’とすることによ
り、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子を電圧出力状態にする。ＴＥＳＴ２を’Ｈ’とすることによ
り、ＶＧＨ端子とＶＧＬ端子が出力オフにする。’Ｌ’とすることにより、ＶＧＨ端子と
ＶＧＬ端子を電圧出力状態にする。
【０１１８】
　なお、出力オープン機能とは、主として電圧出力端子を外部から切り離された状態を意
味し、前記端子などに他の電源からの電圧または電流を印加しても、前記電源ＩＣ１２な
どに前記他の電源からの電流が、前記電源ＩＣ１２などに流入しない、または、前記他の
電源からの電流が流出しない状態、またはこれと類する状態を意味する。
【０１１９】
　また、複数のピンにロジック電圧設定することにより、ＶＧＨ電圧を５．０Ｖから８．
０Ｖのいずれかの電圧を設定し、端子から出力できるように構成する。なお、図１５にＴ
ＥＳＴモードの出力電圧と、放電回路（図１６）の関係を図示している。
【０１２０】
　各電源の出力には、放電回路（ディスチャージ回路）が形成されている。ディスチャー
ジ回路を図１６に示す。図１６は、一例としてＶｓｓの出力段であるが、他の出力段Ｖｄ
ｄ、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬにも形成されている。オフスイッチＳＷ１がオフの場合に
、スイッチＳ１をオンさせて、抵抗Ｒと介して、Ｖｓｓ端子に充電された電荷を放電する
。抵抗Ｒの抵抗値は、ＤＣＤＣ回路に関連する出力（Ｖｓｓ、Ｖｄｄ）は、３０～１００
Ωとする。チャージポンプ回路に関連する出力（ＶＧＨ、ＶＧＬ）は、２００～１ｋΩと
する。以上のように抵抗Ｒの値は、ＤＣＤＣ回路による発生させる電圧よりもチャージポ
ンプ回路で発生させる電圧の方を大きくする。
【０１２１】
　ディスチャージ回路を構成するスイッチＳ１も、コマンド設定により動作するように構
成されている。すなわち、ディスチャージ動作をさせるか否かは、コマンドで設定できる
。
【０１２２】
　また、図１７のように、ＴＥＳＴ＝３の時、Ａｖｄｄは放電なしとしてもよい。放電回
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路は、ディスチャージ回路とも呼ぶ。図１５では、ＭＯＤＥ０で、全電圧（Ａｖｄｄ～Ｖ
ｓｓ）の出力端子をディスチャージ状態に保持している。このことはＥＬ表示装置を外部
ノイズから保護する上でも重要である。また、ＭＯＤＥ１のＯＮ１コマンドのみが指定さ
れているときは、Ｖｄｄ端子とＶｓｓ端子とディスチャージ状態に保持しておくことも重
要である。
【０１２３】
　ＯＮ１コマンドのみの場合は、ソースドライバ回路２４及びゲートドライバ回路２２に
使用する電圧（Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ）の端子にはディスチャージせず、ＥＬ素子３
５に印加する電圧端子はディスチャージさせる。ＯＮ１及びＯＮ２コマンド発生時（ＭＯ
ＤＥ３）では、すべての電圧端子はディスチャージしない。
【０１２４】
　なお、電源回路（電源ＩＣ）１２の起動はソフトスタート回路の動作あるいは作用によ
りラッシュ電流が流れないように制御される。ソフトスタート時間は、３ｍｓｅｃ以上２
０ｍｓｅｃ以下の時間に設定される。
【０１２５】
　また、電源回路（電源ＩＣ）１２には、過電流防止回路およびサーマルシャットダウン
回路が形成されている。過電流防止回路が動作する時間は、５０ｍｓｅｃ以上２００ｍｓ
ｅｃ以下の時間に設定される。
【０１２６】
　以上のように、図１７のＴＥＳＴ状態でも、ディスチャージ（放電）を動作させる。Ｔ
ＥＳＴ０は、通常の動作状態である。Ａｖｄｄ，ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｄｄ、Ｖｓｓの出力
は、図１９のＭＯＤＥに従って放電回路が動作する（放電回路ＯＮ）。ＴＥＳＴ１、ＴＥ
ＳＴ２、ＴＥＳＴ３では放電回路が動作しない（放電回路ＯＦＦ：非動作状態）。なお、
図２０に示すように、ＴＥＳＴ３で、放電回路を動作可能状態にしてもよい。
【０１２７】
　放電回路は、図１６に示すように、スイッチＳ１、放電抵抗Ｒから構成される。放電抵
抗Ｒは、端子または配線（図１６では一例としてＶｓｓ端子またはＶｓｓ配線）に充電さ
れた電荷を放電するのに使用される。スイッチＳ１は電源回路１２の出力電圧を停止する
時、電源電圧の値を変化させる時に動作する。
【０１２８】
（８）ＤＣＤＣ回路の発振周波数
　本実施形態の電源回路１２は、ＤＣＤＣ回路の発振周波数もソースドライバ回路２４か
らのコマンドで設定できる。
【０１２９】
　発振周波数は、０．６ＭＨｚ、１．２ＭＨｚ、１．８ＭＨｚの複数から１つを選択する
。発振周波数は、０．６ＭＨｚ、１．２ＭＨｚ、１．８ＭＨｚと整数倍に設定できるよう
にする。発振周波数の１つは、１．０～１．５ＭＨｚ内に設定する（本実施形態では、１
．２ＭＨｚが該当する）。
【０１３０】
　発振周波数は、図１８に表で示す。発振周波数も電源回路に内蔵する複数の抵抗から１
つを選択することにより容易に実現できる。発振周波数は、ＦＬコマンドの設定により、
発振周波数が変更できる。発振周波数が低いと、電源回路の外付けコイル（Ｌｐ、Ｌｎ）
のサイズが大きくなる。変換効率は高くなる。電源回路の外付けコイルのサイズが大きく
なる。変換効率は高くなる。発振周波数が高いと、電源回路の外付けコイルのサイズが小
さくなる。変換効率は低くなることが多い。
【０１３１】
　本実施形態の電源回路は携帯電話に用いる。本実施形態は、携帯電話の通信方式により
、発振周波数を切り替えて使用する。ＣＤＭＡ方式の場合は、ＤＣＤＣの発振周波数を０
．６ＭＨｚとする。ＧＳＭ方式の場合は、１．２ＭＨｚで使用する。本実施形態は、ＣＤ
ＭＡ方式で使用する場合と、ＧＳＭ方式で使用する場合とで、コマンドにより、発振周波
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数を変更する。すなわち、携帯の受信方式に対応させて発振周波数を切り替える。
【０１３２】
（９）テストモード
　図１５は、本実施形態の電源回路の動作モードであるテストモード（ＴＥＳＴ）で、デ
ィスチャージ（放電）回路の動作の有無を記載している。図１５において、「○」は、対
応する電圧が出力されることを示し、「×」は、出力されていないことを示す。ＯＮは、
放電回路が動作していること（図１６でスイッチＳ１がオンしていること）を示し、ＯＦ
Ｆは、放電回路が非動作状態であること（図１６でスイッチＳ１がオフしていること）を
示している。
【０１３３】
　例えば、ＴＥＳＴモードの値が１（設定値１）では、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｄ
ｄ、Ｖｓｓが出力されており、放電回路がＯＮしていることを示している。ＴＥＳＴモー
ドの値が２（設定値２）では、Ａｖｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬが出力されており、放電回路が
ＯＦＦしていることを示している。
【０１３４】
（１０）立ち上げシーケンスと立ち下げシーケンス
　本実施形態の電源回路１２には、図１９に示すように、ＭＯＤＥがある。
【０１３５】
　ＭＯＤＥとは、電源回路１２の立ち上げ及び立ち下げシーケンスを行うものである。シ
ーケンスを行うのに、ＯＮ１とＯＮ２がある。
【０１３６】
　ＭＯＤＥ＝０（ＭＯＤＥコマンドの値０、ＭＯＤＥ０）では、ＯＮ１及びＯＮ２がとも
に０（オフ）である。
【０１３７】
　ＭＯＤＥ＝１（ＭＯＤＥコマンドの値１、ＭＯＤＥ１）では、ＯＮ１＝１（オン）で、
ＯＮ２＝０（オフ）である。
【０１３８】
　ＭＯＤＥ＝２（ＭＯＤＥコマンドの値２、ＭＯＤＥ２）では、ＯＮ１＝０（オフ）であ
り、ＯＮ２が１（オン）である。ＭＯＤＥ＝３（ＭＯＤＥコマンドの値３、ＭＯＤＥ３）
では、ＯＮ１及びＯＮ２がともに１（オン）である。なお、図１９において、○は、該当
する電圧が出力されていることを、×は、該当する電圧が出力されていないことを示して
いる。
【０１３９】
　ＯＮ１＝１は、ソースドライバ回路２４及びゲートドライバ回路２２の電源電圧（Ａｖ
ｄｄ、ＶＧＨ、ＶＧＬ）の立ち上げをする。ＯＮ２＝１（オン）は、アノード電圧Ｖｄｄ
、カソード電圧ＶｓｓをＥＬ表示装置に供給する。
【０１４０】
　立ち上げシーケンスでは、本実施形態は、ＯＮ１を設定し、次にＯＮ２を設定する。立
ち上げシーケンスでは、まず、ゲートドライバ回路２２及びソースドライバ回路２４を動
作した後に、ＥＬ素子３５に供給するアノード電圧などを印加する。この状態が反転する
と、ＥＬ表示装置が不要な発光状態が発生する。
【０１４１】
　立ち下げシーケンスでは、本実施形態は、ＯＮ２を解除し（ＯＮ２＝０）、次にＯＮ１
を解除する（ＯＮ１＝０）。立ち下げシーケンスでは、まず、アノード電圧Ｖｄｄ、カソ
ード電圧Ｖｓｓを切断してから、ゲートドライバ回路２２及びソースドライバ回路２４の
電圧をオフにしないと、アノード端子からのソースドライバ回路２４への逆流により、ソ
ースドライバ回路などが破壊される場合がある。
【０１４２】
　以上により、ＭＯＤＥ＝２の状態は発生してはならない。立ち上がりシーケンスにおい
て、ノイズなどにより、ＭＯＤＥ＝３が最初にとなった場合は、まず、ＭＯＤＥ１を設定
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し、ＭＯＤＥ３を実行する。また、立ち上がりシーケンスにおいて、ノイズなどにより、
まず、最初にＭＯＤＥ＝３となった場合は、まず、ＭＯＤＥ１を設定し、ＭＯＤＥ３を実
行する。以上のように、本発明は、各動作が異常状態から動作した場合に、自己修正する
ロジックを内蔵している。
【０１４３】
　立ち下げシーケンスの場合は、ＭＯＤＥ３の状態から、ＯＮ２＝０となる、ＭＯＤＥ１
の状態となり、最後にＭＯＤＥ０の状態となる。
【０１４４】
　ＭＯＤＥ０では、全出力電圧がオフである。ＭＯＤＥ１では、ソースドライバ回路２４
のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回路２２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態
、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオフ状態である。ＭＯＤＥ２、ＭＯＤＥ３
では、ソースドライバ回路２４のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回路２２の電圧
（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオン状態で
ある。しかし、ＭＯＤＥ２は、設定禁止状態である。
【０１４５】
　図２０は、ＭＯＤＥに対するディスチャージ動作（図１６を参照のこと）の設定状態を
示している。図２０において、「○」が、ディスチャージ動作をおこなっていること（図
１６のように、対応するスイッチＳ（図１６では、スイッチＳ１）がオンしていること）
を示している。「×」は、スイッチＳがオフであること(ディスチャージ動作していない
こと）を示している。
【０１４６】
　ＭＯＤＥ０では、全出力電圧がオフであるため、全端子が、ディスチャージ状態である
。ＭＯＤＥ１では、ソースドライバ回路２４のアナログ電圧Ａｖｄｄ、ゲートドライバ回
路２２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ
がオフ状態であるため、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓのみが、ディスチャー
ジ状態である。ＭＯＤＥ２、ＭＯＤＥ３では、ソースドライバ回路２４のアナログ電圧Ａ
ｖｄｄ、ゲートドライバ回路２２の電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）がオン状態、アノード電圧Ｖ
ｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓがオン状態である。したがって、全出力のディスチャージは非
動作である。ＭＯＤＥ２は、設定禁止状態である。
【０１４７】
　以上のように、電圧出力されていない端子を、ディスチャージ状態にすることにより、
ＥＬ表示装置の不要な動作または誤動作を防止するとともに、ＥＬ表示装置が電気的に破
壊されることを防止できる。
【０１４８】
　オン／オフ端子は、電源回路を起動させる端子である。オン／オフ端子にクロック信号
が印加されると、Ｄｖｄｄ電圧を出力する。クロック信号は、信号の立ち上がりまたは立
ち下げを検出し、複数回のクロック信号の立ち上がりまたは立ち上がりエッジを検出する
とロジック電圧Ｄｖｄｄを出力する（図２１を参照）。
【０１４９】
　クロック信号は、本実施形態のＥＬ表示装置に印加される映像信号クロックまたは水平
同期信号ＨＤを用いる。映像信号は、本実施形態のＥＬ表示装置が組み込まれた機器のグ
ラフィックコントローラが発生する。
【０１５０】
　図２１に示すように、クロック（ＣＬＫ）信号の立ち上がりを検出し、電源回路１２内
のカウンタ２２１をカウントアップする（図２１、図２２、図２４を参照のこと）。クロ
ックが３クロック入るとＤｖｄｄ電圧が出力される。この電源立ち上がりまでに必要なク
ロック数は、コマンドで設定できるように構成されている。図２１では、ａ点で３クロッ
クであるため、Ｄｖｄｄを出力する。もちろん、クロック信号の検出は、クロックの立ち
下げを検出してもよい。また、クロックの両エッジを検出してもよい。クロック間隔が一
定以上短いとカウントはしない。この設定は、電源回路１２に内蔵するローパスフィルタ
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で設定する。
【０１５１】
　クロックが一定期間、遮断されると、Ｄｖｄｄ電圧の出力を停止する。図２１では、Ｔ
１期間が３０ｍｓｅｃ以上であると出力を停止する。同時に、カウンタ２２１のカウント
値はクリアされる。したがって、カウンタ２２１のカウントは０から開始する。
【０１５２】
　なお、図２１の実施形態では、Ｄｖｄｄ電圧をクロックでオン／オフ（出力、停止）さ
せるとしたが、これに限定するものではない。例えば、Ｖｄｄ、Ｖｓｓ電圧、ＶＧＨ、Ｖ
ＧＬ電圧をオン／オフ制御してもよい。また、３クロック目でＶＧＨ、ＶＧＬ電圧などゲ
ートドライバ回路２２で必要なチャージポンプで出力する電圧を出力させ、３０クロック
目でＶｄｄ、ＶｓｓなどＥＬ素子３５に供給するＤＣＤＣ電圧を出力するように構成して
もよい。
【０１５３】
　立ち下げも同様である。３０ｍｓｅｃで、Ｖｄｄ、ＶｓｓなどＥＬ素子３５に供給する
ＤＣＤＣ電圧を停止し、同時に放電回路（図１６、図２０を参照）を動作させ、１００ｍ
ｓｅｃ後に、ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧などゲートドライバ回路２２で必要なチャージポンプで
停止（同時に放電回路を動作）するように構成してもよい。すなわち、クロックの個数ま
たはクロックの間隔で電圧出力を制御する。
【０１５４】
　Ｄｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路２４のロジック電圧である。ＤＶｄｄ電圧が立ち
上がると、Ｉ２Ｃバスの電源が供給され、ソースドライバ回路２４と電源回路１２間のコ
マンド通信が可能になる。ソースドライバ回路２４は、Ｉ２Ｃバスを介して電源回路１２
にオンシーケンスコマンド（オンコマンド）を伝送し、電源回路１２は、他の電圧（ＶＧ
Ｈ、ＶＧＬ、Ｖｓｓ、Ｖｄｄなど）を出力する。
【０１５５】
　電源回路１２の立ち下げ（電圧出力の停止）は、ソースドライバ回路２４から電源回路
１２へのオフシーケンスコマンド（オフコマンド）により行われる。なお、図２１に示す
クロック信号（ＣＬＫ）が中断することによっても電源回路１２はオフ状態になる。
【０１５６】
　Ｄｖｄｄ電圧は、ソースドライバ回路２４で使用されるロジック電圧である。まず、最
初にロジック電圧が入力されないと、ソースドライバ回路２４のロジック動作が開始せず
、ＥＬ表示装置の開始シーケンスが実施されない。しかし、常時（ＥＬ表示装置を使用し
ないときも）、ＤＶｄｄの電圧発生回路１１ｃを起動しておくと、電力を使用する。図２
１、図２２のように、クロックでＤｖｄｄ発生回路を起動させるように構成すれば、不要
な電力消費はない。また、クロックが一定期間入力されないと、Ｄｖｄｄ回路を非動作状
態になるように構成すれば、不要な電力消費はない。
【０１５７】
　なお、図２１の実施形態ではクロックの入力により、ＤＶｄｄ電圧が立ち上がるとした
が、本実施形態はこれに限定するものではなく、Ａｖｄｄ電圧など他の出力電圧を立ち上
げるように構成しても良い。また、電圧が立ち上がるクロック数はコマンドなどにより設
定できるように構成することが望ましい。立ち下げの時間Ｔ１もコマンドなどにより設定
できるように構成することが好ましい。
【０１５８】
　また、カウンタの値は、クロックが一定時間以上ない場合はクリアされるように構成す
ることが好ましい。例えば、２のクロック信号（ＣＬＫ）が入力されても、３番目のクロ
ック信号（ＣＬＫ）までの間隔が２０ｍｓｅｃ以上あると、電源回路１２内のカウンタが
クリアされ、カウンタを０に戻すように構成する。また、電源回路１２がオフシーケンス
を受けつけた場合も、カウンタはクリアされる。クリアされるまでの時間は、コマンドに
より設定できるように構成されている。
【０１５９】
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　クリアされるまでの時間Ｔ１は、クロックとして垂直同期信号を使用することを想定さ
れる。したがって、３０フレームの場合、３５ｍｓｅｃ以上にする必要がある。また、ノ
イズによるカウントアップの誤動作を防止するため、１００ｍｓｅｃ以下（０．１Ｈｚ）
にする必要がある。また、映像信号のメインクロックで動作するように構成する。表示装
置の画像クロックが３ＭＨｚであれば、３ＭＨｚで動作するように構成する。しかし、余
り高速なクロックで動作するように構成すると、外部ノイズで簡単に誤動作する。したが
って、１０ＭＨｚ以下にする。したがって、クロックは、０．１Ｈｚ以上１０ＭＨｚ以下
にする。クロックは、水平同期信号（ＨＤ）を使用することが好ましい。水平同期信号は
、８ＫＨｚ以上３０ＫＨｚ以下程度である。したがって、クロックは、８ＫＨｚ以上１０
ＭＨｚ以下で動作するように構成する。
【０１６０】
　また、短時間で異常なクロック（外部ノイズ）入力による誤動作を防止するため、コン
デンサなどのよるノーパスフィルタを形成しておく。
【０１６１】
　カウンタ２２１は、電源ＩＣ１２がオフされると、クリアされる。また、ＥＬ表示装置
のソフトウェアリセットまたはハードウェアリセットが入力されるとクリアされる。また
、電源ＩＣ１２がオンされるときに、初期クリアされる。
【０１６２】
　また、Ｄｖｄｄ電圧は、３クロック信号（ＣＬＫ）で出力し、図２４に示すように、Ａ
ｖｄｄ電圧は、５クロック信号（ＣＬＫ）で出力するように構成しても良い。すなわち、
クロック信号（ＣＬＫ）数により、立ち上がる電圧を指定できるように構成する。立ち下
げ電圧においても同様に構成しても良い。カウント設定するクロック数は、２以上５以下
が好ましい。ノイズによる誤動作防止と起動時間を短くするためである。
【０１６３】
　また、一度、カウントが規定値に達した後は、ソースドライバ回路２４からリセット信
号が電源回路１２に入力されない限り電圧出力を停止しないように構成してもよい。
【０１６４】
　Ｄｖｄｄ電圧は、図１２に示すように、レギュレータ１２１を用いて発生する。レギュ
レータ１２１は、動作状態であると、リーク電流が流れ電力を消費してしまう。図２１、
図２２のように、クロックを検出してレギュレータ１２１を起動するように構成すれば、
リーク電流の発生はない。したがって、ＥＬ表示装置が非動作状態では、電力を消費しな
い。
【０１６５】
　本実施形態の電源回路１２は、クロック信号（ＣＬＫ）が入力されている時に、オンコ
マンドが入力されることにより、電圧が出力されるように構成されている。また、クロッ
ク信号（ＣＬＫ）が入力されている時に、オフコマンドが入力されることにより、電圧出
力を停止する。また、出力端子をオフにする。
【０１６６】
　但し、本実施形態はこれに限定するものではない。例えば、図２５に図示しているよう
に、強制的に電圧を出力されるオン／オフ端子（ハードピン）を設けても良い。
【０１６７】
（１１）立ち上がりシーケンス
　次に、立ち上がりシーケンスについて図２７を用いて説明をする。
【０１６８】
　電源回路１２に、水平同期信号（ＨＤ）またはメインクロック（ＣＬＫ）が入力される
と、Ｄｖｄｄ発生回路１１ｃ（図２２）により、クロックをカウントし、規定のクロック
数をカウントすると、Ｄｖｄｄ発生回路のレギュレータが動作する。レギュレータ回路は
、入力されたバッテリー電圧Ｖｉｎをレギュレータして１．８５Ｖ（１．８Ｖ系）を出力
する。
【０１６９】
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　以上のように、電源回路１２にコネクタ２７１から供給される信号または電圧は、ＣＬ
ＫまたはＨＤと、Ｖｉｎだけである。パネル２０とフレキシブル基板２８１とはＡＣＦ２
８２で電気的に接続が取られている。したがって、電源回路１２から出力される電源電圧
数が多くてもコストが高くなることはない。なお、電源回路１２は、図４５に示すように
、プリップチップ実装（ＣＯＦ実装）されている。
【０１７０】
　１．８５Ｖはソースドライバ回路２４などのロジック電圧である。ロジック電圧Ｄｖｄ
ｄは、ＳＭＢｕｓの電源であり、また、ＥＥＰＲＯＭ２７３、フラシュメモリ２７２の電
源電圧である。したがって、Ｄｖｄｄ電圧が発生することにより、ＥＬ表示装置のロジッ
ク系が起動状態になる。
【０１７１】
　ソースドライバ回路２４は、ロジック電圧Ｄｖｄｄが入力され、外部３線シリアルバス
から、リセット信号コマンドが入力されると、立ち上がりシーケンスを開始する。
【０１７２】
　リセット信号コマンドをソースドライバ回路２４が受信し、電源回路１２の初期化が完
了（図１９において、ＭＯＤＥ０）すると、ソースドライバ回路２４は、ＳＭＢｕｓを介
して、電源回路１２にオンコマンド（ＯＮ１、ＯＮ２：図１９）を送る。基本的にオンシ
ーケンスは、ＭＯＤＥ０（ＯＮ１、ＯＮ２はオフ）→ＭＯＤＥ１（ＯＮ１のみオン）→Ｍ
ＯＤＥ３（ＯＮ１、ＯＮ２はオン）である。
【０１７３】
　ＯＮ１コマンドにより、ＡＶｄｄ電圧（ソースドライバ回路２４のアナログ電圧）、Ｖ
ＧＨ、ＶＧＬが出力される。ＡＶｄｄとアノード電圧Ｖｄｄは同一電圧である（図１３な
ども参照のこと）が、ＡＶｄｄはＯＮ１で出力されるが、アノード電圧Ｖｄｄは、ＳＷ２
がオフ状態であるため、出力されない。ＳＷ２はＯＮ２コマンドでオン状態となる。ＯＮ
１コマンドにより、ＶＧＨはＳＷ５がオンすることにより、ＶＧＬはＳＷ６がオンするこ
とにより、出力される。
【０１７４】
　ソースドライバ回路２４にＡＶｄｄ電圧が印加されることにより、図１０、図１１など
の回路が起動し、階調電圧などが出力できるようになる。ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧は、ゲート
ドライバ回路２２に印加される（図４９参照）。ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧によりゲートドライ
バ回路２２のゲート信号線２７の電位が設定される。また、ソースドライバ回路２４は、
ゲートドライバ回路２２にスタート（ＳＴ）信号、クロック（ＣＬＫ）信号を印加し、ま
た、ソースドライバ回路２２は、ソース信号線２８に黒階調の映像電圧信号などを印加し
、ゲートドライバ回路２２は画素２６を黒表示状態に制御する（図２参照）。
【０１７５】
　ＯＮ１コマンド（図１９のＭＯＤＥ１）からＯＮ２コマンド（図１９のＭＯＤＥ３）ま
での移行時間は、１フレーム期間以上とする。好ましくは２フレーム期間以上とする。表
示画面２１を黒表示状態にしてから、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓを印加す
るようにするためである。表示画面２１を黒表示状態にしてから、アノード電圧Ｖｄｄ、
カソード電圧Ｖｓｓを印加しないと、不要な画像表示がされることがあるためである。
【０１７６】
　次に、ソースドライバ回路２４は、入力された映像信号（ＲＧＢ）、水平同期信号（Ｈ
Ｄ）、垂直同期信号（ＶＤ）、クロック（ＣＬＫ）に対応させてソース信号線２８に映像
信号を出力する。
【０１７７】
　ソースドライバ回路２４は、電源回路１２にＯＮ２コマンドを送出する。ＯＮ２コマン
ドにより、ＳＷ１、ＳＷ２がオンし、表示画面２１にアノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧
Ｖｓｓが印加される。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓの印加により、ＥＬ表示
装置に画像が表示される。
【０１７８】
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　以降、ソースドライバ回路２４は、映像信号から、表示画面２１に流れる電流を演算な
どにより、点灯率求め（図６９）、ピーク電流をオーバーしないように、ｄｕｔｙ比駆動
を実施する（図５７）。また、必要に応じて、電源回路１２にコマンドを送り、アノード
電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓを変化させる。図５７は、点灯率７５％以上でカソード
電圧Ｖｓｓを低下（ＧＮＤ側へ）させている。
【０１７９】
　なお、図１９に示すように、誤動作により、ＭＯＤＥ２から開始される場合は、ＭＯＤ
Ｅ１を実行し、次にＭＯＤＥ３を実行させる。誤動作により、ＭＯＤＥ３から開始される
場合は、ＭＯＤＥ１を実行し、次にＭＯＤＥ３を実行させる。
【０１８０】
　オフシーケンス（立ち下げシーケンス）では、ＭＯＤＥ１が実行される。ＭＯＤＥ１の
実行前に、ソースドライバ回路２４は、表示画面２１を黒表示にする。黒表示は、ソース
信号線２８に黒の階調信号（低階調）を印加し、この信号を画素２６に書き込むことによ
り実現する。黒表示後に、ソースドライバ回路２４は電源回路１２にコマンドを送り、Ｍ
ＯＤＥ１（ＯＮ２をオフ）にする。
【０１８１】
　ＯＮ２コマンドのオフ指令により、ＳＷ１、ＳＷ２がオフし、表示画面２１へのアノー
ド電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓの印加が停止される。
【０１８２】
　次に、ソースドライバ回路２４は、電源回路１２にＭＯＤＥ０にすべく、ＯＮ１をオフ
にするコマンドを送る。
【０１８３】
　図１９のＭＯＤＥ１から図１９のＭＯＤＥ０までの移行時間は、１フレーム期間以上と
する。好ましくは２フレーム期間以上とする。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ
を完全に端子などから放電させてからゲートドライバ回路２２を停止させるためである。
ＯＮ２コマンドをオフ（０）にすることにより、ＳＷ２、ＳＷ１がオフになる。この際、
図１６、図２０に示すように放電回路を動作させる。アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧
Ｖｓｓを完全に放電させてからでないと、不要な画像表示がされることがあるためである
。
【０１８４】
　ＯＮ１コマンドをオフすることにより、ＳＷ５、ＳＷ６がオフになり、ＡＶｄｄ電圧（
ソースドライバ回路２４のアナログ電圧）、ＶＧＨ、ＶＧＬが停止される。最後に、電源
回路１２に印加されているＣＬＫまたはＨＤが停止し、Ｄｖｄｄが停止する。
【０１８５】
　図１３、図２５などの実施形態では、シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を配置している
。ＳＨＤＮ端子は、クロック信号（ＣＬＫ）が入力されていない状態でも、オン／オフコ
マンドが入力されると電圧を出力させる端子である（または、電圧を出力しないようにす
る端子である）。ＳＨＤＮ端子へのロジック電圧がＬレベルにときは、図２１、図２４で
説明した電源動作が実施される。ＳＨＤＮ端子へのロジック電圧がＨレベルの時は、クロ
ック信号（ＣＬＫ）がない状態でも、オン／オフコマンドを受けつけるようになる。シャ
ットダウン端子（ＳＨＤＮ）は０（ＧＮＤ）が通常状態で、外部クロックによりＤｖｄｄ
出力状態に設定されており、シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）はＨで、クロックが入力さ
れずとも、Ｄｖｄｄが出力されている状態である。
【０１８６】
　シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を配置したことは、本実施形態の電源回路１２を検査
工程で用いる場合に有効である。検査工程（点欠陥検出、特性評価）では、フレームレー
トを低減したり、テストトランジスタ２９５を用いて画像を表示する。そのため、クロッ
クとして用いる映像信号（メインクロック、水平同期信号クロック）がない場合がある。
また、クロックの周期が非常に長く、図２１に示すＴ１期間以上となって、電圧出力が停
止してしまう。この場合には、当然クロックを使用して電圧出力をオン／オフさせること
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ができない。そのため、本実施形態では、シャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を用いて、電
圧出力を強制的に制御する。
【０１８７】
　図１３、図２５などでは、Ｄｖｄｄ発生回路のみにシャットダウン端子（ＳＨＤＮ）を
配置しているが、これに限定するものではなく、他の電圧発生回路１１にシャットダウン
端子（ＳＨＤＮ）を配置してもよい。また、電源回路１２全体がシャットダウン端子（Ｓ
ＨＤＮ）により、オン／オフ制御できるように構成してもよい。
【０１８８】
（１２）電源回路１２の出力電圧の変更例
　なお、本実施形態の電源回路１２において、出力する電圧は、図３、図２５などに限定
されるものではない。例えば、図２３に示すように、リセット電圧Ｖｒｓｔの発生回路３
１ｇを内蔵させてもよい。また、Ｖｄｄ電圧発生回路１１ｄで所定の電圧を発生させ、Ｏ
Ｎ１コマンド（図１９を参照）で、ＳＷ３をオンさせ（このとき、ＳＷ２はオフ）、ＯＮ
２コマンドで、ＳＷ２、ＳＷ３の両方をオンさせてもよい。なお、図１９のＭＯＤＥ０で
は、ＳＷ２、ＳＷ３ともオフである。
【０１８９】
　また、図２６に示すように、Ｖｓｓ電圧の発生回路がない構成でもよい。この場合は、
ＥＬ表示装置のカソード電圧は、ＧＮＤ電圧である。Ｄｖｄｄ電圧発生回路１１ｃの出力
にはスイッチは配置されていない。Ｄｖｄｄは、ＣＬＫまたはＳＨＤＮのロジック信号に
より出力／非出力の制御ができるからである。また、各ＳＷの制御は、ソースドライバ回
路２４が行うが、Ｄｖｄｄ電圧の供給がないと、ソースドライバ回路２４のロジックが動
作せず、ＳＷの制御コマンドを発生することができないからである。
【０１９０】
（１３）電源回路１２の変更例
　また、本実施形態では、電源回路１２は、ＩＣとして説明するが、これに限定するもの
ではない。例えば、ディスクリート部品で電源回路１２を構成してもよい。リセット電圧
Ｖｒｓｔは、図７４の画素構成を有するＥＬ表示装置などで使用する。
【０１９１】
　Ｄｖｄｄが起動すると、ソースドライバ回路２４のロジック回路部が起動すると共に、
ＳＭＢｕｓなどの標準データバスにデータを送ることが可能になる。ソースドライバ回路
２４は、標準データバス（ＳＭＢｕｓなど）を用いて、電源回路が出力する電圧（ＶＧＨ
、ＶＧＬ、Ｖｓｓ）の値を設定する。また、発振周波数を設定する。また、Ａｖｄｄ（Ｖ
ｄｄ）、ＶＧＨ、ＶＧＬを電源回路１２から出力させる。
【０１９２】
　電源回路１２は、図２７に示すように、フレキシブル基板２８１に実装されている（図
２８参照）。この状態では、フレキシブル基板の短絡電極端子２８５でアレイ基板２８２
の端子（信号入力端子２９６、トランジスタ制御端子２９７）を短絡している(図２９な
ど）。また、短絡電極端子２８５には、ＶＧＨ電圧（テストトランジスタ２９５のオフ電
圧）が印加されている。
【０１９３】
　電源回路１２の各出力端子には、金バンプが形成されており、ＡＣＦ（異方導電フィル
ムによる接続）によりフリップチップ実装されている。
【０１９４】
　図２７の２７４はテストトランジスタ群である。テストトランジスタ２９５が各ソース
信号線２８に形成されている。テストトランジスタ２９５は、図３０、図３１に示すよう
に、ソースドライバ回路２４が実装された反対側（Ｂ位置）に形成してもよい。なお、ソ
ースドライバ回路２４は、ＩＣに限定するものでなく、低温ポリシリコン技術などで形成
されたソースドライバ回路であってもよい。また、図４８などに図示した３選択回路４８
１を形成してもよい。
【０１９５】
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　スイッチＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ６は実際には形成されていない。または省略できる。映
像信号のクロック信号により、Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖが出力される。したがって、スイッ
チは必要でない。また、ＡＶｄｄもＤＣＤＣ回路の発振と同時に出力される。ＡＶｄｄは
、ソースドライバ回路２４のアナログ電源であると同時に、ゲートドライバ回路２２の内
部シフトレジスタの電源電圧ともなる。
【０１９６】
　ソースドライバ回路２４からＳＭＢｕｓ、Ｉ２ＣＢｕｓなどの標準データバスにより、
各電源のオン／オフ制御信号が電源回路１２に送られる。なお、ＳＭＢｕｓ、Ｉ２ＣＢｕ
ｓの動作速度は、１０ＫＨｚ以上１０ＭＨｚ以下に構成されている。
【０１９７】
　コマンドのＯＮ１により、ＶＧＨのスイッチＳＷ５とＶＧＬのスイッチＳＷ６がオンす
る。スイッチＳＷ５、ＳＷ６がオンすることにより、ＶＧＨ、ＶＧＬ（ＶＧＬ１）が出力
され、ゲートドライバ回路２２が同時する。ゲートドライバ回路２２に印加するスタート
パルス（ＳＴ１、ＳＴ２）、クロック（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）、アップダウン（ＵＤ）は
、ソースドライバ回路２４により制御される。特に、ゲートドライバ回路２２ｂの内部シ
フトレジスタは、クリアされ、すべてのゲート信号線２７ｂは非選択状態とされる。
【０１９８】
　次に、コマンドのＯＮ２により、ＶｄｄのスイッチＳＷ２とＶｓｓのスイッチＳＷ１が
オンする。スイッチＳＷ１、ＳＷ２がオンすることにより、アノード電圧Ｖｄｄ、カソー
ド電圧Ｖｓｓが出力される。
【０１９９】
　電源回路１２には、本体のバッテリーからの電圧Ｖｉｎが供給される。Ｖｉｎ電圧は、
コネクタ２７１を介して電源回路１２に供給される。電源回路１２は、１つのＶｉｎ電圧
から、ＥＬ表示パネルに必要な電圧（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ、ＶＧＨ
、ＶＧＬ、ＡＶｄｄ、Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖ）を発生させる。フレキシブル基板２８１と
アレイ基板２８２はＡＣＦ（異方向性導電フィルム）接続される。すなわち、フレキシブ
ル基板２８１とアレイ基板２８２は接着されるから、当然のことながら電源回路１２が出
力する電圧をＥＬ表示パネル２８２に印加するのにコネクタは必要でない。
【０２００】
（１３－１）従来の問題点
　図３２は従来のＥＬ表示装置の構成図である。フレキシブル基板２８１とアレイ基板２
８２とはＡＣＦ接続されている。電源回路１２は、本体のプリント基板３２１に実装され
ている。電源回路１２には、バッテリー電圧Ｖｉｎが印加される。電源回路１２は、１つ
のＶｉｎ電圧から、ＥＬ表示パネルに必要な電圧（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖ
ｓｓ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＡＶｄｄ、Ｄｖｄｄ＝１．８５Ｖ）を発生させる。発生した電圧
（アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖｓｓ、ＶＧＨ、ＶＧＬ、ＡＶｄｄ、Ｄｖｄｄ＝１
．８５Ｖ）は、コネクタ２７１を介して、フレキシブル基板２８１に引き渡され、ＥＬ表
示パネルに供給される。したがって、コネクタ２７１の必要ピン数は、電源回路１２が発
生する種類が多いため、多ピンとなる。また、ソースドライバ回路２４は、電源回路１２
をオン／オフさせる信号を出力する。コネクタには、この信号用のピンも必要である。
【０２０１】
　以上のことから、従来の構成電源回路１２を本体のプリント基板３２１に実装する構成
）では、本実施形態の構成（図２７）に比較して、コネクタ２７１の必要ピン数が多い。
したがって、接触不良が発生しやすく、コストも高くなる。
【０２０２】
　電源回路１２が発生する電圧には、一定範囲のバラツキがある。例えば、Ｖｄｄ＝５．
５Ｖが理想値としても、±０．２Ｖ程度のバラツキが発生する。電源回路１２が出力する
電圧が変化するとＥＬ表示パネルの発光輝度が変化する。例えば、本実施形態の調整方法
で、ＥＬ表示パネルを理想値のアノード電圧５．５Ｖで表示輝度調整を行う。しかし、本
体のプリント基板３２１に実装された電源回路１２が出力するアノード電圧Ｖｄｄが５．
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７Ｖであれば、ＥＬ表示パネルの発光輝度は、調整した値からずれてしまう。
【０２０３】
　すなわち、図３２の構成では、ＥＬ表示パネルで調整しても、電源回路１２が出力する
電圧が理想値でない限り、調整が無意味となる。
【０２０４】
（１３－２）本実施形態における解決方法
　図２７の本実施形態では、電源回路をフレキシブル基板２８１に実装し、電源回路１２
を動作させて、輝度調整、ホワイトバランス調整などを実施する。したがって、電源回路
１２の発生電圧が個々でバラツキが発生してもバラツキを考慮してＥＬ表示パネルの調整
を実施するから問題とならない。また、エージングなどにおいても、実際に使用する電圧
ＶＧＨ、ＶＧＬなどを使用することにより、良好にエージングを実施できる。但し、エー
ジング時は、通常表示時よりも、ＶＧＨ－とＶＧＬの絶対値（電位差）を大きくする。
【０２０５】
（１４）電流リミット機能
　本実施形態のＥＬ表示装置の動作の検査には、電流リミット機能（カレント電流リミッ
ト機能）を使用する。
【０２０６】
　電流リミット機能は、ＶｓｓまたはＶｄｄの最大出力電流を設定する機能である。例え
ば、Ｖｓｓ電圧のリミット電流が０．５Ａであれば、Ｖｓｓの出力電流が０．５Ａを越え
ると、内部の発振周波数が低下し、出力電流が０．５Ａ以上とならないように調整される
。一般にこの状態の場合は、出力電圧Ｖｓｓが低下する。Ｖｓｓ電圧のリミット電流が１
．０Ａに設定されておれば、Ｖｓｓの出力電流が１．０Ａを越えると、内部の発振周波数
が低下し、出力電流が１．０Ａ以上とならないように調整される。一般にこの状態の場合
は、出力電圧Ｖｓｓが低下する。
【０２０７】
　本実施形態の電源回路１２は、Ｖｓｓ電圧とＶｄｄ電圧とが、２段階の電流リミット設
定できるように構成されている。２段階は、図５４の実施形態においては、０．５Ａと、
１．０Ａである。電流リミットの値は、エージング工程、モジュール最終検査工程で切り
替えて設定する。
【０２０８】
　コマンドＩＭＮが０の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能によるリミット電流（Ａ）
は、０．５Ａであり、コマンドＩＭＮが１の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能による
リミット電流（Ａ）は、１．０Ａである。
【０２０９】
　コマンドＩＭＰが０の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能によるリミット電流（Ａ）
は、０．５Ａであり、コマンドＩＭＰが１の時は、Ｖｓｓ電圧の電流リミット機能による
リミット電流（Ａ）は、１．０Ａである。
【０２１０】
　以上のように、リミット電流は、ＶｄｄとＶｓｓとで個別に設定することができる。ま
た、実施例では、リミット電流の設定値は、０．５Ａと１．０Ａの２段階であるが、これ
に限定するものではなく、３段階以上であってもよい。
【０２１１】
　電流リミット機能は、ＥＬ表示装置を検査または調整する工程で使用する。例えば、Ｅ
Ｌ表示装置を出荷検査において、リミット電流を０．５Ａに設定する。通常の動作の設定
値は、１．０Ａとする。リミット電流を０．５Ａに設定し、調整画像をＥＬ表示装置に表
示する。
【０２１２】
　ＥＬ表示装置は、表示画像に対応して点灯領域に流れる電流が変化する。例えば、黒ラ
スター表示では、表示画面に流れる電流は理想的には０Ａである。白ラスター表示で、か
つピーク電流抑制駆動が設定されていない場合は、最大電流が流れる。ピーク電流抑制駆
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動が動作している場合は、設定電流以上の電流は流れない。
【０２１３】
　ＥＬ表示装置では、画像の種類により、表示画面に流れる電流の大きさが変化する。し
たがって、ＥＬ表示装置の検査構成において、既知の電流がわかっている画像を順次、Ｅ
Ｌ表示装置に表示することにより、電流リミット機能が動作しているかを判断できる。
【０２１４】
　リミット電流を通常より、小さい値（本実施形態では、０．５Ａ）に設定すると、例え
ば、画像１では、表示画面に流れる電流が０．６Ａ、画像２では、表示画面に流れる電流
を０．４Ａとする。
【０２１５】
　画像１をＥＬ表示装置に表示した時、電流リミット機能が動作しなければ、電流リミッ
ト機能が動作不良判断できる。一方、画像２をＥＬ表示装置に表示した時、電流リミット
機能が動作すれば、電流リミット機能の異常または、他の箇所での動作不良が発生してい
る可能性があることを判断できる。また、ピーク電流抑制駆動が正常に動作しているかを
判断できる。電流リミットの値は、コマンドにより変更設定することができる。コマンド
により、検査中に、電流リミットの値を可変し、ＥＬ表示装置の動作状態を検査できる。
すなわち、複数あるリミット設定値を電源ＩＣ１２に形成し、複数のリミット値から１つ
の電流リミット値を設定し、流れる電流が既知の画像を表示して、電流リミット機能の動
作を見定める。この際、図５７のｄｕｔｙ比の設定、図５５のＣＮＴ設定（ＤＸ設定を含
む）を行うことが好ましい。ｄｕｔｙ比を大きくすれば、電源回路１２に流れる電流が大
きくなり、ｄｕｔｙ比を小さくすれば、電源回路１２に流れる電流が小さくなり、また変
化する。ＤＸの値を変化すれば、基準電流が変化して、電源回路１２に流れる電流が小さ
く、または大きくなる。
【０２１６】
　特に、本実施形態は、電源回路１２とＥＬ表示パネルを一体として動作させ（同時に動
作させ）、調整、エージングなどを行う。本実施形態のＥＬ表示装置は、電源回路１２と
ＥＬ表示パネルが一体化（接続完了）したものである。このように構成することにより、
コネクタ２７１のピン数が少なくなり低コスト化を実現できる。また、理想的に輝度バラ
ツキ、ホワイトバランス調整を実現できる。この実現のために、本実施形態は電源回路１
２の出力オープン機能を有効に利用している。
【０２１７】
（１５）出力オープン機能の変更例
　以上の実施形態では、電源回路１２に出力オープン機能を搭載するとしたが、本実施形
態はこれに限定するものではない。例えば、電源回路１２のアノード出力端子とＥＬ表示
パネルのアノード配線３０１間にアナログスイッチ、リレー回路を配置してもよい。すな
わち、電源回路１２の外部にスイッチ回路などを配置または形成してもよい。
【０２１８】
　ソースドライバ回路２４は、ゲートドライバ回路２２に印加するスタートパルス（ＳＴ
１、ＳＴ２）、クロック（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）、アップダウン（ＵＤ）を制御し、画像
が表示される。ゲートドライバ回路２２ａは、１フレーム期間に１つのスタート信号ＳＴ
１が印加され、ゲートドライバ回路２２ｂは、ｄｕｔｙ駆動に対応するように、スタート
パルスＳＴ２が印加される。
【０２１９】
　アレイ基板２８２（ＥＬ表示パネル）に、フレキシブル基板２８１をＡＣＦ接続するこ
とによりＥＬ表示装置は完成する（図２７も参照のこと）。フレキシブル基板２８１には
、電源回路１２、ＥＥＰＲＯＭ２７３、フラシュメモリ２７２などが実装される。テスト
トランジスタ２９５をオフさせる電圧ＶＧＨ（テストトランジスタ２９５がＮチャンネル
トランジスタである場合は、電圧ＶＧＬ）は、電源回路１２から供給される。
【０２２０】
　図３３は、アレイ基板２８２の端子とフレキシブル基板２８１をＡＣＦ３３１で接続し
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た断面図である。アレイ基板２８２の端子２９７、２９６とフレキシブル基板２８１の短
絡配線２８５がＡＣＦ３３１で接続されている。
【０２２１】
　図２９の検査モードは、フレキシブル基板２８１をアレイ基板２８２に接続せずに行う
。または、フレキシブル基板２８１をアレイ基板２８２に接続するが、ソースドライバ回
路２４をアレイ基板２８２に未実装で行う。
【０２２２】
　検査モードでは、アレイ基板２８２のトランジスタ制御端子２９７、信号入力端子２９
６にプローブを立てる。トランジスタ制御端子２９７に、ＶＧＨまたはＶＧＬｔ電圧を印
加する。
【０２２３】
　検査後、フレキシブル基板２８１をアレイ基板２８２にＡＣＦ接続する。フレキシブル
基板２８１の接続端子２８４と、アレイ基板２８２の接続端子２８３とを接続する。トラ
ンジスタ制御端子２９７、信号入力端子２９６は、フレキシブル基板２８１の短絡電極端
子２８５で電気的に短絡する。短絡電極端子２８５には、ＶＧＨ電圧を印加する。フレキ
シブル基板２８１には電源回路１２が実装されているため、電源回路１２からＶＧＨを短
絡電極端子２８５に印加する。
【０２２４】
　２８１はフレキシブル基板としたが、本実施形態はこれに限定するものではない。例え
ば、２８１はプリント基板であってもよい。また、本実施形態は、トランジスタ制御端子
２９７と信号入力端子２９６とを短絡電極端子２８５などを用いて、ＥＬ表示機器の出荷
前に電気的に接続するものである。また、他の方法でトランジスタ制御端子２９７と信号
入力端子２９６とを電気的に接続してもよい。例えば、トランジスタ制御端子２９７と信
号入力端子２９６とを銅ペーストの塗布により電気的に短絡してもよい。
【０２２５】
　また、本実施形態は、トランジスタ制御端子２９７と信号入力端子２９６とを、ＥＬ表
示機器の製品出荷前に電気的に同電位にするものである。また、テストトランジスタ２９
５をオフ状態にするものである。したがって、テストトランジスタ２９５の各端子に所定
の電位を印加し、テストトランジスタ２９５をオフ状態にしてもよい。例えば、トランジ
スタ制御端子２９７と信号入力端子２９６の両方に、電源回路１２が出力するＶＧＨ電位
を直接印加する方式が例示される。
【０２２６】
（１６）検査、調整方法
　図３０、図３１は、本実施形態の電源回路の出力オープン機能を用いたＥＬ表示装置の
検査、調整方法の説明図である。以下の実施形態においても、画素構成は図３を例示して
説明するが、これに限定するものではなく、電流駆動方式の画素構成、電圧駆動などのい
ずれの画素構成のいずれであってもよい。
【０２２７】
（１６－１）ホワイトバランス、コントラストの調整方法
　図３０は、ＥＬ表示装置の輝度及びホワイトバランス、コントラストの調整方法である
。図３０では、電源回路１２の出力オープン機能を用いてスイッチＳＷ１をオフにしてい
る。すなわち、カソード電圧Ｖｓｓは、出力されず、出力端子はハイインピーダンス状態
となる。カソード電圧Ｖｓｓの出力端子のパッドＰ１に、プローブ３０４でプロービィン
グしている。プローブ３０４を外部電源Ｖｓｓｔ間には、電流を測定する電流計３０３を
配置している。なお、調整時のカソード電圧Ｖｓｓｔ＝画像表示時のカソード電圧Ｖｓｓ
とする。
【０２２８】
　画素２６の駆動用トランジスタ３１ａがＰチャンネルトランジスタの場合は、カソード
電極をオフにして、カソード配線３０２の電流を測定する。画素２６の駆動用トランジス
タ３１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、アノード電極をオフにして、アノード配
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線３０１の電流を測定する。
【０２２９】
　ソースドライバ回路２４は、ゲートドライバ回路２２を制御し、画像表示状態にする。
基準電流Ｉｃの大きさは、通常の１倍とする。なお、基準電流Ｉｃは、図８で説明したよ
うに、基準電流の大きさに比例して、表示画面２１の発光輝度が変化する。トランジスタ
８４ｂと単位トランジスタ９２がカレントミラー回路を構成しているからである。なお、
トランジスタ８４ｂは複数のトランジスタから構成されている。基準電流の大きさが１か
ら２に変化すると、表示画面２１の輝度は、２倍になる。表示画面２１で使用する電力も
２倍となる。
【０２３０】
　ＥＬ表示装置において、表示画面２１のカソード電流Ｉｓはカソード配線３０２に流れ
る。表示画面２１のアノード電流はアノード配線３０１に流れる。
【０２３１】
　図３０の構成では、電源回路１２のカソード電圧の出力端子は、オフであり、外部カソ
ード電圧Ｖｓｓｔが接続されているため、カソード配線３０２を流れる電流は、プローブ
３０４、電流計３０３を経由して外部カソード電圧Ｖｓｓｔに流れる。したがって、電流
計３０３で、表示画面２１で使用する電流を測定することができる。カソード電流Ｉｓを
測定するのは、カソード配線３０２を流れる電流は、表示画面２１を流れる電流であるか
らである。アノード配線３０１を流れるアノード電流Ｉｐの一部は、ソースドライバ回路
２４にプログラム電流及び出力段回路を流れる。
【０２３２】
　なお、Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔは、検査またはエージング構成で外部から設定または外部で
発生機器からの電圧である。Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔは、電圧値を可変する機能を有する。
【０２３３】
　ＥＬ表示装置は、カソード電流Ｉｓの大きさを発光輝度は比例の関係になる。したがっ
て、カソード電流を測定することにより、表示画面２１の発光輝度を把握することができ
る。以上のことから、カソード電流を所定の電流となるように調整することにより、表示
画面２１の発光輝度を調整することができる。
【０２３４】
　なお、カソード電流など表示画面に流れる電流は、電流が流れる配線にピックアップ抵
抗を配置して、前記ピックアップ抵抗の両端の電圧を測定できるように構成してもよい。
以上の事項は、本発明の他の電流を測定する方式においても同様に適用できる。
【０２３５】
（１６－２）変更例
　図３０の実施形態では、表示画面２１全体に流れるカソード電流を測定するとしたが、
本実施形態はこれに限定するものではない。例えば、表示画面２１の一部または所定面積
に含まれる画素のカソード電流を測定するようにしてもよい。このカソード電流で表示画
面２１全体に流れるカソード電流を推定することができる。また、白ラスター表示では、
画面全体が同一輝度で表示されるため、一部であっても表示画面２１全体の推定は容易だ
からである。
【０２３６】
　また、表示画面２１を所定面積で分割し、各分割した領域でのカソード電流を測定する
ことにより、表示画面２１の特性分布を測定することができる。分割とは、画素列、画素
行、マトリックス状が例示される。この実施形態は、図３４、図３５、図３６などでも説
明している。
【０２３７】
（１６－３）電圧プログラム方式の場合
　画素２６が電圧プログラム方式の場合について説明する。カソード電流の大きさの調整
（表示輝度の調整）は、表示画面２１に印加する映像信号の階調番号（映像信号の大きさ
）を一定値に設定し、図１０で説明した振幅調整レジスタ１０１を制御させることにより
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行う。電源(回路）ＩＣ１２はＡｖｄｄ電圧、ＶＧＨ、ＶＧＬ電圧などを適正に設定する
。また、カソード電圧を測定できるように、カソード電圧Ｖｓｓ端子をオフにする。
【０２３８】
　振幅調整レジスタ１０１の制御により、階調アンプ１０２Ｈ、１０２Ｌを変化させる。
階調アンプ１０２Ｈを高く（Ｖｄｄ電圧に近く）すると、低階調が対応する黒レベルを調
整することができる。階調アンプ１０２Ｌを低く（ＧＮＤ電圧に近く）すると、高階調が
対応する白レベルを調整することができる。本実施形態では、出力階調を最大階調に設定
し、階調アンプ１０２Ｌ変化させる。カソード電流の値が、所望値となるように階調アン
プ１０２Ｌの値を調整する。
【０２３９】
　階調アンプ１０２Ｌを低くすれば、カソード電流Ｉｓも大きくなり、発光輝度も高くな
る。したがって、カソード電流の大きさを電流計３０３で測定し、電流が所定値となった
ときに、調整完了とする。以上のことを、ＲＧＢで行うことにより、ホワイトバランスの
調整が可能になる。
【０２４０】
　なお、電源回路１２が出力する電圧ＶＧＨ、ＶＧＬ、Ｖｄｄは通常表示時の電圧にする
。また、本実施形態では、ゲートドライバ回路２２ａは、ＶＧＨ１、ＶＧＬ１電圧で動作
させ、ゲートドライバ回路２２ｂは、ＶＧＨ２、ＶＧＬ２＝ＧＮＤ電圧で動作させ、ＶＧ
Ｈ１＝ＶＧＨ２とする。
【０２４１】
　以上の調整により、ホワイトバランス調整を実現でき、また、表示画面２１の発光輝度
調整を実現できる。ＥＬ表示装置のコントラスト調整は、黒表示時に流れるカソード電流
を調整することにより実現できる。
【０２４２】
　カソード電流Ｉｓの大きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面２１に印加する最低
階調番号に設定し、図１０で説明した振幅調整レジスタ１０１を制御させることにより行
う。振幅調整レジスタ１０１の制御により、階調アンプ１０２Ｈを変化させる。階調アン
プ１０２Ｈを高く（Ｖｄｄ電圧に近く）すると、黒レベルでのカソード電流Ｉｓが減少す
る。階調アンプ１０２Ｈを低くすると、カソード電流が増大する。カソード電流Ｉｓの値
が、所望値となったときに、調整完了とする。
【０２４３】
（１６－４）電流プログラム方式の場合
　次に、画素２６が電流プログラム方式の場合について説明する。カソード電流Ｉｓの大
きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面２１に印加する映像信号の階調番号（映像信
号の大きさ）を一定値に設定し、基準電流の大きさを変化させることにより行う。映像信
号の階調番号（映像信号の大きさ）を一定値とは、通常最大階調番号である。基準電流の
大きさを大きくすれば、カソード電流Ｉｓも大きくなり、発光輝度も高くなる。したがっ
て、カソード電流Ｉｓの大きさを電流計３０３で測定し、電流が所定値となったときに、
調整完了とする。
【０２４４】
　以上のことを、ＲＧＢで行うことにより、ホワイトバランスの調整が可能になる。ホワ
イトバランス調整（輝度調整）を完了した基準電流をＩｋとする。基準電流Ｉｋは、ＲＧ
Ｂで個別設定（赤（Ｒ）はＩｋｒ、緑（Ｇ）はＩｋｇ、青（Ｂ）はＩｋｂ）する。
【０２４５】
　カソード電流Ｉｓの大きさの調整（表示輝度の調整）は、表示画面２１に印加する映像
信号の階調番号（映像信号の大きさ）を一定値に設定する。
【０２４６】
　基準電流の大きさは、ホワイトバランスを調整した設定値Ｉｋ（赤（Ｒ）はＩｋｒ、緑
（Ｇ）はＩｋｇ、青（Ｂ）はＩｋｂ）を維持（保持）したまま行う。
【０２４７】
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　黒レベルでの映像信号の階調番号（映像信号の大きさ）は最低階調である。電流駆動で
は、最低階調では、プログラム電流は０である。黒レベルの調整は、図１０の電圧発生回
路１１から最低階調の電圧を画素２６に印加する。最低階調の電圧は、階調アンプ１０２
Ｈが出力する電位を変化させて行う。この状態で、カソード電流の大きさを電流計３０３
で測定し、電流が所定値となったときに、調整完了とする。
【０２４８】
　本実施形態のＥＬ表示装置は、図８、図９の電流駆動回路と、図１０、図１１の電圧出
力回路の両方を具備している。電流駆動回路と電圧出力回路の両方を有する場合は、１水
平走査期間（１画素行を選択する期間）の前半に電圧駆動回路からプログラム電圧を画素
２６に印加し、１水平走査期間（１画素行を選択する期間）の後半に電流駆動回路からプ
ログラム電流を画素２６に印加する。
【０２４９】
（１６－５）判定回路
　また、本実施形態は、各画素にプログラム電圧を印加するか、プログラム電流を印加す
るか、または、プログラム電圧とプログラム電流の両方を印加するかの判定回路（図示せ
ず）を有している。判定回路は、映像信号の大きさ（階調番号）、ソース信号線Ｓに印加
される映像信号の大きさ（階調番号）から、各画素にプログラム電圧を印加するか、プロ
グラム電流を印加するか、または、プログラム電圧とプログラム電流の両方を印加するか
を判定する。
【０２５０】
（１６－６）変更例
　なお、図３０では、カソード電流は電流計３０３で測定するとしたが、本実施形態はこ
れに限定するものではない。例えば、カソード電流の電流経路にピックアップ抵抗を直列
に配置し、前記ピックアップ抵抗の端子電圧を電圧計で測定してもよい。
【０２５１】
　また、図３０では、電源回路１２のカソード端子をオフにし、カソード電流を測定する
としたが、本実施形態はこれに限定するものではない。電源回路１２のアノード端子をオ
フにし、アノード電流を測定してもよい。また、アノード端子とカソード端子の両方で電
流または電圧を測定してもよい。
【０２５２】
　以上の事項は、図３７においても同様である。本実施形態の技術的思想は、カソード配
線またはアノード配線などで表示画面２１に流れる電流を測定または取得して所定値にす
る。表示画面２１に流れる電流とは、全表示画面に流れるだけでなく、表示画面の一部に
流れる電流であるときもある。
【０２５３】
（１７）エージング方法
　本実施形態は、電源回路１２をフレキシブル基板２８１などに実装した状態で、かつ、
ＥＬ素子３５に流れる電流を供給する配線（カソード配線またはアノード配線）と電源回
路１２と出力端子とを接続された状態で、パネルの検査、評価、エージングなどを実施で
きる。
【０２５４】
　このために電源回路１２の出力オープン機能を使用する。オフした端子には、外部から
電圧をパネルに供給する。電源回路１２の各端子は必要に応じて、標準データバス（ＳＭ
Ｂｕｓなど）を用いて電圧値を変更して出力する。また、テストトランジスタ２９５を使
用する。
【０２５５】
　図３１、図１２は、エージング方法の説明図である。エージング工程では、ＥＬ表示装
置の表示画面２１を通常の表示輝度より高い輝度で発光させる。一例として、表示画面２
１の発光輝度を２倍または４倍の輝度にする。ＥＬ素子の初期劣化を引き起こし、’焼付
け’を抑制するためである。
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【０２５６】
　表示輝度を２倍または４倍に設定するのは、基準電流の変更により行う。基準電流の設
定は、図５５のＣＮＴレジスタ、ＤＸレジスタで行う。ホワイトバランスを調整した基準
電流の設定値Ｉｋ（赤（Ｒ）はＩｋｒ、緑（Ｇ）はＩｋｇ、青（Ｂ）はＩｋｂ）を２倍ま
たは４倍にする。例えば、表示輝度を２倍にするには、基準電流Ｉｋ×２にする。エージ
ング時に使用するｎ倍（ｎは１以上４以下の実数）の基準電流の設定値をＩｋｍ（赤（Ｒ
）はＩｋｍｒ、緑（Ｇ）はＩｋｍｇ、青（Ｂ）はＩｋｍｂ）とする。
【０２５７】
　基準電流を大きくすると、アノード配線３０１、カソード配線３０２に流れる電流（ア
ノード電流Ｉｐ、カソード電流Ｉｓ）が増大する。アノード電流Ｉｐ、カソード電流Ｉｓ
が増大すると、ＥＬ素子３５の端子間電圧、駆動用トランジスタ３１ａのチャンネル電圧
が大きくなる。
【０２５８】
　エージング工程において、高い輝度でＥＬ表示装置を発光させるには、画素に書き込む
映像信号の振幅を大きくする必要がある。本実施形態は、画素に書き込む映像信号の振幅
を大きくするため、ソースドライバ回路２４の基準電流を通常表示よりも大きくする。
【０２５９】
　なお、以下の実施形態では、基準電流を大きくしてＥＬ表示装置に書き込む映像信号の
振幅を大きくするとしたが、本実施形態はこれに限定するものではない。例えば、電圧プ
ログラム方式において、階調信号を大きくして（高階調にするなど）、画素に書き込む映
像信号の振幅を大きくしても良い。この動作は例えば、図１０において、選択する階調番
号を高くしたり、階調アンプ１０２の出力電圧を変更したりすればよい。例えば、図３８
のセレクタ回路３８１を調整して、ＥＶ０、ＥＶ２５５の電圧値を設定または変更する。
また、図１１の電圧ＤＡＣの増幅率を増大させればよい。なお、この場合も本実施形態の
電源回路１２の出力オープン機能を用いる。
【０２６０】
　基準電流の変更または設定は、図８の電子ボリウム８６を操作して行う。本実施形態は
図５５に示すようにＣＮＴコマンドで設定できるように構成されている。通常の基準電流
の設定はＤＸコマンドの８ビットで行う。通常の基準電流の設定は、８ビットであるから
２５６段階である。エージング工程では、通常の表示状態に比較して２～４倍の電流を画
像点灯領域に流し、ＥＬ素子３５を発光させる。表示画像は、白ラスターにする。
【０２６１】
　エージング時は、ＣＮＴコマンドで行う。ＣＮＴコマンドが’００’＝０の時は、通常
状態である。すなわち、ＤＸコマンド（ＤＸレジスタ）の値により、基準電流が設定され
、基準電流に従って、画素に印加する映像信号振幅が設定される。
【０２６２】
　ＣＮＴコマンドが’０１’＝１、’１０’＝２、’１１’＝３の時は、エージング工程
など、大きな電流を印加し、ＥＬ素子を高輝度で発光させる時に設定する。ＣＮＴコマン
ド（ＣＮＴレジスタ）’０１’＝１の時は、ＤＸレジスタの値の２倍の基準電流が設定さ
れる。すなわち、ＥＬ素子３５は通常モードの２倍の高輝度発光を行う。ＣＮＴコマンド
（ＣＮＴレジスタ）’１０’＝２の時は、ＤＸレジスタの値の３倍の基準電流が設定され
る。すなわち、ＥＬ素子３５は通常モードの３倍の高輝度発光を行う。ＣＮＴコマンド（
ＣＮＴレジスタ）’１１’＝３の時は、ＤＸレジスタの値の４倍の基準電流が設定される
。すなわち、ＥＬ素子３５は通常モードの４倍の高輝度発光を行う。
【０２６３】
　すなわち、ＤＸレジスタの値は、ＣＮＴレジスタの値＋１倍される。以上の動作または
設定は、ＣＮＴ２ビット＋ＤＸレジスタ８ビットの１０ビットで基準電流が設定されると
理解するとわかりやすい。
【０２６４】
　なお、基準電流の大きさは映像信号の振幅に比例する。したがって、基準電流を２倍に
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すれば、画素２６に印加する映像振幅の大きさは２倍になる（理想状態の場合）。また、
基準電流はＥＬ素子３５の輝度に比例する。基準電流を２倍にするとＥＬ素子３５の発光
輝度は２倍になる（理想状態の場合）。また、基準電流を大きくすることは、ＥＬ素子３
５の発光輝度または、最高階調の輝度を高くすることを意味する。
【０２６５】
　ＤＸレジスタは、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色で独立に配置されている。Ｒ、Ｇ、ＢのＤＸレジス
タは、ＲＧＢのそれぞれのＥＬ素子３５の発光効率にあわせて設定または調整される。Ｃ
ＮＴレジスタは、ＤＸレジスタの値を１～４倍に設定する。ＣＮＴレジスタが０は通常表
示状態であり、ＣＮＴレジスタが１～３は通常表示状態の２～４倍である。エージング工
程では、ＣＮＴレジスタを１～３にして行う。なお、エージング工程においても、エージ
ング工程で所定の点灯領域が発光輝度または点灯領域で使用される消費電流が、所定の値
となるように、ＤＸレジスタを調整する。
【０２６６】
　図５６はエージング工程時の説明図である。電源回路１１のアノード電圧Ｖｄｄのスイ
ッチＳＷ２及びカソード電圧のスイッチＳＷ１をオフにする。ＥＬ表示パネルにアノード
電圧Ｖｄｄを供給する配線の途中に形成されたパッドＰ２にプローブ２３４を圧接し、エ
ージング時の印加電圧Ｖｄｄｔを供給する。同様に、ＥＬ表示パネルにカソード電圧Ｖｓ
ｓを供給する配線の途中に形成されたパッドＰ１にプローブ２３４を圧接し、エージング
時の印加電圧Ｖｓｓｔを供給する。
【０２６７】
　エージング時は、カラーバーを表示し、カラーバーは、ＥＬ表示装置に焼付けが発生し
ないように、スクロール表示にする。
【０２６８】
　また、輝度の設定、消費電流の設定は、ｄｕｔｙ比を可変して行っても良い。通常表示
状態で、ｄｕｔｙ比を１／２で使用しているとすれば、エージング時にｄｕｔｙ比＝１／
１とすれば、ＥＬ素子３５の発光輝度は２倍となる。また、消費電流（消費電力）は、２
倍となる。すなわち、本実施形態は、エージング工程など、通常表示よりも高い輝度で発
光させる、または電流を印加する場合において、ｄｕｔｙ比を可変または設定するもので
ある。
【０２６９】
　ｄｕｔｙ比を低くするまたは、基準電流を大きくする場合は、アノード電圧またはカソ
ード電圧またはその両方の電圧を大きくする必要がある。駆動用トランジスタ３１ａのチ
ャンネル間電圧及びＥＬ素子３５の端子間電圧が高くなるからである。また、アノード電
圧とカソード電圧の絶対値を大きくする必要がある。したがって、エージング時などにお
いて、電源回路１２を制御してアノード電圧、カソード電圧を変更する。また、ゲートド
ライバ回路で使用する電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）を変更する。例えば、ＣＮＴレジスタが０
の場合、アノード電圧－カソード電圧＝７Ｖの場合のとき、ＣＮＴレジスタが３の場合、
アノード電圧－カソード電圧＝１０Ｖとなるように電源回路１２の出力電圧を設定する。
また、Ａｖｄｄも電圧値を変更する。映像信号の振幅値を確保するためである。ＶＧＨ電
圧もアノード電圧＋Ａ（Ａは、０．５Ｖ以上３．０Ｖ以下）となるように電源回路１２の
出力電圧を設定する。
【０２７０】
　図５７に示すように、アノード電圧、カソード電圧などは、点灯率にあわせて変化させ
てもよい。また、ｄｕｔｙ比も点灯率にあわせて変化または設定してもよい。アノード電
圧、カソード電圧などは、基準電流に対応するように設定する。
【０２７１】
　エージング時は、基準電流を通常表示時よりは大きくする。したがって、アノード電圧
Ｖｄｄを高く（例えば、通常の画像表示時５Ｖ（Ｖｄｄ）をエージング時は７Ｖ（Ｖｄｄ
ｔ）にする）、カソード電圧Ｖｓｓを低く（例えば、通常の画像表示時－３Ｖ（Ｖｓｓ）
をエージング時は－５Ｖ（Ｖｓｓｔ）にする）する。アノード電圧を高くすると、ゲート
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信号線２７ａに印加する電圧（ＶＧＨ１、ＶＧＬ１）も変化させる必要がある。ＶＧＨ１
電圧を高く（例えば、通常の画像表示時ＶＧＨ＝６．５Ｖをエージング時は７．５Ｖにす
る）、ＶＧＬ１電圧を低く（例えば、通常の画像表示時ＶＧＬ１＝－３Ｖをエージング時
は－５Ｖにする）。
【０２７２】
　エージング時は、画素構成が電流駆動の場合は、電流駆動方式で画像（白ラスター）を
表示する。画素構成が電圧駆動の場合は、振幅調整レジスタ１０１を制御して、階調アン
プ１０２Ｌの電位を低く（ＧＮＤに近づけるか、ＧＮＤ以下にする）し、白ラスター表示
にする。
【０２７３】
　電源回路１２は、ＶＧＬ、ＶＧＨ、Ａｖｄｄ、ＤｖｄｄをＥＬ表示パネルに供給する。
外部電源から、Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔを供給する。エージング中は、表示画面２１の輝度を
ホトセンサでモニターし、初期の輝度から一定値を低下した時点で、エージングを終了さ
せる。
【０２７４】
（１８）単一電源の場合
　図３９は、ＥＬ表示パネル２０の電源が単一電源の場合である。例えば、図３の画素構
成で、Ｖｓｓがグランド（ＧＮＤ）とした構成である。また、図３９の実施形態では、ソ
ースドライバ回路２４のアナログ電圧Ａｖｄｄとアノード電圧Ｖｄｄとを共通にしている
。
【０２７５】
　なお、以上の実施形態では、Ｖｄｄ、Ｖｓｓを外部から供給し、ＶＧＨ、ＶＧＬは、出
力電圧を変化させて電源回路１２から供給するとした。しかし、本実施形態はこれに限定
するものではない。例えば、Ｖｄｄ、Ｖｓｓ、ＶＧＨ、ＶＧＬを外部から供給し、Ａｖｄ
ｄ、Ｄｖｄｄのみを電源回路１２から供給してもよい。
【０２７６】
　画像表示はソースドライバ回路２４を動作させて行うが、テストトランジスタを制御し
て行っても良い。テストトランジスタへの電圧は、電源ＩＣ１２から供給する。
【０２７７】
　図２９、図４０、図４１はソース信号線２８にテストトランジスタ２９５を形成した実
施形態である。テストトランジスタ２９５は、図３７に示すように、カソード配線３０２
またはアノード配線３０１にテストトランジスタ２９５を形成してもよい。テストトラン
ジスタ２９５をオンさせることにより、カソード配線３０２に電流が流れ、また流れる電
流を電流計３０３で測定することができる。ソース信号線２８にはソースドライバ回路２
４より映像信号（プログラム電流またはプログラム電圧）を印加する。
【０２７８】
　テストトランジスタ２９５のゲート端子は、ゲートドライバ回路２２と同様に、シフト
レジスタ３６３（図３６などを参照のこと）を付加し、シフトレジスタの機能により順次
、１つまたは複数のテストトランジスタ２９５を選択するように構成してもよい。以上の
ように構成することにより、テストトランジスタ２９５を単独でオン／オフ制御するがで
きるようになる。
【０２７９】
　したがって、ゲートドライバ回路２２ａと個別にテストトランジスタ２９５のオン／オ
フさせることにより、マトリックス状に配置された画素２６を個別または画素列単位で選
択して、カソード電流またはアノード電流を測定または制御することができる。テストト
ランジスタ２９５はアノード配線３０１に形成してもよい。また、テストトランジスタ２
９５をアノード配線とカソード配線とソース信号線２８のいずれか２つ以上に形成しても
よい。以上のことは、本実施形態の他の実施形態においての同様に適用することができる
。
【０２８０】
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（１９）画素２６の特性の測定
　本実施形態の電源回路１２を用いて、画素２６の特性を測定または把握することができ
る。
【０２８１】
（１９－１）概要
　図３７は、その説明図である。
【０２８２】
　画素２６の駆動用トランジスタ３１ａは、図４２（ａ）の特性がある。なお、駆動用ト
ランジスタ３１ａは、Ｐチャンネルトランジスタとして説明をする。図４２において、横
軸は、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧である。縦軸はトランジスタのチャン
ネル間を流れる電流である（ＥＬ素子３５に流す電流である）。ゲート端子電圧がＶ１で
あれば、電流はＩ１となる。ゲート電圧がＶ０であれば、電流は０である。すなわち、電
流Ｉ１を流せば、ゲート端子電圧はＶ１となる。逆にゲート端子にＶ１を印加すれば、出
力電流はＩ１となる。
【０２８３】
　例えば、図４２（ａ）の特定の駆動用トランジスタ３１ａに、ソースドライバ回路（Ｉ
Ｃ）１４から１μＡ、０．５μＡなどの定電流Ｉ１を供給し、画素２６の駆動用トランジ
スタ３１ａのゲート端子電圧を測定する。この測定したＶ１駆動用トランジスタ３１ａの
特性カーブを求め、各階調に対応する電圧プログラムデータを作成する。特性カーブは略
２乗カーブである。最終データとしては、電流が０となるＶ０を求める。このＶ０は、フ
ラシュメモリなどのＲＯＭ２７２に各画素の特性バラツキデータとしてメモリする。
【０２８４】
　このメモリしたＶ０データに映像信号の階調データを加算または演算し、画素の特性バ
ラツキ（駆動用トランジスタ３１ａの特定バラツキ）を加味した映像信号（プログラム電
圧またはプログラム電流）を発生させる。発生させた映像データプログラム電圧またはプ
ログラム電流）は該当画素に印加される。そのため、駆動用トランジスタ３１ａの特性バ
ラツキによる表示不良は表示されない。
【０２８５】
　また、図４２（ｂ）に示すように、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａにＩ２電流を
供給し、Ｉ２電流に対するゲート端子電圧Ｖ２を測定し、Ｖ２、Ｖ１から階調電圧を求め
てもよい。すなわち、少なくとも１つの定電流（電流０を含む）からソース信号線２８の
電位を測定し、測定した電位から、階調に対応する電圧（プログラム電圧）を求める。ま
たは、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子に所定電圧（Ｖ２、Ｖ１）を印加し、出力
される電流（Ｉ２、Ｉ１）から駆動用トランジスタ３１ａの特定を推定または求め、Ｖ０
データとしてメモリに保持させ、保持したデータから映像信号（プログラム電圧またはプ
ログラム電流）を求める。
【０２８６】
　図４３は、取得されたＶ０電圧から映像データＤＡＴＡ補正し、適正な映像信号（プロ
グラム電圧またはプログラム電流）を得る方法の説明図である。Ｖ０電圧とは、画素２６
の駆動用トランジスタ３１ａの特性バラツキを示す補正量と考えることができる。
【０２８７】
　補正する大きさＶ０はフラシュＲＯＭ４３３に保持されている。ＲＯＭデータは、ＲＤ
ａＴａとして、外部より書き換えることができる。
【０２８８】
　ＲＯＭ４３３に保持されたデータも８ビットである。このＲＯＭデータと階調データＤ
ＡＴＡが加算（減算の場合もある）回路１２１で加算される。一般的に加算処理により、
階調データＤＡＴＡは補正データＶ０により、アノード電圧側に電位シフトされる。
【０２８９】
　加算されたデータは９ビットになる。このデータはパネル温度を検出する温度補償回路
４３２で温度補償されて、ソースドライバ回路（ＩＣ）１４に印加される。温度補償回路
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４３２を必要とするのは、ＲＯＭ４３３に格納された補正データは、温度依存性があるか
らである。
【０２９０】
　以上のように、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子に定電圧を印加し、前記駆動用
トランジスタ３１ａから出力される電流を測定することにより、駆動用トランジスタ３１
ａの特性バラツキを取得することができる。取得した特性バラツキデータを補償データと
してＲＯＭ４３３などに保存し、ＥＬ表示装置の外部から入力される階調データをＲＯＭ
４３３の補償データを用いて補正すれば、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａの特性バ
ラツキがなく、良好な画像表示を実現できる。
【０２９１】
（１９－２）画素２６の特性を測定方法
　図３４は、画素２６の特性を測定方法の説明図である。
【０２９２】
　電源回路１２のＶｓｓ出力端子はオフにされ、端子パッドＰ１にプローブ３０４が接続
される。アノード電圧Ｖｄｄは、電源回路から供給される。テスト用カソード電圧Ｖｓｓ
ｔとアノード電圧Ｖｄｄは、通常の画像表示を行う電圧値に設定される。
【０２９３】
　この状態で、ソースドライバ回路２４から、各ソース信号線２８に所定の電圧Ｖ１が出
力される。また、ゲート信号線２７（１）にＮチャンネルトランジスタ３１ｂをオンさせ
るオン電圧（ＶＧＨ）を印加し、他のゲート信号線２７にオフ電圧（ＶＧＬ）を印加する
。図４２に説明したように、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子にＶ１の電圧が印加
されるとＩ１の大きさの電流が出力される。１画素行にｍ個の画素２６とすると、各ソー
ス信号線２８にＶ１電圧を印加すると、ｍ×Ｉ１なる電流がカソード配線３０２に出力さ
れる。しかし、実際には、表示画面２１の面内で画素の特性バラツキがあり、カソード配
線３０２に流れる電流は、ｍ×Ｉ１とはならない。
【０２９４】
　本実施形態では、各ソース信号線２８に印加する電圧Ｖ１を変化させ、カソード配線３
０２に流れる電流をｍ×Ｉ１となるように調整する。このｍ×Ｉ１になったときの電圧を
Ｖｘとする。この電圧Ｖｘが選択した１画素行の特性を示すことになる。Ｖｘ電圧は、Ａ
Ｄ変換（アナログ－デジタル変換）され、所定の演算処理がされて補正データとなり、補
正データは、ＲＯＭ４３３に格納される。
【０２９５】
　次に、ゲート信号線２７（１）にＮチャンネルトランジスタ３１ｂをオフさせるオフ電
圧（ＶＧＬ）を印加し、ゲート信号線２７（２）にオン電圧（ＶＧＨ）を印加し、他のゲ
ート信号線２７にオフ電圧（ＶＧＬ）を印加する。
【０２９６】
　この状態で、ソースドライバ回路２４から、各ソース信号線２８に所定の電圧が出力さ
れる。各ソース信号線２８に印加する電圧Ｖ１を変化させ、カソード配線３０２に流れる
電流をｍ×Ｉ１となるように調整する。このｍ×Ｉ１（ｍは整数で、１画素行の画素数で
ある）になったときの電圧をＶｘとする。この電圧Ｖｘが選択した２画素行目の画素行の
特性を示すことになる。Ｖｘ電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デジタル変換）され、所定の
演算処理がされて補正データとなり、補正データは、ＲＯＭ４３３に格納される。以上の
動作を最終画素行番目まで実施する。
【０２９７】
　以上にように、順次画素行を選択し、カソード配線３０２を流れる電流を一定値となる
ようにソースドライバ回路２４から各ソース信号線２８に印加する電圧を調整することに
より、全画素行の特性バラツキを取得することができる。取得したデータは演算処理など
を施して、補正データとし、ＲＯＭ４３３に格納される。以下は、図４２、図４３で説明
した方式が実施されるので、説明を省略する。
【０２９８】



(36) JP 2009-193037 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

（１９－３）検査方法
　以上では、画素２６または画素行の特性バラツキを測定するとしたが、検査方法にも適
用することができる。図３４の実施形態では、各ソース信号線２８にＶ１電圧を印加し、
カソード配線３０２に流れる電流を所定値になるようにＶ１電圧を調整して、特性を示す
Ｖｘ電圧を取得するという方式であった。しかし、Ｖ１電圧を一定の範囲内を変化させて
も、カソード配線３０２に流れる電流が所定値にならない場合がある。この場合は、画素
２６に欠陥が発生している場合がほとんどである。したがって、ソース信号線２８に印加
する電圧の範囲外となった場合に、選択した画素行のいずれかの画素２６の欠陥などが発
生していることを検出することができる。また、欠陥の程度も電圧可変範囲の大きさによ
り把握することができる。
【０２９９】
　例えば、最初の電圧Ｖ１＝２．０Ｖとし、可変範囲が±０．５Ｖとする。１．５Ｖ～２
．５Ｖの範囲でカソード配線３０２に流れる電流をｍ×Ｉ１に設定できなければ欠陥が発
生しているとする。さらに、可変範囲が±０．８Ｖとし、この範囲でもカソード配線３０
２に流れる電流をｍ×Ｉ１に設定できなければ重大な欠陥が発生しているとする。以上の
事項は、図３５などにも適用できる。
【０３００】
　図３４は、ソース信号線２８に電圧を印加する手段として、ソースドライバ回路２４を
用いた方式であった。図３５はソースドライバ回路２４の代わりにテストトランジスタ２
９５を用いた実施形態である。テストトランジスタ２９５を用いることより、ソースドラ
イバ回路２４が検査時に不要となる。
【０３０１】
（１９－４）他の画素２６の特性の測定方法
　図３５は、図３４と同様に画素２６の特性の測定方法の説明図である。また、図３４と
同様に欠陥検査も実現できる。電源回路１２のＶｓｓ出力端子はオフにされ、端子パッド
Ｐ１にプローブ３０４が接続される。アノード電圧Ｖｄｄは、電源回路から供給される。
テスト用カソード電圧Ｖｓｓｔとアノード電圧Ｖｄｄは、通常の画像表示を行う電圧値に
設定される。
【０３０２】
　この状態で、端子２９６に所定電圧Ｖ１が印加され、テストトランジスタ２９５を介し
て各ソース信号線２８にＶ１電圧が印加される。また、ゲート信号線２７（１）にＮチャ
ンネルトランジスタ３１ｂをオンさせるオン電圧（ＶＧＨ）を印加し、他のゲート信号線
２７にオフ電圧（ＶＧＬ）を印加する。図４２に説明したように、駆動用トランジスタ３
１ａのゲート端子にＶ１の電圧が印加されるとＩ１の大きさの電流が出力される。しかし
、実際には、表示画面２１の面内で画素の特性バラツキがあり、カソード配線３０２に流
れる電流は、ｍ×Ｉ１とはならない。
【０３０３】
　テストトランジスタ２９５を介して各ソース信号線２８に印加する電圧Ｖ１を変化させ
、カソード配線３０２に流れる電流をｍ×Ｉ１となるように調整する。このｍ×Ｉ１にな
ったときの電圧をＶｘとする。この電圧Ｖｘが選択した１画素行の特性を示すことになる
。Ｖｘ電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デジタル変換）され、所定の演算処理がされて補正
データとなり、補正データは、ＲＯＭ４３３に格納される。以下、図３４と同様であるの
で説明を省略する。
【０３０４】
（１９－５）変更例１
　図３４、図３５の実施形態では、電源回路１２を用い、カソード配線３０２線を流れる
電流を測定することにより、駆動用トランジスタ３１ａまたは画素２６の特性バラツキを
求めるとした。しかし、本実施形態はこれに限定するものではない。アノード配線３０１
線を流れる電流を測定することにより、駆動用トランジスタ３１ａまたは画素２６の特性
バラツキを求めてもよい。この場合も、電源回路１２を用いて実現することができる。ス
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イッチＳＷ２をオフさせる機能を気象すればよいからである。
【０３０５】
　特性バラツキは、駆動用トランジスタ３１ａに定電流を流し、前記定電流を流した状態
で、前記駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧を測定することによっても、駆動用
トランジスタ３１ａまたは画素２６の特性バラツキを求めることもできる。
【０３０６】
　例えば、図３６の構成において、テストトランジスタ２９５はシフトレジスタ回路３６
３などを介して、それぞれ単独でオン／オフ制御できるように構成する。アノード電圧Ｖ
ｄｄを一定電圧とする。ゲート信号線２７（１）にＮチャンネルトランジスタ３１ｂをオ
ンさせるオン電圧（ＶＧＨ）を印加し、他のゲート信号線２７にオフ電圧（ＶＧＬ）を印
加する。この状態で、テスト用のカソード電圧Ｖｓｓｔを操作し、カソード配線３０２に
流れる電流を所定値になるようにする。所定値とは、選択された１画素行分の電流値であ
る。
【０３０７】
　なお、図３６では、３６３はシフトレジスタ回路としたが、これはテストトランジスタ
２９５を選択する機能（テストトランジスタ２９５をオンさせる）を有するものである。
したがって、順次、１つのテストトランジスタ２９５を選択する機能を有する。さらに、
任意のテストトランジスタ２９５を選択できる機能を有している。また、選択するテスト
トランジスタ２９５の数は、１つに限定されない。複数のテストトランジスタ２９５を同
時に選択してもよい。例えば、赤（Ｒ）の画素２６を選択し、ＧＢの画素を非選択とする
方式が例示される。
【０３０８】
　なお、ＥＶ０、ＥＶ２５５電圧のうち、少なくとも一方は、図６９の点灯率、図５７の
ｄｕｔｙ比に対応させて変化させてもよい。点灯率が低い時は、ＥＶ０－ＥＶ２５５の絶
対値を大きくし、点灯率が小さい時は、ＥＶ０－ＥＶ２５５の絶対値を相対的に小さくす
る。また、ｄｕｔｙ比が小さい時は、ＥＶ０－ＥＶ２５５の絶対値を大きくし、ｄｕｔｙ
比が大きい時は、ＥＶ０－ＥＶ２５５の絶対値を相対的に小さくする。
【０３０９】
　カソード電流が所定値になった状態で、テストトランジスタ２９５（１）をオンさせ、
他のテストトランジスタ２９５はオフ状態を維持する。テストトランジスタ２９５（１）
をオンさせることにより、画素２６（１１）の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電
圧が、端子２９６に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－
デジタル変換）されて、画素２６（１１）の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１０】
　次に、テストトランジスタ２９５（２）をオンさせ、他のテストトランジスタ２９５を
オフさせることにより、画素２６（１２）の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧
が、端子２９６に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デ
ジタル変換）されて、画素２６（１２）の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１１】
　同様にゲート信号線２７（１）を選択した状態で、テストトランジスタ２９５を順次オ
ンさせ、１つのテストトランジスタ２９５以外の他のテストトランジスタ２９５をオフさ
せることにより、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧が、端子２９６
に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デジタル変換）さ
れて、各画素２６の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１２】
　テストトランジスタ２９５（ｍ）まで完了すると、ゲート信号線２７（２）を選択し、
他のゲート信号線２７にはオフ電圧（ＶＧＬ）を印加する。この状態で、先の第１画素行
と同様にテスト用のカソード電圧Ｖｓｓｔを操作し、カソード配線３０２に流れる電流を
所定値になるようにする。
【０３１３】
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　カソード電流が所定値になった状態で、テストトランジスタ２９５（１）をオンさせ、
他のテストトランジスタ２９５はオフ状態を維持する。テストトランジスタ２９５（１）
をオンさせることにより、画素２６（２１）の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電
圧が、端子２９６に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－
デジタル変換）されて、画素２６（２１）の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１４】
　次に、テストトランジスタ２９５（２）をオンさせ、他のテストトランジスタ２９５を
オフさせることにより、画素２６（２２）の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧
が、端子２９６に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デ
ジタル変換）されて、画素２６（２２）の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１５】
　同様にゲート信号線２７（２）を選択した状態で、テストトランジスタ２９５を順次オ
ンさせ、１つのテストトランジスタ２９５以外の他のテストトランジスタ２９５をオフさ
せることにより、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子電圧が、端子２９６
に出力される。端子２９６に出力された電圧は、ＡＤ変換（アナログ－デジタル変換）さ
れて、各画素２６の特性バラツキを示すデータとなる。
【０３１６】
　以上にように、順次画素を選択し、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子
電圧を測定することにより、全画素の特性バラツキを取得することができる。取得したデ
ータは演算処理などを施して、補正データとし、ＲＯＭ４３３に格納される。以下は、図
４２、図４３で説明した方式が実施されるので、説明を省略する。
【０３１７】
（１９－６）変更例２
　図３６は、カソード配線３０２の電流を測定し、画素も電圧駆動の画素構成であった。
図５８は、アノード配線３０１の電流を測定し、画素は図３で説明した電流駆動の画素構
成である。図５８の方法（動作）は、図３６と同様であるので説明を省略する。以上のよ
うに本実施形態は、いずれの画素構成であっても対応することができる。
【０３１８】
　図３４、図３６の実施形態は、検査方法にも適用することができるとして説明した。図
３６で説明した方式も検査方法に適用できる。
【０３１９】
　図３６では、テスト用のカソード電圧Ｖｓｓｔを操作し、カソード配線３０２に流れる
電流を所定値になるようにする。しかし、Ｖｓｓｔを所定範囲、変化させてもカソード配
線３０２に流れる電流が所定値にならない場合がある。
【０３２０】
　この場合は、画素２６に欠陥が発生している場合がほとんどである。したがって、Ｖｓ
ｓｔの変化または調整範囲が範囲外となった場合に、選択した画素行のいずれかの画素２
６の欠陥などが発生していることを検出することができる。また、欠陥の程度も電圧可変
範囲の大きさにより把握することができる。
【０３２１】
　例えば、最初の電圧Ｖｓｓｔ＝－３．０Ｖとし、可変範囲が±０．５Ｖとする。－３．
５Ｖ～－２．５Ｖの範囲でカソード配線３０２に流れる電流をｍ×Ｉ１に設定できなけれ
ば欠陥が発生しているとする。さらに、可変範囲が±０．８Ｖとし、この範囲でもカソー
ド配線３０２に流れる電流をｍ×Ｉ１に設定できなければ重大な欠陥が発生しているとす
る。
【０３２２】
　図２７、図３５、図３６においてテストトランジスタ２９５は、パルス状にオン／オフ
制御させたり、周期的にオン／オフさせたりすることにより、より多種多様な検査を行う
ことができる。図２７において、テストトランジスタ２９５をオンさせる場合は、ソース
ドライバ回路２４の最終出力段に形成されたスイッチをオフ（ハイインピーダンス）にし
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、ソースドライバ回路２４をソース信号線から切り離し、テストトランジスタ２９５によ
りソース信号線２８に印加された電圧（電流）から保護する。
【０３２３】
　また、図２７、図３５、図３６などにおいて、電源回路１２から出力されるＶｄｄ、Ｖ
ｓｓ電圧または外部電源Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔを可変または調整し、可変または調整した状
態と、テストトランジスタ２９５のオン／オフとを同期させることにより、より多種多様
な検査または調整を実現できる。例えば、エージング工程において、Ｖｄｄｔ、Ｖｓｓｔ
を印加し、テストトランジスタ２９５で１フレームまたは複数フレーム周期で画素２６を
オン（表示）、オフ（非表示）する電圧または電流を印加する。すると、エージング構成
でＥＬ表示パネルはフラッシュ表示となり、大きなストレスをかけることができるため、
エージング工程を短縮することができる。ＥＬ表示装置をフラッシュ表示させることによ
り、ＥＬ素子３５のＥＬ構成膜に発生する可能性がある欠陥をエージング構成で発生させ
ることができる。なお、以上の方式は、テストトランジスタ２９５の制御だけでなく、ソ
ースドライバ回路２４を制御することによっても実現できる。
【０３２４】
（２０）表示画面全体の調整
　以上は、画素の特性を測定する方式などに関するものであった。本実施形態はこれに限
定するものではない。当然のことながら、表示画面全体としての調整を実施することもで
きる。図４４、図４７などはその説明図である。
【０３２５】
　図４４は、画像表示の黒レベルを調整するための説明図である。黒レベルを深くすると
表示コントラストは高くなるが、ガンマ曲線がいびつになる。黒レベルを浅くすると表示
コントラストが悪くなる。したがって、黒レベルは適度な調整が必要である。黒レベルは
、画素２６の駆動用トランジスタ３１ａがＰチャンネルトランジスタの場合は、カソード
電流を測定して調整する。駆動用トランジスタ３１ａがＮチャンネルトランジスタの場合
は、アノード電流を測定して調整する。図４４では、駆動用トランジスタ３１ａがＰチャ
ンネルとして説明している。
【０３２６】
　図４４において、電源回路１２は、スイッチＳＷ２をオンさせて、表示パネル１２ａに
アノード電圧Ｖｄｄを供給する。一方、スイッチＳＷ１をオフし、カソード端子（Ｖｓｓ
端子）は、ハイインピーダンス状態にする。表示パネル２０と電源回路１２間を接続する
カソード配線の途中にはパッドＰ１が形成されている。パッドＰ１には、プローブ３０４
など、電気的接触手段が接続される。電気的接触手段は、パッドに限定されるものではな
く、例えば、コネクタの接触端子であってもよい。この場合は、プローブ３０４は、コネ
クタが該当する。
【０３２７】
　本実施形態のＥＬ表示装置（ＥＬ表示モジュール）の特徴は、電気的接触手段がカソー
ド配線又はアノード配線またはその両方の配線に、電気的接触手段（パッド）が形成され
ていることにある。また、電源回路１２にオフ回路（スイッチＳＷ）が内蔵されているこ
とにある。ＩＣチップ４５２のＩＣ端子４５３には、金バンプ４５１が形成されている。
また、ＥＬ表示パネル２０に供給する電圧を電源回路１２から供給し、電源回路１２がフ
レキシブル基板２８１にフリップチップ実装（金バンプ実装）されていることにある。ま
た、電源回路１２のチップ電位を固定するチップ電位接地電極（接地パターン）４５５の
金バンプ端子４５１を設け、電極４５４をグランド（ＧＮＤ）または、マイナス電位（Ｖ
ＧＬ）を印加できるように構成したことにある（図４５を参照のこと）。
【０３２８】
　図４４では、電源回路１２からアノード電圧ＶｄｄをＥＬ表示パネル２０に供給し、ス
イッチＳＷ１をオフにしている。すなわち、カソード配線に電源回路１２からの電圧は印
加されないようにしている。又、カソード配線に電圧が印加されても、電源回路１２の内
部回路に前記電圧が印加されないように構成している。
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【０３２９】
　パッドＰ１には、プローブ３０４を介して電流計３０３を接続する。電流計（電流測定
手段）３０３の他方の端子は、テスト（調整）用電圧Ｖｓｓｔに接続する。Ｖｓｓｔの電
圧値は、電源回路１２のＶｓｓ出力電圧と同一にする。Ｖｓｓｔ電圧を用いてＥＬ表示パ
ネル２０を調整することにより、調整後、電源回路１２のＳＷ１をオン状態（通常動作状
態）にした時であっても、表示輝度などが調整時と同一にすることができる。
【０３３０】
　電源回路１２から出力されるＶｓｓ電圧もバラツキがある。このバラツキを吸収するた
めには、電源回路１２が出力するＶｓｓ電圧を電圧計で測定し、測定した電圧をＶｓｓｔ
電圧として印加するようにする。以上の事項は、他の電圧（Ｖｄｄ、ＶＧＬ、ＶＧＨ、Ａ
ｖｄｄなど）に関しても同様である。
【０３３１】
　なお、本発明の実施例において、パッドＰに、プローブ３０４を接続あるいは圧接する
としたが、これに限定するものではなく、たとえばパッドＰの替わりにコネクタであって
もよい。コネクタの接続端子で電流を測定する配線に接続して電流などを測定できるよう
に構成してもよい。以上の事項は本発明の他の実施例においても適用される。
【０３３２】
　通常、カソード配線に流れる電流を測定するためには、カソード配線を切断し、切断し
た箇所に電流計を挿入する必要がある。以上のように、電源回路１２のＶｓｓ出力をオフ
にし、電流計３０３の一端子を調整用電位Ｖｓｓｔに接続することにより、パッドＰ１に
電流計の一方の端子を接続することのみで、ＥＬ表示パネル２０の点灯領域３４に流れる
電流を測定することができる。
【０３３３】
　電源回路１２のＳＷ１をオフにすると、理想的にはハイインピーダンス状態となり、電
源回路１２のＶｓｓ端子からのリーク電流Ｉｒは発生しない。しかし、現実には、マイク
ロアンペア(μＡ）オーダーのリーク電流Ｉｒが発生する。したがって、電流計には、カ
ソード電流Ｉｋと電源回路１２からのリーク電流Ｉｒが加算されたものが測定される。黒
レベル調整では、カソード電流Ｉｋもマイクロアンペアオーダーであるため、リーク電流
Ｉｒがあると、黒レベルの調整ができない。
【０３３４】
　この課題に対応するため、本実施形態の調整方法では、カソード電流Ｉｋを完全に０に
設定する（Ｉｋ＝０μＡ）。カソード電流Ｉｋ＝０にすれば、電源回路１２のリーク電流
Ｉｒのみが接続する。次に、カソード電流Ｉｋを通常状態となるように（本来設定すべき
黒レベルに対応するカソード電流になるように）、ＥＬ表示パネル２０を設定する。この
状態では、電流計３０３には、Ｉａ＝カソード電流Ｉｋ＋リーク電流Ｉｒが測定される。
測定されたＩａから先に測定したＩｒを減算すれば、カソード電流Ｉｋのみを定量的に測
定できる。すなわち、電流計３０３による調整値は、測定した電流値Ｉｒを０とし、調整
すべき値であるＩｋが加算された時点で調整完了とすればよい。
【０３３５】
　カソード電流Ｉｋ＝０とするには、図４６に示すように、ソースドライバ回路２４から
ソース信号線２８にアノード電圧Ｖｄｄ近傍の電圧またはＶｄｄ電圧以上の電圧Ｖｓｉｇ
を印加することにより行う。先に説明したようにソース信号線２８に印加した電圧は、駆
動用トランジスタ３１ａのゲート端子に印加される。高い（アノード電圧に近いまたはそ
れ以上）電圧Ｖｓｉｇをソース信号線２８に印加するため、電源回路１２をコマンド設定
でＡｖｄｄ電圧を高くする（図１４を参照のこと）。または、または必要に応じて図３８
に図示して説明したＥＶ０電圧を高く（アノード電圧近傍またはそれ以上）に設定する。
【０３３６】
　スイッチ用Ｖｓｉｇ電圧は、スイッチ用トランジスタ３１ｃ、３１ｂをオンさせること
により、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子に印加される。駆動用トランジスタ３１
ａのゲート端子の電位が、アノード電圧近傍またはそれ以上に設定することにより、駆動
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用トランジスタ３１ａが流す電流は小さくなる。Ｖｓｉｇ電圧は、点灯領域３４の全駆動
用トランジスタ３１ａのゲート端子に印加する。
【０３３７】
　最適なカソード電圧を設定するには、図４７のように構成する（設定する）。電流計３
０３の一端に可変電圧装置４７１を接続する。可変電圧装置４７１の電圧を変化させ、電
圧計４７２で電圧Ｖｓｓｔを測定する。また、電流計３０３で電流Ｉａを測定する。
【０３３８】
　カソード電圧Ｖｓｓｔが十分でないと、Ｉｋも小さくなる。しかし、この場合のＩｋが
小さいのは、画素の駆動用トランジスタ３１ａ、ＥＬ素子３５に十分な電圧が印加されて
いないことを意味している。カソード電圧Ｖｓｓｔを低下さて、Ｉｋの変化を電流計３０
３で監視しなから、可変電圧装置４７１で変化させる。カソード電圧Ｖｓｓｔを低下させ
ていくと、Ｉｋ電流も増大するが、一定以上にカソード電圧Ｖｓｓｔを下げると、Ｉｋ電
圧が飽和して増加しなくなる。この飽和位置の電圧Ｖｓｓｔを電圧計４７２で測定する。
測定したＶｓｓｔを電源回路１２のＶｓｓ電圧として電源回路１２に設定する。
【０３３９】
　以上の事項は、駆動用トランジスタ３１ａがＰチャンネルトランジスタの場合であり、
駆動用トランジスタ３１ａがＮチャンネルトランジスタの場合は、Ｖｓｉｇ電圧は、カソ
ード電圧またはそれ以下の電圧を印加する。
【０３４０】
　なお、図４６で説明するＶｓｉｇ電圧とは、通常の表示状態でない（通常の黒レベルを
設定する電圧でない）電圧という意味である。すなわち、電源回路１２のリーク電流を測
定するために、カソード電流を極力小さくするために、ＥＬ表示パネル２０に印加する電
圧である。
【０３４１】
　また、電源回路１２のリーク電流Ｉｒのバラツキ大きくない場合（例えば、リーク電流
が５μＡで、バラツキの３σが、０．５μＡである場合）は、電源回路１２のリーク電流
Ｉｒを測定する必要はない。リーク電流Ｉｒとして、平均値を用いればよい。この場合は
、Ｉｋ＝０にする工程も必要でなくなる。
【０３４２】
（２０－１）変更例１
　以上の実施形態では、電源回路１２ですべての電圧（Ｖｄｄ、Ｖｓｓ、ＶＧＨ、ＶＧＬ
、Ａｖｄｄなど）を発生させるとしたが、これに限定するものではない。例えば、図４８
に示すように、ソースドライバ回路２４で、ゲートドライバ回路２２が使用する電圧（Ｖ
ＧＨ、ＶＧＬ）を発生させてもよい。バッテリー電圧Ｖｉｎはソースドライバ回路２４と
電源回路１２に入力される。
【０３４３】
（２０－２）変更例２
　図４９は、ソースドライバ回路２４のチャージポンプ回路（３１ｅ、３１ｆ）のために
外付けコンデンサ（Ｃ１、Ｃ２）を付加し、ソースドライバ回路２４はパネル２０にＣＯ
Ｇ（チップ　オン　ガラス）で実装され、コンデンサＣ１、Ｃ２はフレキシブル基板２８
１に実装される。
【０３４４】
　なお、図４８、図４９、図５０は、図３９と同様にＥＬ表示パネル２０が単一電源の場
合である。また、ソースドライバ回路２４で使用するロジック電圧Ｄｖｄｄは、電源回路
１２で発生させている。ソースドライバ回路２４はＤｖｄｄ電圧が供給されていないと動
作することが出来ないためである。また、図４８、図４９、図５０は、図３、図２３など
と同様に、２電圧方式（Ｖｄｄ電圧とＶｓｓ電圧を有する方式）としてもよい。
【０３４５】
　図４９はソースドライバ回路２４をＣＯＧ技術でガラス基板上に実装し、電源回路１２
をフレキシブル基板２８１に実装した構成である。図５０は、ソースドライバ回路２４及
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び電源回路１２の両方をフレキシブル基板２８１に実装した構成である。電源回路１２及
びソースドライバ回路２４は、それぞれ、端子に金バンプを形成し、フレキにＣＯＦ（チ
ップオンフレキシブル基板）技術で実装する。
【０３４６】
　図４９、図５０では、電源回路１２をチップのまま（ＩＣパッケージを使用せず）、フ
レキシブル基板に実装する。そのため、チップ基板（ウエハ基板）の電位の保持が重要と
なる。本実施形態では、図４５に示すように、ウエハ電位と接続する電極（チップ電位接
地電極４５４）をＩＣチップ４５２の表面に形成する。ＩＣチップと電位接地電極４５４
とはＩＣの回路パターニングにより接続をとる。チップ電位接地電極４５４上にも金バン
プ４５１を形成し、フレキ２８１とは、他のＩＣ端子７１３と同時に、ＣＯＦ実装により
接続をとる。チップ電位接地電極４５４は、グランド（ＧＮＤ）電位と接続をとる。好ま
しくは、負電位を印加する。本実施形態では電源回路１２が出力するＶＧＬ電位を接続し
ている。
【０３４７】
　図５１は、図５０の電気配線の接続関係と分岐チップ５１２を記載した図面である。図
５０との差異は、分岐チップ５１２をフレキシブル基板２８１に実装していることである
。
【０３４８】
　分岐チップ５１２は、図５２のように構成されている。分岐チップ５１２はソースドラ
イバ回路２４と同様にシリコンチップから形成されている。もちろん、チップなどの形状
あるいは類するものであれば、シリコンチップ以外でもよい。たとえば、ガラス基板に金
属配線をパターニングしたものであってもよい。
【０３４９】
　分岐チップ５１２もソースドライバ回路２４と同様に、金バンプ（入力側は入力バンプ
５１１、出力側は出力バンプ５１２）が形成されている。ソースドライバ回路２４との差
異は、映像信号などの出力回路は形成されておらず、チップ配線のみが形成されている点
である。すなわち、チップ配線５１３は、半導体のメタル配線層で形成されている。
【０３５０】
　コネクタ５１１からの入力信号線５１２（図５１ではＤ０、Ｄ１などの信号線）は、分
岐チップ５１２に形成されたチップ配線５１３で分岐され、また、入力信号線は、分岐チ
ップ５１２を利用して交差または入れ替わりがされる。
【０３５１】
　本実施形態のＥＬパネルモジュールでは、フレキシブル基板２８１は片面フレキシブル
基板を使用している。したがって、安価である。しかし、片面フレキであるから、配線の
分岐、入れ替え（交差）ができない。この課題に対して本実施形態では、分岐チップ５１
２で、チップ配線５１３を形成し、チップ配線５１３で入力信号線５１３の分岐、交差な
どが実現され、入力信号線５１３は出力信号線５１４と接続されている。分岐チップ５１
２は、ソースドライバ回路２４と同時に、ＣＯＦ技術でフレキシブル基板２８１に実装さ
れる。
【０３５２】
　図５９は、フレキシブル基板２８１の一部に、フレキ積層部５９１を形成している。す
なわち、フレキ積層部５９１は、２層フレキの構成である。このフレキ積層部５９１でス
ルーホールなどを形成し、信号線及び電源配線などを交差させる。
【０３５３】
　ソースドライバ回路２４は、ゲートドライバ回路２２で使用する電源電圧ＶＧＨ（ＶＧ
Ｈ１、ＶＧＨ２）、ＶＧＬ（ＶＧＬ１、ＶＧＬ２）を発生させる。電圧ＶＧＨ、ＶＧＬは
チャージポンプ回路で発生させる。電源回路１２は、アノード電圧Ｖｄｄ及び、ソースド
ライバ回路２４で使用するロジック電圧Ｄｖｄｄを発生させる。ＥＬ表示パネルは、カソ
ード電圧Ｖｓｓはグランド（ＧＮＤ）電圧としている。ソースドライバ回路２４は、ゲー
トドライバ回路２２で使用するクロック信号（ＣＬＫ）、スタート信号（ＳＴ）なども発
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生する。スタート信号（ＳＴ）は、ソースドライバ回路２４でレベルシフトされ、ゲート
ドライバ回路２２に印加される。
【０３５４】
　図６０はフレキシブル基板２８１ａと２８１ｂを貼り合わせている。フレキシブル基板
２８１ａは２層フレキである。フレキシブル基板２８１ａには、スルーホール６０１が形
成され、信号線、電源配線などを交差させる。
【０３５５】
（２１）レベルシフト機能
　図６１は、電源回路１２にレベルシフト機能を持たせた構成である。ソースドライバ回
路２４は、ゲートドライバ回路２２で使用するクロック信号（ＣＬＫ２ａ、ＣＬＫ１ａ）
、スタート信号（ＳＴ２ａ、ＳＴ１ａ）を発生する。発生する信号のロジックレベルは、
３Ｖ系である。
【０３５６】
　前記３Ｖ系の信号は、電源回路１２に入力される。電源回路１２内には、レベルシフタ
回路６１１を内蔵されている。レベルシフタ回路６１１は、３Ｖ系のロジックレベルと、
ゲートドライバ回路２２のロジックレベルに変換する。ゲートドライバ回路２２のロジッ
クレベルは、ＶＧＬ－ＶＧＨである。レベルシフタされた信号は、クロック信号（ＣＬＫ
２ｂ、ＣＬＫ１ｂ）、スタート信号（ＳＴ２ｂ、ＳＴ１ｂ）となり、ゲートドライバ回路
２２に入力される。
【０３５７】
（２２）点欠陥検査
　本実施形態の電源回路１２は、表示パネルの点欠陥検査にも使用できる。電源回路１２
から、ゲートドライバ回路２２の電圧を供給するとともに、テストトランジスタ２９５を
オン／オフさせる電圧を供給するとともに、テストトランジスタ２９５などを制御する。
【０３５８】
　図２９では、赤（Ｒ）用のテストトランジスタ２９５として、２９５Ｒが形成されてい
る。テストトランジスタ２９５Ｒをオン／オフさせる電圧は、トランジスタ制御端子２９
７Ｒに印加され、定電流または定電圧は、信号入力端子２９６Ｒに印加される。ソースド
ライバ回路２４は、ソースドライバ回路実装位置２９４に実装される。
【０３５９】
　また、緑（Ｇ）用のテストトランジスタ２９５として、２９５Ｇが形成されている。テ
ストトランジスタ２９５Ｇをオン／オフさせる電圧は、トランジスタ制御端子２９７Ｇに
印加され、定電流または定電圧は、信号入力端子２９６Ｇに印加される。青（Ｂ）用のテ
ストトランジスタ２９５として、２９５Ｂが形成されている。テストトランジスタ２９５
Ｂをオン／オフさせる電圧は、トランジスタ制御端子２９７Ｂに印加され、定電流または
定電圧は、信号入力端子２９６Ｂに印加される。
【０３６０】
　図２９のように、ＲＧＢ毎に選択するテストトランジスタ２９５を異ならせるように構
成することにより、表示画面２１にＲＧＢの画像を表示することができ、欠陥検査など検
査が実施しやすい。
【０３６１】
　ゲート信号線２７ａは水平同期信号に同期して、選択される画素行位置が１画素行ずつ
シフトされる。また、各画素行には、テストトランジスタ２９５からの電圧または電流が
印加される。通常、テストトランジスタ２９５のゲート端子には常時オン電圧が印加され
る。
【０３６２】
　なお、図２９において、２９３はソースドライバ回路２４の入力端子パッドであり、２
９１は、ソースドライバ回路２４の出力端子パッドである。
【０３６３】
　ゲート信号線２７ａにオン電圧が印加された画素行では、ゲート信号線２７ｂには、オ
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フ電圧が印加される。ゲート信号線２７ａにオフ電圧が印加された画素行では、ゲート信
号線２７ｂに、オン電圧が印加される。または、図５、図７のように、ｄｕｔｙ駆動を実
施する場合は、非点灯領域５５に該当する画素行のゲート信号線２７ａ及びゲート信号線
２７ｂにはオフ電圧が印加される。
【０３６４】
　なお、図２９は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）毎にテストトランジスタ２９５（２９
５Ｒ、２９５Ｇ、２９５Ｂ）を配置し、ＲＧＢで独立した所定電流または所定電圧を印加
する方式である。しかし、本実施形態は、これに限定するものではない。例えば、図６２
に示すように、ＲＧＢの区別なく、テストトランジスタ２９５を配置してもよい。
【０３６５】
　図６２の実施形態では、信号入力端子２９６に印加した電圧（電流）は、トランジスタ
制御端子２９７に印加した制御電圧により制御され、ソース信号線１に印加される。なお
、図２９は、トランジスタ制御端子２９７に印加した制御電圧により、表示画面２１に全
体に電圧（電流）が印加されるとした。しかし、本実施形態はこれに限定するものではな
く、表示画面２１を複数の領域に分割し、それぞれ分割した領域に異なる電圧（電流）を
印加できるように構成してもよい。
【０３６６】
　ゲート信号線２７にオン／オフ電圧を印加するために、ゲートドライバ回路２２を動作
させる（図２９）。画像を表示させてテストを行うときは、図２のＳＴ１、ＣＬＫをフレ
ームレート６０Ｈｚまたは、５０Ｈｚに一致するように制御する。点欠陥検出、画素の駆
動用トランジスタ３１ａなどの特性を評価または検査する場合は、ＳＴ１、ＣＬＫなどを
制御してフレームレート１Ｈｚなどに低減する。ゲートドライバ回路２２には、ＶＧＨ、
ＶＧＬ電圧を印加する。すなわち、点欠陥検出ではフレームレートを通常表示時よりも低
くする。点欠陥検出検査のフレームレートは、５Ｈｚ以上３０Ｈｚ以下に設定する。
【０３６７】
　ゲートドライバ回路２２ａは、順次、ゲート信号線２７ａを選択する。ゲート信号線２
７ａの選択に同期して、テストトランジスタ２９５から、所定電流または所定電圧をソー
ス信号線２８に印加し、選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｃによって、前
記電圧などを画素に書き込む。
【０３６８】
　ゲートドライバ回路２２ｂは、ゲート信号線２７ａが選択され、所定電圧（所定電流）
を書き込んでいる画素行には、非選択電圧が印加される。その他の、画素行には、選択電
圧が印加されるか、または、図５、図７のｄｕｔｙ比駆動が実施される。
【０３６９】
　なお、以上の実施形態では、１画素行ずつ画素行を選択し、所定電圧（所定電流）を画
素２６に書き込むとしたが、実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、複数の
画素行（例えば、１画素行と２画素行、３画素行と４画素行、５画素行と６画素行、・・
・・）を選択し、所定電圧（所定電流）を画素２６に書き込んでもよい。また、すべての
ゲート信号線２７ａを同時に選択し、所定電圧（所定電流）を画素２６に書き込んでもよ
い。また、画面の上半分のゲート信号線２７ａを同時に選択し、所定電圧（所定電流）を
画素２６に書き込み、次に、画面の下半分のゲート信号線２７ａを同時に選択し、所定電
圧（所定電流）を画素２６に書き込んでもよい。
【０３７０】
　図２９、図６２の実施形態は、ゲートドライバ回路２２により、テスト用の所定電圧ま
たは所定電流を画素行に書き込む実施形態であった。ゲートドライバ回路２２は、ポリシ
リコン技術により、画素２６のトランジスタと同時に形成する。
【０３７１】
　図６４は、ゲートドライバ回路２２を用いず、ゲート信号線２７の一端にプロービィン
グのパッドＰａ、Ｐｂを形成した実施形態である。プロービィングのパッドＰａ、Ｐｂに
プローブ３０４などを接触させ、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧を印加する。プロービィングの
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パッドＰａ１、Ｐａ２、・・・・・と順次ＶＧＬ電圧（選択電圧）を印加し、選択してい
ないプロービィングのパッドＰａにＶＧＨ電圧（非選択電圧）を印加すれば、ゲートドラ
イバ回路２２ａと同一の動作を実現できる。また、千鳥状（パッドＰａ１、Ｐａ３、Ｐａ
５、・・・・・）に選択電圧を印加してもよい。
【０３７２】
　ＥＬ表示パネルの検査後、半導体で作製したゲートドライバ回路２２をゲート信号線２
７端に実装する。
【０３７３】
　図６３は、ゲート信号線２７ａ、１７ｂを個別にプロービィングのパッドＰａ、Ｐｂを
形成し、プローブ３０４などを接触させ、ＶＧＨ電圧、ＶＧＬ電圧を印加する実施形態で
あった。図３３は、複数のゲート信号線２７ａを短絡配線６３１で短絡し、プロービィン
グのパッドＰａを配置した実施形態である。また、複数のゲート信号線２７ｂを短絡配線
６３２で短絡し、プロービィングのパッドＰｂを配置した実施形態である。
【０３７４】
　プロービィングのパッドＰａ、Ｐｂにプローブ３０４などを接触させ、ＶＧＨ電圧、Ｖ
ＧＬ電圧を印加することにより、表示画面２１全体をオン／オフ制御することができる。
【０３７５】
　テストトランジスタ２９５を動作させることにより、ソースドライバ回路２４を実装せ
ずとも、表示画面２１に画像を表示することができる。画像表示により、点欠陥、線欠陥
、色ずれなどを容易に検出することができる。テストトランジスタ２９５の制御は、電源
回路１２または制御回路で行う。
【０３７６】
　検査モード以外（通常画像表示時）では、図６５に示すように、テストトランジスタ２
９５のソース端子とゲート端子は電気的に短絡される。図６５のように短絡することによ
り、テストトランジスタ２９５はダイオードと等価になる。
【０３７７】
　したがって、テストトランジスタ２９５のソース端子とゲート端子にオフ電圧（ＶＧＨ
）を印加すれば、テストトランジスタ２９５からソース信号線２８に電圧または電流が印
加されることはない。また、テストトランジスタ２９５からなるダイオードは、静電気保
護用の保護ダイオードとして機能し、ＥＬ表示パネルを保護する素子として機能する。
【０３７８】
　図６５のようにテストトランジスタ２９５をダイオード結線とするのは、図２８の方式
を用いる。
【０３７９】
　以上の実施形態では、Ｐチャンネルのテストトランジスタ２９５をソース信号線２８に
形成するとしたが、Ｎチャンネルのテストトランジスタ２９５をソース信号線２８に形成
してもよい。
【０３８０】
　ゲートドライバ回路２２には、電源回路１２から電圧を供給する。また、電源回路１２
は、必要に応じてテストトランジスタ２９５の信号入力端子２９６に印加する電圧、トラ
ンジスタ制御端子２９７に印加する制御電圧（テストトランジスタ２９５のオン／オフ電
圧）を供給する（図５３も参照のこと）。
【０３８１】
　但し、テストトランジスタ２９５のチャンネル極性は、画素２６のスイッチ用トランジ
スタ３１ｃ（ソース信号線２８に印加された電流または電圧を画素２６との電流経路を発
生させるトランジスタ）のチャンネル極性と一致させることが好ましい。スイッチ用トラ
ンジスタ３１ｃをオフさせる電圧でテストトランジスタ２９５を確実にオフできるからで
ある。
【０３８２】
　なお、テストトランジスタ２９５は、ＰチャンネルとＮチャンネルの２つのトランジス
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タを各ソース信号線２８に形成してもよい。２つのチャンネル極性のテストトランジスタ
２９５を形成することにより、テストに最適な電圧（電流）をソース信号線２８に印加で
きるようになる。
【０３８３】
　本実施形態のＥＬ表示装置は、図２９に示すように、テストトランジスタ１４５を形成
している。テストトランジスタ１４５は、画素のトランジスタ３１が形成されたアレイ基
板２８２に形成される。また、テストトランジスタ２９５の形成はトランジスタ３１と同
一プロセスで行われる。また、テストトランジスタ２９５は、ゲートドライバ回路２２と
同一のプロセスで、アレイ基板２８２に形成される。
【０３８４】
　テストトランジスタ２９５は、基本的には、画素２６のトランジスタ３１と同一構成で
ある。トランジスタ２９５は、スイッチ用トランジスタ３１ｃと同一のチェンネルトラン
ジスタとする。スイッチ用トランジスタ３１ｃがＰチェンネルトランジスタであれば、テ
ストトランジスタ２９５もＰチャンネルトランジスタにする。スイッチ用トランジスタ３
１ｃがＮチェンネルトランジスタであれば、テストトランジスタ２９５もＮチャンネルト
ランジスタにする。
【０３８５】
　スイッチ用トランジスタ３１ｃはゲート信号線２７ａの印加電圧（ＶＧＨ１、ＶＧＬ１
）でオン／オフ制御される。また、必要に応じて、電源回路１２が出力するＶＧＨ、ＶＧ
Ｌ電圧をコマンドで変更して、ＥＬ表示パネルに印加する。
【０３８６】
　スイッチ用トランジスタ３１ｃがＰチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＨ１でスイ
ッチ用トランジスタ３１ｃは、オフ状態となり、ＶＧＬ１でスイッチ用トランジスタ３１
ｃは、オン状態となる。スイッチ用トランジスタ３１ｃがＮチャンネルトランジスタの場
合は、ＶＧＨ１でスイッチ用トランジスタ３１ｃは、オン状態となり、ＶＧＬ１でスイッ
チ用トランジスタ３１ｃは、オフ状態となる。
【０３８７】
　テストトランジスタ２９５はゲート信号線２７ａのオフ電圧でオフさせる。テストトラ
ンジスタ２９５がＰチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＨ１でテストトランジスタ２
９５は、オフ状態となる。テストトランジスタ２９５がＮチャンネルトランジスタの場合
は、ＶＧＬ１でテストトランジスタ２９５は、オフ状態となる。
【０３８８】
　テストトランジスタ２９５はゲート信号線２７ａのオン電圧より大きい電圧でオンさせ
る。テストトランジスタ２９５がＰチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＬ１より低い
電圧ＶＧＬｔ（負方向に大きい電圧）でオン状態にする。例えば、ＶＧＬ１＝－３Ｖであ
れば、ＶＧＬｔ＝－９Ｖとする。
【０３８９】
　ＶＧＨｔ、ＶＧＬｔは、検査モードで使用する電圧である。ＶＧＨ１（ＶＧＨ）、ＶＧ
Ｌ１（ＶＧＬ）は、電源回路１２で発生させる。ＶＧＨｔ、ＶＧＬｔは検査用に作製した
検査回路で発生させる。または、ＶＧＨｔ、ＶＧＬｔは、電源回路１２で発生させる。電
源回路１２は、コマンド設定により出力電圧を変更する。
【０３９０】
　ＶＧＨｔ、ＶＧＬｔ電圧を可変し、可変した電圧設定値で表示状態、表示輝度を検査ま
たは評価することにより、ＥＬ表示パネルの特性マージン、動作マージンを定量的に取得
できる。Ｖｄｄ（Ｖｄｄｔ）、Ｖｓｓ（Ｖｓｓｔ）に関しても同様である。
【０３９１】
　テストトランジスタ２９５はゲート信号線２７ａの印加電圧（ＶＧＨ１、ＶＧＬ１）で
オフ制御される。テストトランジスタ２９５のＷ／Ｌ比は、スイッチ用トランジスタ３１
ｃのＷ／Ｌ比より大きくする。スイッチ用トランジスタ３１ｃのチャンネル幅Ｗ＝４μｍ
、チャンネル長Ｌ＝５μｍであれば（Ｗ／Ｌ＝４／５＝０．８）、テストトランジスタ２
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９５のチャンネル幅Ｗ＝１０μｍ、チャンネル長Ｌ＝５μｍであれば（Ｗ／Ｌ＝１０／５
＝２）とする。
【０３９２】
　図６６に示すように、テストトランジスタ２９５は、ドレイン端子がソース信号線２８
と接続されている。また、ソース信号線２８の一端には、ソースドライバ回路２４の出力
端子とＣＯＧ（チップ　オン　ガラス）接続するための出力端子パッド２９１が形成され
ている。また、ソースドライバ回路２４は、ＩＣ２４の入力端子パッドと出力端子パッド
２９１とＡＣＦ接続され、図２９の点線で示すソースドライバ回路実装位置２９４に実装
される。
【０３９３】
　なお、画素構成は、図６６の構成に限定するものではない。例えば、図７０に示すよう
な構成であってもよい。当然のことながら、図６７（ａ）、図６８の画素構成においても
本実施形態を実施できる。以上のように本実施形態は、画素の構成に限定または制約され
るものではない。以上の事項は、本実施形態の他の実施形態にも適用される。
【０３９４】
（２３）定電流を発生させる回路
　テストトランジスタ２９５のソース端子は、信号入力端子２９６と接続されている。信
号入力端子には、定電流源または定電流源が接続される。定電流源または定電流源は電源
回路１２から供給する。
【０３９５】
　定電流を発生させる回路の一例として、図４０に示す回路構成を用いる。図４０では、
オペアンプ４０１とトランジスタ４０２及び抵抗Ｒで定電流回路を構成する。オペアンプ
４０１の＋端子には、電圧Ｖｉが印加される。電圧Ｖｉは、電子ボリウム４０３に印加さ
れたデータ（ＩＤＡＴ）で設定される。電子ボリウム４０３は、ＤＡ変換回路である。定
電流Ｉａは、Ｉａ＝Ｖｉ／Ｒで決定される。
【０３９６】
　図４０の回路構成は、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用の３回路が構成されており、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用
の定電流回路出力が出力する定電流は、独立に構成された電子ボリウム４０３で可変され
る。
【０３９７】
　図４０のように、各画素２６に定電流を印加する方式では、画素２６は電流プログラム
方式の画素構成であることが必要である。電流プログラム方式の画素構成は、駆動用トラ
ンジスタ３１ａまたは３１ｂを流れる電流経路とソース信号線２８間に直流電流が流れる
ように構成されている必要がある。
【０３９８】
　定電圧を発生させる回路の一例として、図４１に示す回路構成を用いる。図４１では、
オペアンプ４０１とトランジスタ４０２で定電圧回路を構成する。オペアンプ４０１の＋
端子には、電圧Ｖｉが印加される。電圧Ｖｉは、電子ボリウム４０３に印加されたデータ
（ＩＤＡＴ、８ビット＝２５６段階）で設定される。
【０３９９】
　図４１の回路構成は、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用の３回路が構成されており、Ｒ用、Ｇ用、Ｂ用
の定電圧回路出力が出力する定電圧は、独立に構成された電子ボリウム４０３で可変され
る。
【０４００】
　図４０、図４１において、ＲＧＢの各画素で、印加する電流または電圧は、必要に応じ
て、異ならせる。ＲＧＢでＥＬ素子の発光効率が異なる場合があり、また、駆動用トラン
ジスタ３１ａのサイズが異なる場合があるため、同一電流または電圧で、各ＲＧＢでの発
光輝度が異なるからである。本実施形態は、ＲＧＢで独立した電子ボリウム４０３を有し
ているため、柔軟に対応することができる。
【０４０１】
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　図４０、図４１において、テストトランジスタ２９５は、パネル検査またはパネル調整
時には、オンし、通常表示時は、図６５に示すように電圧が印加され、オフする。
【０４０２】
　テストトランジスタ２９５のゲート端子は、ゲートドライバ回路２２と同様に、シフト
レジスタ３６３（図３６などを参照のこと）を付加し、シフトレジスタ回路３６３の機能
により順次、１つまたは複数のテストトランジスタ２９５を選択するように構成してもよ
い。
【０４０３】
　以上のように構成することにより、テストトランジスタ２９５を単独でオン／オフ制御
するができるようになる。したがって、ゲートドライバ回路２２ａと個別にテストトラン
ジスタ２９５のオン／オフさせることにより、マトリックス状に配置された画素２６を個
別に選択または画素列単位で選択して、電圧または電流を印加することができる。以上の
ことは、本実施形態の他の実施形態においての同様に適用することができる。
【０４０４】
　テストトランジスタ２９５は、パネル検査またはパネル調整工程が終了した後、切断し
て除去してもよい。例えば、図３０のＢの箇所（ソースドライバ回路２４が実装された反
対辺）にテストトランジスタ２９５を形成する。テストトランジスタ２９５は、図４０、
図３７のａａ’の箇所でアレイ基板２８２を切断する。以上のことは、本実施形態の他の
実施形態においての同様に適用することができる。
【０４０５】
　以下の説明において、テストトランジスタ２９５は、Ｐチェンネルトランジスタである
として説明をする。テストトランジスタ２９５がＮチャンネルトランジスタの場合は、Ｖ
ＧＨとＶＧＬを読み替えればよい。
【０４０６】
　テストトランジスタ２９５のゲート端子と接続されたトランジスタ制御端子Ｇ（ＧＲ、
ＧＧ、ＧＢ）には、ゲートドライバ回路２２ａに印加される電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬｔ）が
印加される。テストトランジスタ２９５がＰチャンネルトランジスタの場合は、ＶＧＨ電
圧の印加により、テストトランジスタ２９５がオンする。オンすると、信号入力端子２９
６に印加された信号（定電流または定電圧）をソース信号線１４に印加する。
【０４０７】
　なお、定電流とは一定のＤＣ（直流）電流に限定されるものではない。矩形状に変化さ
せてもよい。また、ステップ状に変化させてもよい。定電流とは、一定の期間（少なくと
も１画素行を選択している期間に、一定の電流であればよい。同様に定電圧とは一定のＤ
Ｃ（直流）電圧に限定されるものではない。矩形状に変化させてもよい。また、ステップ
状に変化させてもよい。定電圧とは、一定の期間（少なくとも１画素行を選択している期
間に、一定の電圧であればよい。
【０４０８】
　各電源電圧などは本実施形態の電圧発生回路１１（図３、図１３、図３０、図３１、図
２７、図３６、図３２、図５８、図４７、図２５、図１６、図２２、図２３、図２６、図
４８、図１２、図１１、図４６、図５３など）で発生し、電圧発生回路１１を動作させ、
また制御して各端子などを印加する。
【０４０９】
　信号入力端子２９６に印加する電圧は、テストトランジスタ２９５がオンすることによ
り、前記テストトランジスタ２９５が接続されたソース信号線２８に印加される。テスト
トランジスタ２９５をオンさせる電圧は、ＶＧＬｔである。例えば、信号入力端子２９６
に印加された定電圧が、－２Ｖであれば、－２Ｖが各ソース信号線２８に印加される。信
号入力端子２９６に印加された定電流が、１０ｍＡであれば、１０ｍＡが選択された各ソ
ース信号線２８に分流されて印加される。
【０４１０】
　画素構成が、図３、図６７などのように電流プログラム方式の場合は、信号入力端子２
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９６に定電流が印加される。画素行は１画素行ずつ選択され、選択された画素行に前記定
電流が分流されて印加される。例えば、選択したテストトランジスタ２９５が２４０本で
あれば、定電流１０ｍＡが２４０で分割されて、それぞれのソース信号線２８に印加され
る。したがって、各画素２６にはプログラム電流が印加され、比較的良好な画像表示を実
現できる。
【０４１１】
　画素構成が、図６８、図７４、図７５などのように電圧プログラム方式の場合は、信号
入力端子２９６に定電圧が印加される。画素行は１画素行ずつ選択され、選択された画素
行に前記定電圧が印加される。例えば、選択したテストトランジスタ２９５が２４０本で
あれば、定電圧の－２Ｖが、それぞれのソース信号線２８に印加される。したがって、各
画素２６にはプログラム電圧が均一に印加される。
【０４１２】
　以下の実施形態では、画素構成は、図３を例示し、テストトランジスタ２９５は、Ｐチ
ャンネルトランジスタであるとして説明をする。但し、画素構成は、図６７、図６８、図
７４、図７５などの他の構成であっても本実施形態は適用できる。
【０４１３】
　以上のように、本実施形態の電源回路１２は、図５３に示すように、検査トランジスタ
２９５を用いた検査方式などにも適用できる。検査トランジスタ２９５の端子２９６、１
４１などに検査用電圧Ｖｔを供給する。また、検査電圧Ｖｔは、コマンドで電圧値Ｖｔを
可変するとともに、スイッチＳＷ７をオン／オフ制御する。以上の事項は、本実施形態で
説明した他の検査方式、調整方式にも適用できること、また組み合わせて使用できる。
【０４１４】
（２４）非点灯領域と点灯領域
　本実施形態では、図５、図７に示すように、表示画面２１に非点灯領域５５と、点灯領
域５６を発生させる。点灯領域５６は図３の画素構成では、ゲート信号線２７ｂに選択電
圧（オン電圧）を印加し、選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオンさせ
ている。非点灯領域５５は、ゲート信号線２７ｂに非選択電圧（オフ電圧）を印加し、非
選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオフさせている。
【０４１５】
　同様に図６７（ａ）の画素構成では、点灯領域５６は、ゲート信号線２７ｂに選択電圧
（オン電圧）を印加し、選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｅをオンさせて
いる。非点灯領域５５は、ゲート信号線２７ｂに非選択電圧（オフ電圧）を印加し、非選
択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｅをオフさせている。
【０４１６】
　図６７（ｂ）の画素構成では、点灯領域５６は、ゲート信号線２７ｂに選択電圧（オン
電圧）を印加し、選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオンさせている。
非点灯領域５５は、ゲート信号線２７ｂに非選択電圧（オフ電圧）を印加し、非選択され
た画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオフさせている。
【０４１７】
　電圧駆動方式の画素構成である図６８では、点灯領域５６は、ゲート信号線２７ｂに選
択電圧（オン電圧）を印加し、選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオン
させている。非点灯領域５５は、ゲート信号線２７ｂに非選択電圧（オフ電圧）を印加し
、非選択された画素行のスイッチ用トランジスタ３１ｄをオフさせている。
【０４１８】
　本実施形態のＥＬ表示装置は、表示画面２１に点灯領域５６と非点灯領域５５とを表示
画面２１に発生させ、非点灯領域５５または点灯領域５６を表示画面２１の上下方向に移
動させて表示する。
【０４１９】
　このように点灯領域５６と非点灯領域５５とを表示画面２１に発生させ、非点灯領域５
５または点灯領域５６を表示画面２１の上下方向に移動させて表示する駆動方法をｄｕｔ
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ｙ駆動方式と呼ぶ。
【０４２０】
　点灯領域５６／（点灯領域５６＋非点灯領域５５）の割合をｄｕｔｙ比と呼ぶ。または
、ｄｕｔｙ比は（オン電圧が印加されているゲート信号線２７ｂの本数）／（全ゲート信
号線２７ｂの本数）でもある。また、ゲート信号線２７ｂにオン電圧が印加され、（この
ゲート信号線２７ｂに接続されている選択画素行数）／点灯領域５６の全画素行数でもあ
る。
【０４２１】
　本実施形態のＥＬ表示装置は、点灯領域５６と非点灯領域５５との比を変化させる。ま
たは表示画面２１の面積に対し非点灯領域５５の面積を変化させる。または表示状態の画
素数を増減することにより、画面の輝度または明るさを調整することを特徴とする。また
、表示画面２１に書き込み映像信号の大きさまたは振幅値を変化させる。一例として画面
の輝度は、ｄｕｔｙ比、基準電流、映像振幅値を変化または調整することにより実現する
。
【０４２２】
　本実施形態は、点灯率に対応させてｄｕｔｙ比を変化させる。点灯率は、パネルのアノ
ードまたはカソードに流れる最大電流に対する割合である。また、点灯率は、ある映像が
表示されているときにパネルに流れる電流と、パネルの全ＥＬ素子に流れる最大電流の割
合とも言い換えることができる。点灯率が高いときは、白ラスターに近い表示である。点
灯率が低い場合は、画面全体的に黒表示部が多い。点灯率に対応させてｄｕｔｙ比を変化
させることにより、表示画面２１で消費する電力を平均化することができる。また、一定
の消費電力以下に抑制することができる。
【０４２３】
　低点灯率とは、表示画面２１に流れる電流が小さいことを意味しているが、画像を構成
する低階調表示の画素が多いことも意味する。すなわち、表示画面２１を構成する映像は
、暗い画素（低階調の画素）が多い。したがって、低点灯率とは、画面を構成する映像デ
ータをヒストグラム処理した時、低階調の映像データが多い状態と言い換えることができ
る。
【０４２４】
　高点灯率とは、表示画面２１に流れる電流が大きいことを意味しているが、画像を構成
する高階調表示の画素が多いことも意味する。すなわち、表示画面２１を構成する映像は
、明るい画素（高階調の画素）が多い。したがって、高点灯率とは、画面を構成する映像
データをヒストグラム処理した時、高階調の映像データが多い状態と言い換えることがで
きる。点灯率に対応してｄｕｔｙ比などを制御するとは、画素の階調分布状態またはヒス
トグラム分布に対応して制御することと同義または類似の状態を意味することがある。
【０４２５】
　以上のことから、点灯率にもとづいて制御するとは、場合に応じて画像の階調分布状態
（低点灯率＝低階調画素が多い。高点灯率＝高階調画素が多い。）にもとづいて制御する
と言い換えることができる。例えば、低点灯率になるにしたがって基準電流比を増加させ
ることも有効である。高点灯率になるにしたがってｄｕｔｙ比を小さくことも、ＥＬ表示
パネルで消費する電力を平均化するという点で有効である。また、ピーク電力を抑制でき
る点で有効である（ピーク電流抑制駆動）。
【０４２６】
　ピーク電流抑制駆動、ｄｕｔｙ比駆動を実施することにより、電源回路の出力電流を一
定値以下にすることができる。また、最大出力電流（最大出力電力）を一定値以下に抑制
することができる。また、エージング時に一定の期間、大電流をＥＬ表示パネルに印加す
ることができる。したがって、電源回路１２のサイズを縮小化することができる。以上の
ことから、ピーク電流抑制駆動、ｄｕｔｙ比駆動と本実施形態の電源回路１２とは密接な
完成がある。
【０４２７】
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　本実施形態では、図６９に示すように、ｄｕｔｙ比は点灯率（％）に対応させて変化さ
せている。ただし、一定の点灯率以下あるいは以上でｄｕｔｙ比を固定することも本発明
の範疇である。
【０４２８】
　点灯率は、ＥＬ表示装置に入力される映像信号から求められる。または、点灯率は、Ｅ
Ｌ表示装置のアノード配線３０１またはカソード配線３０２に流れる電流を計測すること
により求められる。アノード配線３０１、カソード配線３０２に流れる電流は、図３０～
図３５で説明する本実施形態の電源回路または、本実施形態のＥＬ表示装置または本実施
形態のＥＬ表示装置の駆動または調整方法により取得できる。
【０４２９】
　点灯率及びｄｕｔｙ比は、表示画面２１に表示する表示画像により変化する。なお、点
灯率及びｄｕｔｙ比の変化はリアルタイムに実施するのではなく、一定の遅延またはヒス
テリシスを持たせて行う。ｄｕｔｙ比は、ＥＬ表示装置の外部環境照度に応じて、可変す
ることも有効である。外部環境照度は、ＥＬ表示装置に付加したホトセンサで測定する。
外部環境照度が一定以上の値より高い時は、ｄｕｔｙ比と最大値にして固定する。外部環
境照度が低い時は、外部照度に合わせて、ｄｕｔｙ比を小さくする。
【０４３０】
　図６９の横軸は、ｄｕｔｙ比としたが、点灯率と置き換えてもよい。点灯率が高いほど
、ｄｕｔｙ比は小さくなり、点灯率が低いほどｄｕｔｙ比は大きくなる。また、点灯率は
、ＥＬ表示装置の表示画面２１で消費する電力または電流と相関している。
【０４３１】
　したがって、ＥＬ表示装置の表示画面２１で消費する電力または電流からｄｕｔｙ比を
求めてもよい。点灯率とｄｕｔｙ比の関係は、一例として図６９から求める。図６９はあ
らかじめ求めておくか、または演算によりリアルタイムに求める。
【０４３２】
　理解を容易にするため、本実施形態では、主としておいて、点灯率（％）に応じてｄｕ
ｔｙ比制御などを変化させるとして説明する。
【０４３３】
　本実施形態は、図７に示すように、表示画面２１に占める点灯領域５６を複数に分割で
きる。点灯領域５６の分割は、ゲートドライバ回路２２ｂに入力するスタートパルス信号
（ＳＴ２）の入力パターンにより実現できる。点灯領域５６を複数に分割することにより
、低フレームレートでもフリッカの発生を抑制できる。また、点灯領域５６または非点灯
領域５５の分割数を動画表示と静止画表示で異ならせる。また、点灯率に対応して、点灯
領域５６の分割数を変化させてもよい。
【０４３４】
　表示画面２１に占める非点灯領域５５または点灯領域５６が、帯状となって画面の上か
ら下方向または画面の下から上方向に移動することを特徴とする。場合によっては、フレ
ーム毎に画面の上から上方向と、画面の下から上方向とを切り替えてもよい。
【０４３５】
　本実施形態では、ゲートドライバ回路２２ａは、映像信号を書き込む画素行を選択する
ものとし、ゲートドライバ回路２２ｂは、点灯させる画素行を選択するものとする。した
がって、ゲートドライバ回路２２とは画素行の選択回路である。選択回路４８１は、ソー
スドライバ回路２４から出力される映像信号をＲ、Ｇ、Ｂのソース信号線を選択して振り
分ける。選択回路４８１はポリシリコン技術でガラス基板上に形成される。
【０４３６】
　ゲートドライバ回路２２ａとゲートドライバ回路２２ｂとは明確に分離させて設ける必
要がない。１つのゲートドライバ回路にゲートドライバ回路２２ａとゲートドライバ回路
２２ｂを設けたものであってもよい。この場合も、ゲートドライバ回路２２ａとゲートド
ライバ回路２２ｂが設けているとみなす。また、ゲートドライバ回路２２は、画素行を選
択または指定する機能を有するものである。したがって、シフトレジスタ回路の機能を有
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していれば、ゲートドライバ回路２２と同義である。また、特定の画素行を指定または選
択する機能があればゲートドライバ回路２２である。以上のように、本実施形態において
ゲートドライバ回路２２とは広義の意味で使用している。
【０４３７】
　本実施形態では、オフ電圧をＶＧＨとし、オン電圧をＶＧＬとした。これは、スイッチ
用トランジスタ３１ｂ、３１ｃ、３１ｄなどが、Ｐチャンネルトランジスタである場合で
ある。スイッチ用トランジスタ３１ｂ、３１ｃ、３１ｄなどが、Ｎチャンネルトランジス
タの場合は、オン電圧はＶＧＨとなり、オフ電圧はＶＧＬとなる。したがって、本実施形
態は、駆動用トランジスタ３１ａ、スイッチ用トランジスタ３１のチャンネル極性にあわ
せて、ゲート信号線２７に印加するロジック電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）を設定すればよい。
【０４３８】
　ソースドライバ回路２４にプログラム電流の出力回路と、プログラム電圧の出力回路の
双方を構成すれば、印加された映像信号に対して、１画素行を選択する期間の前半に定電
流を各画素に印加し、１画素行を選択する期間の後半にプログラム電圧を印加した駆動方
法にも適用できる。定電流を印加することにより、駆動用トランジスタ３１ａの動作点を
リセットする（オフセット位置を求める）。次にプログラム電圧を画素に印加する。画素
構成は、図３と図３０を組み合わせた構成などを用いる。
【０４３９】
　ソースドライバ回路２４にプログラム電流の出力回路と、プログラム電圧の出力回路の
双方を構成すれば、基準電流による映像信号の振幅または大きさの変調が容易になる。ま
た、ホワイトバランス調整、ｄｕｔｙ駆動方式も容易に実現できる。
【０４４０】
（２５）画素の変更例
　以上のように、本実施形態において、採用できるまたは使用できる画素構成は多種多用
である。以下に、他の画素構成について例示しておく。
【０４４１】
（２５－１）変更例１
　図７２（ａ）は図３の変更例である。図７２（ａ）の構成では、コンデンサ３９の一端
子をＶｓｄ電圧に接続されている。すなわち、駆動用トランジスタ３１ａの一端子に接続
されたアノード電圧Ｖｄｄとコンデンサ３９に接続された電圧Ｖｓｄと異ならせている。
【０４４２】
　図７２（ａ）のように構成することにより、コンデンサ３９に印加する電圧Ｖｓｄがア
ノード電圧Ｖｄｄと分離されていることにより、画像表示の変化によるアノード電圧Ｖｄ
ｄの揺れの影響を受けなくなる。したがって、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子の
電圧保持が良好になる。ＥＬ表示装置の欠陥検査（またはその他の検査）時に、Ｖｓｄ電
圧を変化させる。Ｖｓｄ電圧を変化させるとカソード電流またはアノード電流が変化し、
電流の大きさ、電流の変化の割合、電流変化のスピードなどにより、画素の特性または欠
陥を良好に検査できる。また、検査に電流の検出だけでなく、表示輝度の変化などによっ
て行っても良い。以上の事項は、本実施形態の他の画素構成（Ｖｓｄ電圧を印加される構
成）にも適用される。
【０４４３】
（２５－２）変更例２
　以上の図７２（ａ）の構成は、図７２（ｂ）の画素にも適用される。
【０４４４】
　図７２（ｂ）においても、コンデンサ３９の一端子の電圧は、アノード電圧Ｖｄｄと異
なるＶｓｄ電圧が印加されている。したがって、アノード電圧Ｖｄｄの電圧変化の影響を
受けない。
【０４４５】
（２５－３）変更例３
　図７１は、図７２（ａ）または図３の変更例である。図７１の実施形態では、駆動用ト
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ランジスタ３１ａとアノード信号線間にスイッチ用トランジスタ３１ｅが形成または配置
されている。スイッチ用トランジスタ３１ｅは、ゲート信号線２７ｃに印加されるオン／
オフ電圧（ＶＧＨ、ＶＧＬ）でオン／オフ制御される。スイッチ用トランジスタ３１ｅは
、ＥＬ素子３５に電流を供給されるときにオンされる。画素の欠陥検査時（検査時など）
には、オンまたはオフ制御される。スイッチ用トランジスタ３１ｅのオン／オフ制御によ
り、良好に検査が行われる。
【０４４６】
　スイッチ用トランジスタ３１ｅは、画素の駆動用トランジスタ３１ａの特性キャンセル
時にオン／オフ制御される。また、ＥＬ表示装置を点灯（立ち上げ）時、消灯（たち下げ
）時にオフ状態にされる。点灯、消灯時にスイッチ用トランジスタ３１ｅをオフすること
により、不要な電流がＥＬ素子３５に流れることを防止できる。他の構成、動作は、図３
及び図７２などと同様である。
【０４４７】
（２５－４）変更例４
　図７３も、主として図３の変更例である。図３との差異は、スイッチ用トランジスタ３
１ｆの有無である。トランジスタ３１ｆは、リセット電圧Ｖｒｓｔを駆動用トランジスタ
３１ａのゲート端子に印加する機能を有する。リセット電圧Ｖｒｓｔは、駆動用トランジ
スタ３１ａをオフ状態（ＥＬ素子３５に電流を流さない電圧）である。例えば、リセット
電圧Ｖｒｓｔとは、アノード電圧Ｖｄｄ－１（Ｖ）の電圧である。リセット電圧Ｖｒｓｔ
は、駆動用トランジスタ３１ａの特性またはバラツキに対応して変化させてもよい。また
、リセット電圧は、駆動用トランジスタ３１ａのゲート端子のみに印加することに限定す
るものではなく、駆動用トランジスタ３１ａのソース端子またはドレイン端子に印加する
ようにしてもよい。
【０４４８】
（２５－５）変更例５
　以上の実施形態では、リセット電圧Ｖｒｓｔは、駆動用トランジスタ３１ａが電流を流
さない電圧であるとした。しかし、本実施形態は、これに限定するものではない。リセッ
ト電圧Ｖｒｓｔは、駆動用トランジスタ３１ａに初期状態にする電圧であってもよい。例
えば、Ｖｒｓｔ電圧としてＶｄｄ－５（Ｖ）の電圧を印加し、駆動用トランジスタ３１ａ
がＥＬ素子３５に電流を流すように設定するものであってもよい。すなわち、リセット電
圧Ｖｒｓｔは、駆動用トランジスタ３１ａに初期状態（イニシャル状態）または、一定の
動作状態にするものであればよい。駆動用トランジスタ３１ａを初期状態にすることによ
り、映像信号の印加がリセット電圧Ｖｒｓｔを基準に印加され、映像信号の良好な書込み
を画素２６に対して行えるからである。
【０４４９】
　図７３において、ゲート端子２７ａ１にオン電圧が印加されると、スイッチ用トランジ
スタ３１ｃがオンし、ソース信号線２８に印加された映像信号が、画素２６ａの駆動用ト
ランジスタ３１ａに印加される。同時に、画素２６ｂのスイッチ用トランジスタ３１ｆが
オンし、リセット電圧Ｖｒｓｔが画素２６ｂの駆動用トランジスタに印加される。ゲート
端子２７ａ２にオン電圧が印加されると、画素２６ｂのスイッチ用トランジスタ３１ｃが
オンし、ソース信号線２８に印加された映像信号が、画素２６ｂの駆動用トランジスタ３
１ａに印加される。同時に、画素２６ｂの次の画素行の画素２６のスイッチ用トランジス
タ３１ｆがオンし、リセット電圧Ｖｒｓｔが画素２６の駆動用トランジスタに印加される
。
【０４５０】
　以上のように、ゲート信号線２７ａが順次オンしていくにしたがって、該当する画素行
にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加されてイニシャル状態になり、次の１水平走査期間後に、
前記インシャル状態になった画素行に映像信号が印加される。したがって、各画素行は、
まず、インシャル状態にされた後、映像信号が印加される。そのため、画素２６に良好に
映像信号を書き込むことができる。
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【０４５１】
（２５－６）変更例６
　なお、以上の実施形態では、画素２６ａに映像信号が印加されるタイミング及び時間と
、画素２６ｂの駆動用トランジスタ３１ａにリセット電圧Ｖｒｓｔが印加されるタイミン
グ及び時間は、同一としたが、これに限定するものではない。例えば、ゲート信号線２７
ａの途中に遅延回路７３１を形成し、スイッチ用トランジスタ３１ｆとスイッチ用トラン
ジスタ３１ｃのオン／オフタイミングを異ならせても良い。
【０４５２】
　リセット電圧Ｖｒｓｔは、本実施形態で説明する電源回路１２で発生させるか、または
、アレイにスイッチング素子を形成し、このスイッチング素子でチャージポンプ回路を構
成して発生させる。以上のリセット電圧Ｖｒｓｔに関する事項は本実施形態の他の実施形
態にも適用される。したがって、図７３で説明した事項は、本実施形態の他の実施形態に
も適用することができ、また、組み合わせることができる。
【０４５３】
（２５－７）変更例７
　図７４の構成も用いることができる。図７４において、画素２６は、３つのコンデンサ
３９ａ、１９ｂ、１９ｃと５つのスイッチ用トランジスタ（３１ｂ、３１ｃ、３１ｄ、３
１ｅ、３１ｆ）と１つの駆動用トランジスタ３１ａで構成される。トランジスタ３１ｂは
、トランジスタ３１ａをダイオード連結（Diode-connected）させて、しきい値電圧を補
償するためのしきい値電圧補償トランジスタである。トランジスタ３１ｆは、コンデンサ
３９ａを初期化させるためリセット電圧Ｖｒｓｔを印加するための初期化トランジスタで
ある。そして、トランジスタ３１ｄは、ＥＬ素子３５の発光を制御するためのトランジス
タである。
【０４５４】
　なお、スイッチ用トランジスタ３１ｂ、３１ｆはオフリークと小さくする必要があるた
め、ディアルゲート以上の複数ゲート構成にする。
【０４５５】
　スイッチ用トランジスタ３１ｃは、ゲート信号線２７ａにゲート電極が連結され、ソー
ス信号線２８にソース電極が連結され、ゲートドライバ回路２２ａからの選択信号により
オン／オフ制御される。
【０４５６】
　駆動トランジスタ３１ａは、トランジスタ３１ｃのドレイン電極にソース電極が連結さ
れる。しきい値電圧補償トランジスタ３１ｂのソースまたはドレイン電極とコンデンサ３
９ａの第１の端子が共通連結され、駆動用トランジスタ３１ａのゲート電圧が決定される
。したがって、駆動用トランジスタ３１ａは、ゲート電極に印加された電圧に相当する駆
動電流を生成する。
【０４５７】
　しきい値電圧補償トランジスタ３１ｂは、前記駆動トランジスタ３１ａのゲート電極と
ソース電極との間に連結され、ゲート信号線に印加されるスキャン信号に応答して駆動用
トランジスタ３１ａをダイオード連結させる。したがって、前記スキャン信号によって駆
動用トランジスタ３１ａは、ダイオードのような状態になり、駆動用トランジスタ３１ａ
のゲート端子に電圧Ｖｄａｔａ－Ｖｔｈ（Ｖ）が印加され、これは、前記駆動用トランジ
スタ３１ａのゲート電圧となる。
【０４５８】
　初期化トランジスタ３１ｆは、リセット電圧ラインＶｒｓｔとコンデンサ３９ａの第１
の端子との間に連結され、ゲート電極に連結したｎ－１番目ゲート信号線２７ａのスキャ
ン信号に応答して、先行フレームのとき前記コンデンサ３９ａに充填された電荷は前記リ
セット電圧ラインＶｒｓｔを介して放電させることによって、前記コンデンサ３９ａを初
期化させる。
【０４５９】
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　トランジスタ３１ｅは、第１の電源電圧ラインＶｄｄと駆動用トランジスタ３１ａのソ
ース電極との間に連結され、ゲート電極に連結したゲート信号線２７ｂを介して伝達され
る発光制御信号によりオンとなり、第１の電源電圧Ｖｄｄを前記駆動用トランジスタ３１
ａのソース電極に印加する。
【０４６０】
　トランジスタ３１ｄは、駆動用トランジスタ３１ａとＥＬ素子３５との間に連結され、
ゲート電極に連結した前記ゲート信号線２７ｂを介して伝達される発光制御信号に応答し
て前記駆動用トランジスタ３１ａで生成される前記駆動電流を前記ＥＬ素子３５に伝達す
る。
【０４６１】
　コンデンサ３９ａは、第１の電源電圧ラインＶｄｄと駆動用トランジスタ３１ａのゲー
ト電極との間に連結され、第１の電源電圧Ｖｄｄと前記駆動用トランジスタ３１ａのゲー
ト電極に印加される電圧Ｖｄａｔａ－Ｖｔｈ（Ｖ）の電圧差に該当する電荷を１フレーム
の間に維持する。
【０４６２】
　前記補助コンデンサ３９ｂは、第１の電極が現在ゲート信号線２７ａ及びトランジスタ
３１ｂのゲート端子に共通連結され、第２の電極が前記コンデンサ３９ａ及び駆動用トラ
ンジスタ３１ａのゲート端子に共通連結されている。
【０４６３】
　前記補助コンデンサ３９ｂは、スキャン期間から発光期間に変化しながら、駆動トラン
ジスタ３１ａのゲート電圧ＶＧをブースト（boost）させる役目をする。コンデンサ３９
ｃは、映像信号をキャンセル期間の間、保持する機能を有する。
【０４６４】
　ゲート信号線に印加するオフ電圧をＶＧＨ、オン電圧をＶＧＬとすると、ゲート信号線
２７ａに印加する電圧を、ＶＧＬからＶＧＨに変化させると、駆動用トランジスタ３１ａ
のゲート電圧は、前記コンデンサ３９ａと補助コンデンサ３９ｂのカップリングによる補
正電圧だけ上昇するようになる。
【０４６５】
（２６）その他の変更例
　なお、電圧プログラム方式または電流プログラム方式の変更例として、サブフィールド
の概念を持ち、駆動用トランジスタをオン／オフさせる回数または時間で階調を表現する
パルス駆動方式（ＰＷＭ駆動方式、サブフィールド駆動方式）がある。これらも電圧プロ
グラム方式または電流プログラム方式である。
【０４６６】
　本実施形態は、図３、図６７などの電流プログラム方式のＥＬ表示装置と電圧プログラ
ム方式のＥＬ表示装置の両方に適用できるものである。また、パルス駆動方式（ＰＷＭ駆
動方式、サブフィールド駆動方式）のＥＬ表示装置にも適用できるものである。すなわち
、本実施形態に記載の画素構成及び一般的に知られている画素構成について適用できる。
【０４６７】
　以上のように、本実施形態は、電圧駆動方式の画素構成であっても、電流駆動の画素構
成であっても適用することができる。
【０４６８】
　本実施形態の駆動方式は、有機ＥＬ表示パネルの駆動方法及び駆動回路などに限定され
るものではない。例えば、フィールドエミッションディスプレイ（ＦＥＤ）、無機ＥＬデ
ィスプレイなどの他のディスプレイにも適用できる。
【０４６９】
（２７）適用例
　次に、本実施形態の駆動方式を実施するＥＬ表示装置を表示ディスプレイとして用いた
本実施形態の表示機器について説明をする。
【０４７０】
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　図７６は情報端末装置の一例としての携帯電話の平面図である。筐体７６３にアンテナ
７６１などが取り付けられている。７６２ａは、ｄｕｔｙ比を変化させる切換キー、７６
２ｂは電源オン／オフキー、７６２ｃがゲートドライバ回路２２ｂの動作フレームレート
を切り替えるキーである。７６５はホトセンサである。ホトセンサ７６５は、外光の強弱
にしたがって、ｄｕｔｙ比などを変化させて、表示画面２１の輝度を自動調整する。
【０４７１】
　図７７はビデオカメラの斜視図である。ビデオカメラは撮影（撮像）レンズ部７７３と
ビデオカメラ本体７６３と具備している。本実施形態のＥＬ表示装置は表示モニター７６
４としても使用されている。表示画面２１は支点７７１で角度を自由に調整できる。表示
画面２１を使用しない時は、格納部７７３に格納される。
【０４７２】
　図７６、図７７などの本実施形態の表示機器では、キー７６２ａの操作により、ｄｕｔ
ｙ比を切り替えることができる。キー７６２ａの操作は、ユーザーが切り替えできるよう
にしておく。また、設定モードで自動的に変更できるかを切り替えられるようにしている
。自動の場合は、外光の明るさを検出して自動的に、表示輝度を５０％、６０％、８０％
と設定できるように構成している。
【０４７３】
　本実施の形態のＥＬ表示装置などはビデオカメラだけでなく、図７８に示すような電子
カメラにも適用することができる。本実施形態のＥＬ表示装置はカメラ本体７８１に付属
されたモニター２２として用いる。カメラ本体７８１にはシャッタ７８３の他、スイッチ
７６２ａ、７６２ｃが取り付けられている。
【産業上の利用可能性】
【０４７４】
　電源回路に出力オープン機能があるため、エージング工程では、通常状態よりも高い電
圧をＥＬ表示パネルに印加することができ、効率よくエージングを実施できる。この出力
オープン機能を用いることにより、電源回路を基板などに実装したまま、カソード配線か
らの電流を測定することができる。したがって、ＥＬ表示装置のホワイトバランス、輝度
調整を容易に実施できる。また、画素を順次選択し、選択した画素から出力される電流を
測定することにより、画素の欠陥を検出することができ、画素の駆動用トランジスタの特
性バラツキを測定することができる。
【０４７５】
　本実施形態に係るＥＬ表示装置は、本実施形態は、テストトランジスタを介して、ソー
ス信号線２８に電圧または定電流を印加できる。したがって、画素２６などの検査を他の
手段を用いることなく容易に実現できる。
【０４７６】
　したがって、有機または無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子などを用いたＥＬ
表示パネルなどの自発光表示パネル（表示装置）、その駆動方法、駆動装置、及びこれら
の表示パネルを用いた表示装置などに有用である。
【図面の簡単な説明】
【０４７７】
【図１】ＥＬ表示装置の電源回路の構成図である。
【図２】ＥＬ表示装置の構成図である。
【図３】ＥＬ表示装置の画素の動作の説明図である。
【図４】ＥＬ表示装置の画素の動作の説明図である。
【図５】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図６】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図７】ＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１０】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
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【図１１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１３】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１４】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１５】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１６】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１７】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１８】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図１９】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２０】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２１】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２２】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２３】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２４】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２５】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２６】ＥＬ表示装置の電源回路の説明図である。
【図２７】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３０】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３３】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３５】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３６】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３７】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図３９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４０】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４３】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４５】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４６】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４７】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５０】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５３】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５５】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５６】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５７】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図５９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６０】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
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【図６１】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６２】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６３】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６４】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６５】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図６６】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図６７】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図６８】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図６９】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７０】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７１】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７２】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７３】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７４】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７５】本実施形態のＥＬ表示装置の画素の構成図である。
【図７６】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７７】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図７８】本実施形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【符号の説明】
【０４７８】
　１１　電圧発生回路
　１２　電源回路
　２０　表示パネル
　２１　表示画面
　２２　ゲートドライバ回路
　２４　ソースドライバ回路
　２６　画素
　２７　ゲート信号線
　２８　ソース信号線
　３１　トランジスタ（ＴＦＴ）
　３５　ＥＬ（素子）
　３９　蓄積容量（付加コンデンサ、付加容量）



(59) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(60) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(61) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(62) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(63) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】



(64) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】 【図２７】



(65) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】



(66) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】



(67) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図３６】 【図３７】

【図３８】 【図３９】



(68) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図４０】 【図４１】

【図４２】 【図４３】
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【図７０】 【図７１】
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【図７４】 【図７５】



(77) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図７６】



(78) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図７７】



(79) JP 2009-193037 A 2009.8.27

【図７８】



(80) JP 2009-193037 A 2009.8.27

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ          　　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５２　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/30    ３６５Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３０Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｚ          　　　　　

(72)発明者  高原　博司
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  AA05  BB01  CC33  CC43  CC45  EE03  HH00  HH04  HH05 
　　　　 　　  5C080 AA06  BB05  CC03  DD03  DD05  DD08  DD15  DD25  DD28  DD29 
　　　　 　　        EE02  EE17  EE26  EE28  EE29  EE30  FF03  FF11  GG02  GG05 
　　　　 　　        GG07  GG12  GG15  GG17  HH09  JJ02  JJ03  JJ04  JJ05  KK07 
　　　　 　　        KK43 
　　　　 　　  5C094 AA42  AA43  BA03  BA27  DB01  DB02  DB04  DB10  EA03 
　　　　 　　  5G435 AA17  AA19  BB05  KK05  KK10 



专利名称(译) EL表示装置

公开(公告)号 JP2009193037A 公开(公告)日 2009-08-27

申请号 JP2008049400 申请日 2008-02-29

[标]申请(专利权)人(译) 东芝移动显示器有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝移动显示器有限公司

[标]发明人 高原博司

发明人 高原 博司

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 G09F9/00 G09F9/30 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/14

FI分类号 G09G3/30.Z G09G3/20.612.A G09G3/20.670.Q G09G3/20.612.K G09G3/20.611.H G09G3/30.J G09G3
/20.670.B G09G3/20.621.J G09F9/00.352 G09F9/30.338 G09F9/30.365.Z G09F9/30.330.Z H05B33/14.
A H05B33/14.Z G09F9/30.330 G09F9/30.365 G09G3/3266 G09G3/3275 H01L27/32

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/AA05 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/CC43 3K107/CC45 3K107/EE03 3K107
/HH00 3K107/HH04 3K107/HH05 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD03 5C080/DD05 
5C080/DD08 5C080/DD15 5C080/DD25 5C080/DD28 5C080/DD29 5C080/EE02 5C080/EE17 5C080
/EE26 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF03 5C080/FF11 5C080/GG02 5C080/GG05 
5C080/GG07 5C080/GG12 5C080/GG15 5C080/GG17 5C080/HH09 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080
/JJ04 5C080/JJ05 5C080/KK07 5C080/KK43 5C094/AA42 5C094/AA43 5C094/BA03 5C094/BA27 
5C094/DB01 5C094/DB02 5C094/DB04 5C094/DB10 5C094/EA03 5G435/AA17 5G435/AA19 5G435
/BB05 5G435/KK05 5G435/KK10 5C380/AA01 5C380/AA02 5C380/AB04 5C380/AB23 5C380/AB24 
5C380/AB34 5C380/AC09 5C380/AC11 5C380/BA03 5C380/BA10 5C380/BA24 5C380/BA28 5C380
/BA38 5C380/BA39 5C380/BB03 5C380/BB09 5C380/BB12 5C380/BB14 5C380/BB15 5C380/BB23 
5C380/BD11 5C380/BE03 5C380/CA01 5C380/CA16 5C380/CA32 5C380/CB02 5C380/CB26 5C380
/CC02 5C380/CC03 5C380/CC06 5C380/CC07 5C380/CC12 5C380/CC26 5C380/CC27 5C380/CC33 
5C380/CC35 5C380/CC39 5C380/CC52 5C380/CC62 5C380/CC63 5C380/CC64 5C380/CC65 5C380
/CD012 5C380/CD013 5C380/CD014 5C380/CD015 5C380/CD024 5C380/CD028 5C380/CD038 
5C380/CE01 5C380/CE02 5C380/CE03 5C380/CE08 5C380/CE19 5C380/CF03 5C380/CF05 5C380
/CF22 5C380/CF24 5C380/CF26 5C380/CF27 5C380/CF41 5C380/CF46 5C380/CF48 5C380/CF52 
5C380/CF64 5C380/CF67 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/DA09 5C380/DA20 5C380/DA22 5C380
/DA43 5C380/DA46 5C380/DA51 5C380/DA58 5C380/FA02 5C380/FA03 5C380/FA04 5C380/FA06 
5C380/FA15 5C380/FA22 5C380/FA23 5C380/FA24 5C380/FA25 5C380/GA07 5C380/GA09 5C380
/GA11 5C380/GA14

代理人(译) 中村聪
富田克幸
夫 世进

优先权 2007086204 2007-03-29 JP
2008005394 2008-01-15 JP

其他公开文献 JP2009193037A5

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种EL显示装置，该EL显示装置能够在不物理改变或操作诸如机构的电源布线的情况下，测量或监视流过电源
布线的电流。 通过使用电源电路12的输出断开功能来断开开关SW1，不输出阴极电压Vss，输出端子处于高阻抗状态，并且设置阴
极电压Vss的输出端子的焊盘P1。 用探针304探测，在探针304和可变电压装置471之间，布置用于测量电流的电流表303，并且将

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/59546b43-ab53-4e33-91cd-d8c16038b90d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041075051/publication/JP2009193037A?q=JP2009193037A


调节期间的阴极电压Vsst设置为图像显示期间的阴极电压Vss，并且设置
电流Ia。 测量。 [选择图]图47


